
【
解

題
】

本
文
書
群
（
以
下
、
財
津
文
書
）
は
、
熊
本
藩
士
で
あ
っ
た
財
津
家
に
伝
来
し

た
も
の
で
あ
る
。
財
津
家
は
元
来
豊
後
国
日
田
の
地
侍
で
あ
っ
た
が
、
慶
長
八
年

（
一
六
〇
三
）
に
細
川
忠
興
に
仕
え
は
じ
め
た
。
の
ち
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）、

細
川
忠
利
が
熊
本
へ
移
封
と
な
っ
た
の
に
伴
い
、
財
津
家
も
肥
後
へ
移
っ
て
山
鹿

郡
上
芋
生
村
・
下
芋
生
村
な
ど
に
三
〇
〇
石
を
宛
行
わ
れ
て
い
る
﹇
財
津
文
書
、

史
料
番
号
二
八
―
一
七
。
以
下
、﹇

﹈
内
に
史
料
番
号
の
み
を
示
す
﹈。

財
津
家
所
蔵
の
文
書
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
史
料
収
集
事
業
の
た
め
、

二
〇
一
一
年
八
月
に
中
世
史
料
の
み
撮
影
が
行
わ
れ
た
が
（
１
）
、
近
世
以
降
の
未
整
理

史
料
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
二
〇
一
二
年
九
月
に
改
め
て
借
用
調
査
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
は
文
学
部
日
本
史
学
研
究
室
と
合
同
で
現
状

記
録
調
査
と
整
理
が
行
わ
れ
、
二
〇
一
四
年
八
月
に
目
録
作
成
と
主
要
史
料
の
撮

影
作
業
を
完
了
し
て
い
る
。
借
用
に
際
し
て
は
、
元
来
収
容
さ
れ
て
い
た
容
器
の

劣
化
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
段
ボ
ー
ル
箱
二
箱
に
分
け
て
移
出
さ
れ
た
。
そ
の
た

め
、
文
書
群
の
収
容
原
秩
序
は
、
文
書
番
号
順
と
同
じ
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
お

断
り
し
て
お
く
。
な
お
、
財
津
文
書
は
調
査
終
了
後
、
大
分
県
立
先
哲
史
料
館
へ

移
管
さ
れ
た
。
ま
た
近
世
史
料
の
一
部
撮
影
し
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
史
料
編

纂
所
（
請
求
記
号
Ｂ
Ｄ
二
〇
一
四
―
〇
〇
六
九
〇
〇
）
お
よ
び
日
本
史
学
研
究
室

に
て
保
管
し
て
お
り
、
閲
覧
も
可
能
で
あ
る
。

財
津
文
書
を
大
ま
か
に
分
類
す
る
と
、
�
中
世
末
・
近
世
初
期
の
原
文
書
お
よ

び
写
、
�
近
世
細
川
家
家
臣
と
し
て
の
文
書
、
�
近
代
以
降
の
文
書
に
分
か
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
�
中
世
末
・
近
世
初
期
の
文
書
に
つ
い
て
は
、「
中
世
末
・
近
世
初

期
の
動
向
」「
内
容
紹
介
�
・
�
」
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
�
近
世
細
川

家
家
臣
と
し
て
の
文
書
に
つ
い
て
は
、（
ａ
）
知
行
宛
行
状
や
回
達
な
ど
、
藩
士

と
し
て
の
家
に
関
す
る
文
書
、（
ｂ
）
財
津
家
が
支
配
に
お
い
て
い
た
阿
蘇
組
へ

の
回
達
・
添
書
関
係
、（
ｃ
）
日
田
衆
の
御
目
見
関
係
、（
ｄ
）
そ
の
他
に
分
類
で

き
る
。
以
下
、
財
津
家
の
動
向
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
た
い
（
２
）
。

（
１
）

写
真
帳
が
史
料
編
纂
所
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
（
請
求
記
号
六
一
七
一
・
九

財
津
文
書
目
録

畑

山

周

平

竹
ノ
内

雅

人

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
九
号

二
〇
一
五
年
三
月
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永
胤

永
邦

永
忠

女

永
重

永
矩

永
元

永
広

永
三

永
順

永
近

女

永
直

永
次

永
尚

統
周

永
将

永
継

永
哲

永
満

鎮
則

永
高

統
英

永
淳

永
勝

永
正

永
元

永
則

永
潔

羽
野
永
栄

永
政

永
治

女

五
―
一
〇
四
）。
中
世
史
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
保
存
の
観
点
か
ら
軸
装

を
解
き
、
再
度
撮
影
を
行
っ
た
（
請
求
記
号
Ｂ
Ｄ
二
〇
一
四
―
〇
〇
七
〇
〇

〇
）。

（
２
）
『
西
国
武
士
団
関
係
史
料
集
八
』
で
の
芥
川
龍
男
氏
の
解
説
や
、『
日
田
市

史
』
な
ど
も
参
照
さ
れ
た
い
。

○
中
世
末
・
近
世
初
期
の
動
向

系
譜
類
に
よ
る
と
、
財
津
文
書
を
伝
来
し
た
一
流
は
、
中
世
末
・
近
世
初
期
に

は
永
満
―
鎮
則
―
永
高
―
統
英
と
続
い
て
い
る
﹇
略
系
図
﹈。

永
満
は
十
六
世
紀
前
半
の
人
物
で
、
兄
に
永
胤
が
あ
っ
た
。
財
津
城
は
永
胤
流

が
継
承
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
永
満
流
は
庶
流
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

彼
ら
財
津
一
族
は
、
平
安
期
以
来
豊
後
日
田
に
盤
踞
し
た
日
田
氏
の
一
門
で
、

そ
の
被
官
で
あ
っ
た
が
、
遅
く
と
も
十
六
世
紀
後
半
ま
で
に
は
大
友
氏
に
直
属
し

て
い
る
（『
日
田
市
史
』
な
ど
）。
永
満
流
に
関
し
て
言
え
ば
、
鎮
則
（
治
部
少
輔
。

入
道
龍
閑
）
や
永
高
（
与
太
郎
）
に
宛
て
た
大
友
氏
の
感
状
な
ど
が
知
ら
れ
て
い

る
（﹇
八
五
―
二
﹈・
内
容
紹
介
�
）。

天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
に
鎮
則
が
戦
死
す
る
と
、
永
高
が
そ
の
跡
を
継
い

だ
が
、
彼
は
激
動
の
時
代
に
翻
弄
さ
れ
て
い
く
。
ま
ず
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）

五
月
、
大
友
氏
が
改
易
さ
れ
、
永
高
を
含
む
財
津
一
族
は
浪
人
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
新
た
な
主
君
に
仕
え
ず
、
日
田
に
残
る
こ
と
を
選
ぶ
者
も
い
る
中
で
、
永
高

自
身
は
筑
後
立
花
氏
に
仕
官
し
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
同
氏
も
慶
長
五
年
の
関

ヶ
原
合
戦
後
、
改
易
の
憂
き
目
に
あ
っ
て
し
ま
う
。
再
び
浪
人
の
身
と
な
っ
た
永

高
は
、
初
め
山
城
国
宇
治
に
、
後
に
筑
前
国
上
座
郡
に
居
住
し
た
。

そ
し
て
慶
長
八
年
六
月
に
至
り
、
当
時
豊
前
小
倉
を
領
し
て
い
た
細
川
氏
に
見

出
さ
れ
、
同
氏
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
実
際
、
永
高
（
惣
左
衛
門
）

に
豊
前
下
毛
郡
で
三
〇
〇
石
を
宛
行
っ
た
、
慶
長
八
年
九
月
十
六
日
付
の
細
川
忠

興
判
物
・
知
行
方
目
録
﹇
二
九
四
﹈
が
残
っ
て
い
る
。

元
和
年
間
に
入
る
と
、
良
質
な
史
料
か
ら
、
永
高
た
ち
の
動
向
を
よ
り
細
か
く

追
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
九
月
に
は
、

﹇
略
系
図
﹈（
本
解
題
に
関
係
し
な
い
人
物
は
省
略
し
て
い
る
）

人
名：

財
津
文
書
を
伝
来
し
た
一
流

人
名：

慶
長
十
八
年
彦
山
一
件
の
頭
分

人
名：

寛
永
初
年
御
目
見
の
浪
人

＊
右
の
ほ
か
に
、
彦
山
一
件
の
頭
分
と
し
て
宝
珠
山
源
左
衛
門
（
続
柄
不
明
）、
御
目
見
の

浪
人
と
し
て
江
島
永
武
と
日
隈
永
久
（
と
も
に
財
津
一
族
）
が
い
る
。

116



右
の
下
毛
郡
の
知
行
と
は
別
に
、
永
高
の
子
・
統
英
（
久
七
）
に
豊
前
中
津
郡
続

命
院
・
喜
多
良
・
寺
畔
各
村
で
二
〇
〇
石
が
与
え
ら
れ
て
い
る
﹇
二
七
九
﹈。
ま

た
元
和
年
間
半
ば
に
は
、
永
高
が
宇
佐
郡
奉
行
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

（
宮
崎
克
則
「
近
世
初
期
の
大
名
権
力
と
奉
行
機
構
改
編
」）、
彼
が
細
川
氏
に
よ

る
行
政
の
一
端
を
担
う
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
づ
い
て
元
和
七
年
頃

に
は
、
永
高
知
行
地
が
宇
佐
郡
山
本
村
・
住
江
村
の
内
に
移
さ
れ
て
い
る
（﹇
二

二
一
﹈・
吉
村
豊
雄
『
近
世
大
名
家
の
権
力
と
領
主
経
済
』
二
六
五
頁
）。
さ
ら
に

元
和
末
年
頃
に
は
、
統
英
が
算
用
奉
行
を
務
め
て
い
る
（
宮
崎
前
掲
論
文
）。

こ
の
他
に
、
永
高
の
代
に
起
こ
っ
た
特
筆
す
べ
き
出
来
事
と
し
て
は
、
慶
長
十

八
年
二
月
の
彦
山
で
の
一
件
と
、
寛
永
初
年
の
浪
人
御
目
見
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
前
者
は
、
逃
走
し
た
下
人
を
め
ぐ
る
争
い
か
ら
、
財
津
永
広
（
正
作
。

﹇
略
系
図
﹈）
が
一
類
の
者
と
と
も
に
彦
山
の
宿
所
に
立
て
籠
も
っ
た
事
件
で
あ
る
。

こ
の
時
、
同
名
の
よ
し
み
か
ら
現
場
に
派
遣
さ
れ
た
永
高
は
、
永
広
ら
を
説
得
し

て
小
倉
に
出
頭
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
後
細
川
氏
が
永
広
の
主
張
を
聞
き
入
れ
て
、

彼
を
赦
免
し
た
と
こ
ろ
、
永
広
と
そ
の
一
類
は
感
謝
し
、
頭
分
七
人
﹇
略
系
図
﹈

が
細
川
氏
に
起
請
文
を
提
出
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
頭
分
七
人
と
そ

の
子
孫
は
、
日
田
に
居
住
し
な
が
ら
も
、
折
々
に
細
川
氏
の
も
と
に
罷
り
出
て
御

目
見
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
、
中
に
は
細
川
領
国
に
移
住
し
て
召
し
抱
え
ら

れ
る
者
も
あ
っ
た
（
３
）
。

次
に
後
者
に
つ
い
て
だ
が
、
細
川
氏
の
許
で
知
行
を
得
た
永
高
は
、
一
族
の
浪

人
八
人
﹇
略
系
図
﹈
を
養
っ
て
い
た
。
寛
永
初
年
、
細
川
忠
利
が
宇
佐
郡
妙
見
山

で
狩
り
を
行
っ
た
折
に
、
永
高
は
八
人
を
忠
利
に
引
き
合
わ
せ
た
。
す
る
と
、
忠

利
は
少
身
の
永
高
が
多
く
の
浪
人
を
養
っ
て
い
る
こ
と
を
賞
し
、
八
人
に
宇
佐
郡

山
本
村
で
知
行
一
〇
〇
石
を
与
え
、
永
高
に
預
け
置
く
こ
と
と
し
た
と
い
う
。
細

川
氏
の
肥
後
転
封
後
は
、
八
人
は
阿
蘇
郡
井
手
村
で
五
〇
石
ず
つ
を
拝
領
、
付
近

の
開
発
に
あ
た
っ
て
い
る
。
彼
ら
が
阿
蘇
組
の
起
源
で
あ
り
、
代
々
永
高
子
孫
の

支
配
を
受
け
て
い
く
こ
と
と
な
る
（
内
容
紹
介
�
も
参
照
）。

さ
て
、
永
高
は
寛
永
七
年
二
月
二
四
日
に
没
す
る
。
細
川
忠
利
が
寛
永
七
年
八

月
一
日
付
で
、
統
英
（
惣
兵
衛
）
に
宇
佐
郡
山
村
・
住
江
村
で
三
〇
〇
石
を
、
永

淳
（
市
兵
衛
）
に
中
津
郡
続
命
院
村
で
二
〇
〇
石
を
宛
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

﹇
一
九
七
・
二
八
四
﹈、
こ
の
頃
に
永
高
が
没
し
、
子
の
統
英
に
代
替
わ
り
し
た
こ

と
は
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
統
英
・
永
淳
・
永
勝
（
勘
右
衛
門
）
兄
弟
に
宛

て
た
（
寛
永
七
年
）
二
月
二
七
日
奉
書
で
は
、
永
高
（
惣
左
衛
門
）
の
死
を
「
一

入
お
し
く
」
思
う
と
い
う
忠
利
の
意
向
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
﹇
二
三
一
﹈。

寛
永
九
年
、
細
川
氏
は
肥
後
へ
転
封
と
な
る
。
統
英
も
こ
れ
に
従
い
、
寛
永
十

年
九
月
一
日
に
は
細
川
忠
利
か
ら
山
鹿
郡
で
三
〇
〇
石
を
宛
行
わ
れ
て
い
る
﹇
二

七
一
﹈。
こ
う
し
て
、
財
津
文
書
を
伝
え
た
一
流
は
、
肥
後
細
川
家
臣
と
し
て
確

立
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
統
英
は
細
川
光
尚
か
ら
、
阿
蘇
や
日
田
の
財
津
一
族

に
心
を
添
え
、
よ
く
親
し
む
よ
う
に
と
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
。
阿
蘇
・
日
田
の
財

津
一
族
と
の
関
係
も
、
統
英
の
代
に
確
立
し
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

な
お
、
本
項
本
文
で
引
用
し
た
財
津
文
書
は
、
す
べ
て
史
料
編
纂
所
で
そ
の
画

像
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）

な
お
、
こ
の
一
件
を
直
接
見
聞
し
た
と
思
し
い
統
英
が
、
子
の
永
昌
に
一

件
の
顛
末
を
伝
え
置
く
た
め
に
作
成
し
た
、
長
大
な
覚
書
写
が
残
っ
て
い
る

﹇
一
八
二
﹈。
そ
の
画
像
は
、
東
京
大
学
文
学
部
日
本
史
学
研
究
室
に
て
閲
覧

が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
覚
書
写
に
は
、
一
件
の
経
過
の
中
で
は
鉄
砲
を
も

使
っ
た
戦
闘
に
及
ぶ
一
幕
が
あ
っ
た
こ
と
、
事
件
の
張
本
人
で
あ
る
永
広
が

の
ち
に
細
川
氏
に
仕
え
た
こ
と
な
ど
、
興
味
深
い
記
述
が
多
く
み
え
る
。
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○
近
世
中
後
期
の
動
向

財
津
家
は
前
述
の
通
り
山
鹿
郡
内
に
三
〇
〇
石
を
宛
行
わ
れ
て
以
降
、
代
々
阿

蘇
組
支
配
を
基
本
的
な
役
と
し
て
お
り
、
当
主
に
よ
り
各
番
方
に
編
入
さ
れ
た
り
、

な
か
に
は
財
津
統
英
（
惣
兵
衛
・
永
高
嫡
子
）
の
よ
う
に
、
中
小
姓
や
御
算
用
に

登
用
さ
れ
た
り
し
て
い
る
﹇
三
な
ど
﹈。

こ
の
ほ
か
財
津
氏
の
経
済
基
盤
と
し
て
、
近
世
前
期
に
熊
本
藩
内
の
武
士
層
に

や
く
い
ぬ
ば
る

よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
土
地
の
一
種
で
あ
る
御
赦
免
開
が
あ
る
。
阿
蘇
郡
役
犬
原
村

な
ど
で
開
発
さ
れ
た
田
畑
に
関
す
る
史
料
に
よ
り
確
認
で
き
る
﹇
六
六
な
ど
﹈
が
、

御
赦
免
開
が
い
つ
行
わ
れ
た
の
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
は
で
き
な
い
。
松
本
寿

三
郎
氏
の
研
究
（「
肥
後
藩
に
よ
る
御
赦
免
開
」、
同
著
『
近
世
の
領
主
支
配
と
村

落
』
二
〇
〇
四
年
収
録
）
に
よ
り
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
に
藩
が
御
赦
免
開

の
開
発
を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
宝
暦
六
年

（
一
七
五
六
）、
郡
方
か
ら
財
津
惣
兵
衛
へ
出
さ
れ
た
御
赦
免
開
の
土
地
に
関
す
る

覚
書
を
み
る
と
、
阿
蘇
組
が
開
発
し
た
井
手
村
を
は
じ
め
、
宮
地
・
役
犬
原
村
な

ど
の
各
地
に
分
散
し
た
田
畑
計
一
二
町
四
反
余
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ほ
か
の
阿
蘇
組
と
同
様
十
七
世
紀
中
後
期
に
開
発
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
﹇
六

六
―
一
﹈。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
土
地
は
安
永
七
・
八
年
（
一
七
七
八
・
七
九
）

に
そ
れ
ぞ
れ
別
の
人
物
へ
譲
渡
さ
れ
た
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
近
世
後
期
の
段
階

で
は
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
役
犬
原
村
内
に
所
持
し
て
い
る
六
町
四
反
余

の
田
畑
が
確
認
さ
れ
﹇
九
一
﹈、
こ
の
地
に
「
譜
代
家
来
」
が
数
名
居
住
し
て
い

る
と
み
ら
れ
る
﹇
二
一
六
﹈。
た
だ
し
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
か
ら
万
延
元

年
（
一
八
六
〇
）
に
か
け
て
、
こ
の
土
地
は
櫨
方
へ
「
買
上
」
と
な
っ
て
い
る
も

の
の
﹇
六
六
―
五
・
二
五
一
﹈、
近
代
以
降
の
小
作
関
係
史
料
は
ほ
ぼ
こ
の
役
犬

原
に
所
持
す
る
耕
地
の
小
作
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
役
犬
原
村
内
の

開
発
地
が
そ
の
ま
ま
明
治
以
降
も
財
津
家
の
所
有
地
と
し
て
維
持
さ
れ
た
と
み
ら

れ
る
。

こ
の
ほ
か
日
田
の
財
津
同
名
に
よ
る
藩
主
御
目
見
に
つ
い
て
は
、
寛
政
六
・
十

年
、
文
政
九
年
（
以
上
﹇
二
六
四
﹈）、
文
政
十
三
年
﹇
一
〇
七
﹈、
天
保
九
年

﹇
二
六
四
﹈、
安
政
七
年
﹇
四
一
﹈
の
分
が
そ
れ
ぞ
れ
一
件
史
料
と
し
て
袋
な
ど
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

○
内
容
紹
介
�

戦
国
期
豊
後
大
友
氏
の
感
状
﹇
八
五
―
二
﹈・﹇
九
五
﹈

い
ず
れ
も
、
す
で
に
『
西
国
武
士
団
関
係
史
料
集
八
』
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
ラ
ー
画
像
が
史
料
編
纂
所
で
閲
覧
で
き
る
。

﹇
八
五
―
二
﹈
は
、
彦
山
攻
め
に
際
し
て
、
財
津
治
部
少
輔
（
鎮
則
）
の
被
官

が
案
内
者
を
務
め
た
こ
と
を
賞
す
る
、
大
友
宗
麟
の
感
状
で
あ
る
。
福
川
一
徳

「
戦
国
期
大
友
氏
の
花
押
・
印
章
編
年
考
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
感
状
の
花
押
は
永

禄
五
年
十
二
月
か
ら
天
正
三
年
正
月
ま
で
使
用
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
の
期
間
内

で
言
え
ば
、
永
禄
十
一
年
六
月
に
、
大
友
軍
の
彦
山
攻
撃
が
確
認
で
き
る
（『
彦

山
編
年
史
料
』）。
こ
の
感
状
も
、
そ
の
頃
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

﹇
九
五
﹈
は
、
一
枚
の
紙
を
上
下
二
つ
折
り
に
し
、
そ
の
両
面
に
一
通
ず
つ
文

書
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
通
は
財
津
英
勝
が
田
北
紹
鉄
の
反
乱
（
天
正
八

年
）
の
鎮
圧
に
粉
骨
し
た
こ
と
を
讃
え
る
宗
麟
の
感
状
写
、
も
う
一
通
は
財
津
得

能
が
筑
後
生
葉
郡
で
の
軍
事
行
動
に
加
わ
っ
た
こ
と
を
賞
す
る
大
友
義
統
の
感
状

写
で
あ
る
。
宛
所
の
財
津
英
勝
・
得
能
は
系
譜
類
に
み
あ
た
ら
ず
、
現
在
の
と
こ

ろ
詳
細
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

と
こ
ろ
で
、﹇
九
五
﹈
の
二
通
の
正
文
に
あ
た
る
も
の
が
、
石
松
文
書
（
史
料

編
纂
所
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
中
に
あ
る
。
日
田
郡
石
松
は
同
郡
財
津
か
ら
二
㎞

ほ
ど
し
か
隔
た
っ
て
い
な
い
か
ら
、
財
津
・
石
松
両
氏
の
関
係
が
深
く
、
両
氏
の

間
で
文
書
の
移
動
・
書
写
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
た
だ
し
、
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両
氏
の
関
係
や
、
文
書
の
移
動
・
書
写
の
具
体
的
な
あ
り
方
は
、
今
の
と
こ
ろ

は
っ
き
り
し
な
い
。
ち
な
み
に
、
石
松
文
書
に
は
他
に
も
財
津
英
勝
・
得
能
宛
の

文
書
が
残
っ
て
お
り
、
二
人
の
立
場
を
考
え
る
材
料
た
り
得
る
。
ま
た
正
文
か
ら

は
、
宗
麟
感
状
写
に
は
天
正
七
年
二
月
か
ら
同
八
年
十
月
ま
で
確
認
で
き
る
印
文

「
Ｆ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
」
の
朱
印
が
、
義
統
感
状
写
に
は
天
正
九
年
八
月
か
ら
同
十
年
十
一

月
ま
で
確
認
で
き
る
花
押
が
据
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
『
西
国
武
士
団
関
係
史
料
集
八
』
で
は
、
他
に
財
津
与
太
郎
（
永
高
）
あ

て
大
友
義
統
・
宗
麟
連
署
書
状
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
こ
れ
を

確
認
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
、
連
署
書
状
の
封
紙
は
確
認
で
き
た
も
の
の
、﹇
八

五
―
二
﹈
を
包
む
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
あ
る
段
階
で
も
と
の
組
み
合
わ
せ
が
崩

れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
連
署
書
状
の
再
発
見
が
急
が
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

○
内
容
紹
介
�

四
月
十
六
日
財
津
惣
左
衛
門
（
永
高
）
書
状
﹇
二
七
三
﹈

ま
ず
、
本
文
書
の
翻
刻
案
を
掲
げ
よ
う
。
な
お
、
本
文
書
の
画
像
は
史
料
編
纂

所
で
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

尚
々
、
牢
人
共
ニ
御
懇
ニ
被

仰
聞
せ
候
事
、
外
聞
と
申
、
身
ニ
余
り

忝
奉
存
候
、
早
々
御
礼
可
申
上
之
処
ニ
、
頓
而
可
罷
出
と
存
候
而
申
後
、

奉
背
本
意
候
、
以
上
、

一
書
啓
上
仕
候
、
先
日
者
得
尊
意
、
忝
奉
存
候
、
殊
私
知
行
之
牢
人
共
ニ
別

而
御
懇
ニ
被

仰
聞
せ
、
御
取
成
ニ
て
御
目
見
へ
等
仕
、
忝
次
第
無
申
計
候
、

以
来
共
御
内
之
者
と
思
召
被
下
候
ハ
ヽ
、
可
忝
候
、
私
事
規
矩
郡
之
御
検
地

被

仰
付
候
へ
と
も
、
煩
気
ニ
御
座
候
故
、
不
罷
出
候
、
其
段
此
中
御
奉
行

衆
迄
御
理
申
上
候
、
必
出
津
可
仕
候
間
、
以
参
上
万
々
可
申
上
候
、

〔
洛
〕

御
上
落
之
御
日
次
等
被
仰
聞
せ
候
者
、
可
忝
候
、
恐
惶
謹
言
、

財
津
惣
左
衛
門

卯
月
十
六
日

■
（
花
押
）

監
物
様

参

人
々
御
中

ま
ず
作
成
年
代
を
考
え
て
み
る
と
、「
規
矩
郡
之
御
検
地
」
が
手
が
か
り
と
な

る
。
す
な
わ
ち
寛
永
三
年
、
規
矩
郡
で
検
地
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

か
ら
（『
北
九
州
市
史

近
世
』）、
本
文
書
の
作
成
も
こ
の
年
で
あ
る
可
能
性
が

高
か
ろ
う
。
な
お
、
寛
永
三
年
五
月
に
は
細
川
忠
利
が
上
洛
し
て
い
る
か
ら
、

〔
洛
〕

「
御
上
落
」
も
右
の
推
定
の
障
害
に
は
な
ら
な
い
。

次
に
内
容
を
み
て
み
る
と
、
永
高
の
「
私
知
行
之
牢
人
共
」
が
、
細
川
忠
利
へ

の
御
目
見
を
果
た
し
た
と
い
う
の
が
注
目
さ
れ
る
。
系
譜
類
に
よ
る
と
、
永
高
は

一
族
の
浪
人
を
養
い
、
忠
利
が
宇
佐
郡
妙
見
山
で
狩
り
を
行
っ
た
折
に
、
彼
ら
を

御
目
見
さ
せ
た
と
い
う
。
一
見
、
由
緒
を
語
る
上
で
の
虚
構
に
も
み
え
る
話
だ
が
、

本
文
書
の
存
在
に
よ
り
、
こ
れ
が
一
定
の
事
実
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

判
明
す
る
。
加
え
て
、
系
譜
類
で
は
こ
の
出
来
事
は
寛
永
初
年
ま
た
は
寛
永
四
年

の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
先
に
示
し
た
本
文
書
の
年
代
比
定
が
正
し
い
と
す
れ

ば
、
御
目
見
が
行
わ
れ
た
の
は
寛
永
三
年
四
月
十
六
日
を
そ
れ
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
ら

な
い
時
期
で
あ
っ
た
と
、
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

系
譜
類
に
よ
る
と
、
こ
の
時
御
目
見
し
た
人
物
は
、﹇
略
系
図
﹈
に
示
し
た
八

人
で
あ
る
。
こ
の
内
、
江
島
・
日
隈
は
財
津
一
族
で
あ
る
こ
と
の
他
は
、
永
高
と

の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
羽
野
の
事
例
を
踏
ま
え
れ
ば
、
婚
姻
な
ど
で

緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
ま
た
財
津
永
矩
は
永
高
と
は
や
や

遠
い
関
係
に
あ
る
が
、
彼
の
属
す
る
永
胤
流
は
財
津
嫡
流
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

永
高
が
特
に
重
ん
じ
て
養
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
永
高
の
子
息
で
は
、

統
英
は
元
和
元
年
に
﹇
二
七
九
﹈、
永
淳
は
元
和
末
年
ま
で
に
（
豊
前
御
侍
帳
）、

細
川
氏
か
ら
知
行
や
扶
持
を
拝
領
し
て
い
る
の
で
、
残
る
永
勝
の
み
が
浪
人
と
い

う
扱
い
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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【
凡
例
】

一
、
史
料
番
号

史
料
の
識
別
番
号
を
差
す
。

二
、
表
題
・
内
容

史
料
に
記
載
さ
れ
た
表
題
を
示
す
。
類
似
の
表
題
を
持
つ
史
料
や
、
表
題

の
な
い
史
料
に
つ
い
て
は
「

」
に
史
料
の
書
き
出
し
を
取
り
、
概
要
に

つ
い
て
は
（

）
で
示
し
た
。

三
、
年
代史

料
の
作
成
年
代
を
記
載
し
た
。

四
、
作
成
・
宛
所

史
料
の
作
成
者
と
宛
先
を
取
る
。
多
人
数
に
渡
る
場
合
は
人
数
を
記
し
て

略
し
た
。

五
、
形
態史

料
の
形
態
を
示
す
。

六
、
数
量史

料
の
数
量
を
示
す
。

七
、
備
考史

料
に
関
す
る
必
要
な
補
足
を
記
述
し
て
い
る
。
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番
号

表
題
（
内
容
）

年
代

作
成

形
態

数
量

備
考

１
「
天
正
十
五
年
ノ
役
島
津
義
久
終
ニ
降
参
…
」（
太
閤
検
地

に
よ
る
日
田
郡
内
武
家
名
お
よ
所
領
高
書
上
げ
）

―
―

竪
１

後
代
の
写
し

２
東
道
目
木
・
西
道
目
木
・
中
道
目
木
・
中
野
・
下
道
尻
・

東
都
原
・
伊
庵
原
字
検
図
帳

―
―

竪
１

３
先
祖
附

全
―

―
横

１

４
「
検
見
古
実
記
に
曰
…
」（
犬
追
物
に
関
す
る
故
実
・
注
釈
書
）
―

―
横

１

５
御
開
地
御
徳
米
記

子
５
月
１６
日

立
山
豊
吉
・
鞭
馬
柳
八
→
永
喜
・
御
取
次
衆

状
１

６
明
治
十
年
十
一
年
小
作
米
受
取
帳

明
治
１２
年
５
月
２０
日

役
犬
原
村
池
口
外
二
人
→
財
津
永
雄

横
１

７
財
津
永
雄
様
開
米
御
算
用
帳

明
治
１５
年
１１
月

鞭
馬
柳
八
・
立
山
豊
吉
→
財
津
永
雄

横
１

８
－
０

（
ひ
も
）

―
―

ひ
も

１

８
－
１

差
押
通
知
書

―
阿
蘇
郡
黒
川
村
役
場
→
財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

８
－
２

「
東
道
目
木
四
八
六
ノ
二
」

―
―

状
１

８
－
３

領
収
書
「
一
、
金
五
円
也
」

大
正
５
年
１２
月
１１
日

玉
井
常
吉
・
本
田
繁
蔵
→
鈴
木
虎
熊

状
１

８
－
４

領
収
書
「
一
、
金
拾
六
円
也
」

１２
月
６
日

山
部
金
三
郎
外
２
名
→
鈴
木
乕
熊

状
１

８
－
５

講
金
掛
出
扣

明
治
３７
年
１
月
～

柳
川
丁

財
津

横
１

８
－
６

［
封
筒
］「
熊
本
市
京
町
本
丁
財
津
永
雄
殿
」

―
（
阿
）
蘇
郡
黒
川
村
池
田
清
彦
→
財
津
永
雄

封
筒

１

８
－
７

扣
へ
「
昨
日
ノ
書
状
只
今
到
着
ス
」

大
正
８
年
７
月
３０
日

永
雄
→
池
田
（
清
彦
）
殿

状
１

８
－
８

［
書
簡
］「
前
略

只
今
葉
書
付
キ
タ
リ
カ
」

―
―

状
１

８
－
９

借
用
証
書
「
一
、
金
六
拾
円
也

返
済
ス
ミ
」

大
正
８
年
９
月
１０
日

熊
本
市
京
町
本
丁
財
津
永
雄
→
阿
蘇
郡
黒
川

村
池
田
清
彦

状
１

８
－
１０

契
約
證
（
小
作
契
約
雛
形
）

―
―

竪
１

８
－
１１
－
０

［
封
筒
］「
小
作
人
書
状
入
」

―
―

封
筒

１

８
－
１１
－
１

［
書
簡
］「
一
筆
御
め
ん
下
さ
い
ま
せ
…
」（
次
作
分
の
小

作
石
高
な
ど
問
い
合
わ
せ
）

２
月
９
日

阿
蘇
郡
黒
川
村
役
犬
原
道
目
木

帆
代
浅
喜

→
熊
本
市
京
町

財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

８
－
１１
－
２

［
書
簡
］「
拝
啓
陳
者
先
日
は
御
病
気
…
」（
丈
量
手
数
料

お
送
り
下
さ
れ
た
く
、
領
収
証
３
通
つ
き
）

大
正
１０
年
８
月
２９
日

阿
蘇
郡
黒
川
村
役
犬
原

鈴
木
虎
熊
→
熊
本

市
京
町
本
丁

財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

８
－
１１
－
３

［
書
簡
］「
拝
啓
先
日
御
申
置
之
通
…
」（
中
道
目
木
整
理

道
具
代
計
算
書
な
ど
３
通
送
付
）

８
月
２９
日

阿
蘇
郡
黒
川
村
大
字
役
犬
原

鈴
木
虎
熊
・

本
田
浅
喜
→
熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄

状
３

封
筒
入
り
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８
－
１１
－
４

キ
「
一
、
金
五
銭

役
場
手
数
料
代
金
…
」

―
―

状
１

８
－
１１
－
５

［
書
簡
］「
拝
啓
其
後
御
無
音
ニ
打
過
ぎ
…
」（
人
夫
金
受

取
に
つ
き
）

１０
月
２２
日

黒
川
村
大
字
役
犬
原

本
田
浅
喜
→
熊
本
市

京
町
本
丁

財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

８
－
１１
－
６

領
収
証
（
作
料
代
と
し
て
）

１２
月
１１
日

阿
蘇
郡
黒
川
村
大
字
役
犬
原

市
原
末
記
→

鈴
木
虎
熊

状
１

８
－
１２

領
収
書

大
正
１２
年
４
月
５
日

宮
地
町
司
法
代
書
人

米
田
平
太
郎
→
財
津

永
雄

状
２

８
－
１３

［
書
簡
］「
拝
啓

弥
々
御
清
安
ニ
渡
ら
せ
ら
れ
…
」（
領

収
証
お
渡
し
失
念
）

（
大
正
１５
年
）６
月
１７
日

阿
蘇
郡
宮
地
町
司
法
代
書
人

米
田
平
太
郎

→
財
津
永
雄

状
３

封
筒
入
り

４
月
２９
日
付
領
収
証
入
り

８
－
１４

記
「
所
有
権
保
存
登
記
…
」（
登
記
書
料
書
上
げ
）

―
―

状
１

８
－
１５

領
収
証
（
諸
登
記
料
）

大
正
１３
年
９
月
９
日

司
法
代
書
人
米
田
平
太
郎
→
嘱
記
人
蔵
原
千

年
状

２

８
－
１６

領
収
書
（
書
入
登
記
料
）

大
正
１１
年
１０
月
１１
日

司
法
代
書
人
米
田
平
太
郎
→
嘱
記
人
財
津
永

雄
状

１

８
－
１７

覚
「
東
道
目
木
四
八
六
ノ
一

畑
二
反
五
畝
歩
…
」（
田

畑
反
別
・
人
名
書
上
げ
）

―
―

状
１

８
－
１８

領
収
書
（
諸
登
記
料
）

大
正
１２
年
４
月
３
日

司
法
代
書
人
米
田
平
太
郎
→
嘱
託
人
財
津
永

雄
状

２

８
－
１９

大
正
十
二
年
度
小
作
米
之
内
立
山
伝
計
算
分

―
―

竪
１

８
－
２０
－
１

計
算
書
「
中
道
目
木

畑
一
石
三
斗
八
升
…
」（
田
畑
小

作
料
計
算
書
か
）

―
―

状
１

８
－
２０
－
２

扣
「
四
百
八
十
六
ノ
二
…
」（
田
畑
小
作
料
計
算
書
か
）

―
―

状
１

８
－
２０
－
３

扣
へ
「
拝
復

秋
冷
之
砌
…
」（
国
越
常
太
伐
木
の
件
仲

裁
に
つ
き
）

９
月
２０
日

財
津
永
雄
→
石
田
和
学

竪
１

８
－
２１

「
黒
川
村
大
字
役
大
原
」（
字
名
・
地
番
・
反
別
書
上
げ
）

―
―

竪
１

８
－
２２

「
大
正
拾
壱
年
度
払
出
米
」（
売
米
計
算
書
）

―
―

竪
１

８
－
２３

「
畑
懸
り
…
」（
反
別
・
米
高
な
ど
計
算
書
）

―
―

状
１

８
－
２４

大
正
十
三
年
度
小
作
人
坪
付
帳

（
大
正
１３
年
）

―
状

１

８
－
２５

大
正
十
一
年
度
計
算
残
米
調
査

（
大
正
１１
年
）

―
竪

１
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８
－
２６

明
治
三
十
六
年
度
計
算
書

（
明
治
３６
年
）

―
竪

１

９
－
０

［
ひ
も
・
断
簡
］「
此
祓
入
付
帳
ニ
不
見

番
続
ノ
引
合
ニ

而
御
座
候
事
」

―
―

―
４

９
－
１

［
書
簡
］「
私
支
配
財
津
…
」（
弟
東
彦
聟
養
子
願
に
つ
き
）
１１
月
２５
日

財
津
儀
（
左
衛
門
）
→
津
川
数
馬

状
１

９
－
２

［
書
簡
］「
書
面
之
通
ニ
付
此
節
銀
…
」（
当
暮
よ
り
銀
十

ヶ
年
賦
上
納
仰
せ
渡
さ
れ
）

１
月
１３
日

御
勘
定
方
御
奉
行
中

状
１

９
－
３

口
上
之
覚
（
阿
蘇
組
江
嶋
源
内
ほ
か
二
名
拝
借
米
願
）

１２
月

御
奉
行
中
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

包
紙
入
り

９
－
４

御
請
書
（
内
分
に
て
虚
無
僧
の
所
業
仕
り
、
以
降
こ
れ
な

き
様
お
達
し
に
つ
き
）

文
政
元
年
８
月

江
嶋
甚
四
郎
ほ
か
２
名
→
江
嶋
源
内

状
１

包
紙
入
り

９
－
５

［
書
簡
］「
江
嶋
安
左
衛
門
儀
御
渡
…
」（
江
嶋
へ
の
御
書

出
に
染
み
あ
り
、
差
し
控
え
の
と
こ
ろ
、
最
早
差
し
控
え

に
及
ば
ず
）

１１
月
７
日

御
奉
行
中
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

９
－
６
－
１

覚
（
江
嶋
清
助
虚
無
僧
願
の
と
こ
ろ
、
清
助
身
代
不
相
応

の
大
家
内
に
て
難
渋
に
つ
き
取
次
）

６
月

財
津
大
助

状
１

９
－
６
－
３
ま
で
包
紙
入
り
一
括

９
－
６
－
２

［
書
簡
］「
私
育
之
叔
父
…
」（
江
嶋
清
助
の
虚
無
僧
願
は

寺
社
方
よ
り
堅
く
無
用
の
お
達
し
、
請
書
の
儀
承
知
）

８
月
２８
日

江
嶋
源
内
→
財
津
大
助

状
１

９
－
６
－
３

「
本
帋
清
助
儀
内
分
ニ
而
…
」（
虚
無
僧
の
様
子
あ
い
聞
こ

え
る
に
つ
き
き
っ
と
差
留
め
、
願
の
趣
は
叶
い
が
た
し
）

８
月
２０
日

寺
社
方
御
奉
行
中

状
１

９
－
７

口
上
之
覚
（
阿
蘇
組
財
津
平
左
衛
門
、
養
育
の
叔
父
庄
左

衛
門
、
武
芸
指
南
に
つ
き
御
僉
義
願
）

弘
化
４
年
１
月

―
状

１
下
書
き

９
－
８
－
１

口
上
之
覚
（
近
席
仰
せ
つ
け
の
羽
野
五
左
衛
門
外
と
は
席

違
い
に
つ
き
、
諸
勤
め
日
限
問
合
せ
）

１２
月

財
津
儀
左
衛
門

状
１

９
－
８
－
２
ま
で
包
紙
入
り
一
括

９
－
８
－
２

「
相
達
候
処
惣
代
御
礼
…
」（
こ
れ
ま
で
の
通
り
に
心
得
ら

る
べ
く
）

１２
月
２０
日

御
奉
行
中
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

９
－
９

覚
（
御
巡
見
衆
坂
梨
番
所
通
行
に
よ
り
当
番
名
前
書
き
）

６
月

財
津
儀
左
衛
門

状
１

端
裏
書
あ
り

９
－
１０

［
書
簡
］「
以
手
紙
致
啓
達
候
各
様
…
」（
江
嶋
清
助
今
度

源
内
方
へ
育
て
願
、
お
よ
び
家
出
の
件
に
つ
き
）

―
財
津
大
助
→
羽
野
勝
之
丞
ほ
か
３
名

状
１

控
え

９
－
１１

口
上
之
覚
（
今
度
宿
駅
お
取
締
の
と
こ
ろ
、
私
ど
も
御
用

掛
り
に
て
出
府
の
節
、
御
定
賃
銭
の
人
馬
差
紙
お
渡
し
く

だ
さ
る
よ
う
願
書
）

３
月
２２
日

阿
蘇
組
連
名
→

状
１

控
え
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９
－
１２

［
書
簡
］「
御
紙
面
被
成
下
忝
拝
見
…
」（
本
宅
よ
り
呼
び

寄
せ
に
な
り
各
々
様
へ
詫
び
状
）

１２
月
６
日

江
嶋
清
助
→
羽
野
勝
兵
衛
ほ
か
３
名

状
１

包
紙
入
り

９
－
１３
－
０

［
包
紙
］

―
財
津
儀
右
衛
門
→
御
奉
行
所
根
取
衆
中

―
１

９
－
１３
－
１
－
１
「
私
儀
当
時
忌
中
ニ
居
申
候
…
」（
私
伺
書
差
出
し
た
か
お

尋
ね
）

１２
月
２７
日

財
津
儀
右
衛
門
→
御
奉
行
所
根
取
衆
中

状
１

９
－
１３
－
１
－
２

口
上
之
覚
（
私
忌
中
に
つ
き
、
阿
蘇
組
出
仕
名
前
な
ど
お

尋
ね
）

１２
月
２７
日

財
津
儀
右
衛
門
→
御
奉
行
所
衆
中

状
１

９
－
１３
－
１
－
１
に
同
梱

９
－
１３
－
２

［
書
簡
］「
私
儀
当
時
忌
中
ニ
而
、
引
入
居
…
」（
私
身
分

な
ど
今
一
応
お
問
合
せ
に
つ
き
）

１２
月
２８
日

→
御
奉
行
所
根
取
衆
中

状
１

９
－
１３
－
３

「
私
共
一
列
坂
梨
口
当
番
…
」（
一
同
年
頭
礼
罷
り
出
で
申

さ
ず
に
つ
き
、
財
津
儀
右
衛
門
代
わ
り
に
お
達
し
）

１２
月
晦
日

財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名
→
御
奉
行
衆
中

状
１

９
－
１３
－
４
－
１
［
書
簡
］「
私
儀
当
時
忌
中
ニ
而
、
引
入
居
…
」（
私
身
分

な
ど
今
一
応
お
問
合
せ
に
つ
き
）

１２
月
２８
日

財
津
儀
右
衛
門
→
御
奉
行
所
根
取
衆
中

状
１

９
－
１３
－
２
と
同
じ

９
－
１３
－
４
－
２
「
被
仰
弐
通
致
招
致
候
…
」（
お
礼
出
仕
の
面
々
名
前
朝
に

達
す
る
と
き
、
直
に
奉
行
中
へ
）

―
―

状
１

９
－
１３
－
４
－
１
に
同
梱

９
－
１４
－
１

「
私
儀
当
時
忌
中
ニ
居
申
候
…
」（
私
伺
書
差
出
し
た
か
お

尋
ね
）

１２
月
２７
日

財
津
儀
右
衛
門
→
御
奉
行
所
根
取
衆
中

状
１

９
－
１３
－
１
－
１
に
同
じ

９
－
１４
－
２

「
御
本
文
之
趣
相
伺
…
」（
御
小
姓
頭
中
へ
お
達
し
然
る
べ

し
と
の
返
答
書
）

―
―

状
１

９
－
１４
－
１
に
同
梱

９
－
１５

［
書
簡
］「
只
今
御
問
合
被
達
候
阿
蘇
組
…
」（
育
て
の
浪

人
養
子
の
儀
、
お
指
図
に
つ
き
）

閏
１１
月
９
日

武
藤
俊
太
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

包
紙
入
り

１０
－
０

［
封
筒
］「
蔵
原
先
生

田
代
」

―
―

封
筒

１

１０
－
１

特
殊
郵
便
物
受
領
証
「
受
取
人
氏
名

鈴
木
虎
熊
…
」

（
昭
和
カ
）３
年
６
月
２
日

―
状

１
１０
－
６
ま
で
封
筒
入
り

１０
－
２

通
知
書
「
一
、
金
壱
千
弐
百
八
円
参
拾
六
銭
也
」（
債
権

譲
渡
の
通
知
）

昭
和
３
年
５
月
３０
日

熊
本
市
南
千
反
畑
町

田
代
真
三
→
阿
蘇
郡

黒
川
村
大
字
役
犬
原

鈴
木
虎
熊

状
１

１０
－
３

郵
便
物
配
達
証
明
書
「
…
受
領
人
宿
所
氏
名

役
犬
原

鈴
木
虎
熊
…
」

（
昭
和
カ
）３
年
６
月
４
日

―
状

１

１０
－
４

「
一
、
田
代
真
三
ヨ
リ
…
」（
譲
渡
通
知
発
信
な
ど
覚
書

き
）

５
月
２９
日

―
状

１
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１０
－
５

譲
渡
証
書
「
一
、
金
壱
千
弐
百
八
円
参
拾
六
銭
」（
債
権

譲
渡
）

昭
和
３
年
３
月
１０
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
→
熊
本
市
南

千
反
畑
町

田
代
真
三

状
１

１０
－
６

通
知
書
「
一
、
徳
米
取
立
委
任
ノ
件
一
切
」（
徳
米
取

立
・
小
作
米
の
契
約
解
除
）

昭
和
３
年
３
月
１０
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
→
阿
蘇
郡
黒

川
村
大
字
役
犬
原

鈴
木
虎
熊

状
１

１１
－
０

（
封
筒
）「
蔵
原
清
三
郎
…
」

―
―

封
筒

１

１１
－
１
－
０

（
ひ
も
）

―
―

ひ
も

１
１１
－
１
を
束
ね
る
。
１１
－
８
－
２
ま
で
封

筒
入
り
。

１１
－
１
－
１

「
蔵
原
ニ
対
ス
ル
分
…
」

昭
和
２
年
６
月
１
日

―
状

１
１１
－
１
－
２
～
４
を
包
ん
で
い
る

１１
－
１
－
２

預
り
証
書
「
一
、
金
壱
百
九
拾
七
円
四
拾
銭
也
」

大
正
１４
年
１１
月
３０
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
→
蔵
原
清
三

郎
状

１
全
体
を
塗
消
し
、「
払
ス
ミ
」
と
あ
り
。

１１
－
１
－
３

借
用
証
書
「
一
、
金
壱
千
五
百
円
也
」

大
正
１４
年
４
月
２９
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
→
阿
蘇
郡
宮

地
町

蔵
原
清
三
郎

綴
１

１１
－
１
－
４

領
収
証
「
一
、
金
壱
千
五
百
円
也
」

昭
和
２
年
５
月
３１
日

阿
蘇
郡
宮
地
町

蔵
原
清
三
郎
→
熊
本
市
京

町
本
丁

財
津
永
雄

状
１

１１
－
２
－
１

連
帯
借
用
証
「
一
、
金
弐
拾
五
円
也
」

大
正
１４
年
４
月
２９
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
・
阿
蘇
郡
黒

川
村
大
字
役
犬
原

鈴
木
乕
熊
→
蔵
原
清
三

郎

状
１

１１
－
２
－
２

借
用
証
書
「
一
、
金
参
百
七
拾
五
円
也
」

大
正
１４
年
４
月
２９
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
→
蔵
原
清
三

郎
状

１

１１
－
２
－
３

預
り
証
書
「
一
、
金
参
百
八
拾
八
円
五
拾
銭
也
」

大
正
１４
年
４
月
２９
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
→
蔵
原
清
三

郎
状

１

１１
－
２
－
４

預
り
証
書
「
一
、
金
参
百
六
拾
四
円
也
」

大
正
１４
年
１
月
３０
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
→
蔵
原
清
三

郎
状

１

１１
－
２
－
５

借
用
証
書
「
一
、
金
四
拾
円
也
」

大
正
１４
年
５
月
２０
日

阿
蘇
郡
黒
川
村

鈴
木
虎
熊
→
蔵
原
清
三
郎

状
１

１１
－
２
－
６

借
用
証
書
「
一
、
金
弐
拾
壱
円
也
」

大
正
１３
年
２
月
３
日

黒
川
村
大
字
役
犬
原

鈴
木
乕
熊
・
熊
本
市

京
町
本
丁

財
津
永
雄
→
蔵
原
清
三
郎

状
１

１１
－
３
－
１

覚
「
元
金
壱
千
六
百
円
也
」（
元
利
金
の
計
算
）

（
大
正
１３
年
ご
ろ
か
）

―
状

１

１１
－
３
－
２

「
四
百
円
…
」（
金
額
書
上
）

近
代

―
状

１
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１１
－
３
－
３

「
元
金
千
六
百
円
…
」（
元
利
金
の
計
算
）

（
大
正
１３
年
ご
ろ
か
）

―
状

１

１１
－
３
－
４

「
元

一
千
六
百
円
…
」（
元
利
金
の
計
算
）

（
大
正
１３
年
ご
ろ
か
）

―
状

１

１１
－
４

「
役
犬
原
中
道
目
木
五
三
二
」（
田
・
畑
・
山
林
書
上
）

（
大
正
１３
年
ご
ろ
か
）

蔵
原
→
井
手

状
２

１１
－
５
－
１

借
用
証
書
「
金
壱
千
六
百
円
也
」

大
正
１２
年
２
月
１３
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
→
阿
蘇
郡
宮

地
町

蔵
原
清
三
郎

状
１

１１
－
５
－
２

借
用
証
書
「
金
弐
百
四
拾
九
円
六
拾
銭
也
」

大
正
１３
年
２
月
３
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
→
阿
蘇
郡
宮

地
町

蔵
原
清
三
郎

状
１

１１
－
５
－
３

預
り
証
書
「
一
、
金
六
百
円
也
」

大
正
１３
年
５
月
２７
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
→
蔵
原
清
三

郎
状

１

１１
－
６

「
蔵
原
ニ
対
ス
ル
覚
書
」

―
―

封
筒

１
中
身
な
し

１１
－
７

預
り
証
「
一
、
金
参
百
八
拾
八
円
五
拾
銭
也
」（
預
か
り

証
書
の
下
書
き
）

大
正
１４
年
４
月
２９
日

―
状

１

１１
－
８
－
１

借
用
証
書
「
一
、
金
拾
五
円
也
」

大
正
１０
年
５
月
２０
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
→
立
山
伝

状
１

１１
－
８
－
２

「
東
５１０
…
」（
地
番
・
人
名
・
石
高
の
書
上
）

―
状

５

１２
－
０

［
包
紙
］「
熊
本
県
熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
様
」

―
大
分
県
日
田
三
花
村
大
字
三
和
財
津
瀧
蔵
→

熊
本
県
熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄

状
１

１２
－
１

薬
師
如
来
略
縁
起

明
和
８
年
３
月

日
田
郡
財
津
龍
林
寺

状
１

一
枚
刷

１２
－
２

瑞
雲
山
龍
林
寺
薬
師
如
来
縁
起
（
薬
師
如
来
と
寺
、
戦
国

期
の
一
族
に
関
わ
る
縁
起
）

大
正
１４
年
１
月
写

大
分
県
日
田
郡
三
花
村
財
津
瀧
造
嗣
子
財
津

安
蔵
（
写
）

状
１

１３
明
午
上
リ
開
田
畑
官
納
徳
米
坪
附
名
寄
帳

明
治
６
年
３
月

財
津
氏

横
１

１４
［
書
簡
］「
差
上
置
仍
如
件
」

明
治
２９
年
旧
４
月

あ
そ
郡
黒
川
村
字
道
目
木
鞭
馬
勝
三
郎
・
同

郡
同
村
受
人
立
山
伸
吾
郎
→
熊
本
県
京
町
本

丁
財
津
永
雄
・
御
手
代
衆

状
１

前
欠

１５
小
作
入
附
調
帳

（
昭
和
１１
年
カ
）

―
綴

１

１６
昭
和
十
二
年
度
計
算
概
要
（
小
作
米
関
係
計
算
書
）

昭
和
１３
年
３
月
８
日

帆
代

綴
１

１７
阿
蘇
小
作
人
等
ニ
関
ス
ル
諸
事
控

大
正
１０
年
１
月
～
６
月

熊
本
市
京
町
本
丁
財
津

綴
１

１８
大
正
十
一
年
度
小
作
米
取
立
帳

―
熊
本
京
町
本
丁

財
津

横
１

大
正
１１
～
１４
年
ま
で

１９
昭
和
十
二
年
度
残
米
計
算
書

―
―

竪
１
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２０
明
治
二
十
四
年
度
以
後
徳
米
損
引
調
書
綴

―
熊
本
市
柳
川
丁

財
津

竪
１

２１
－
１

「
中
道
目
木
…
」（
地
番
・
反
別
・
人
名
書
上
）

―
―

状
１

２１
－
２

「
中
道
目
木
下

五
二
九
…
」（
地
番
・
反
別
書
上
）

―
―

状
１

２１
－
３

山
部
勝
喜
作
廻
分

―
―

状
１

２１
－
４

領
収
書
（
土
地
売
買
登
記
申
請
書
書
記
料
と
し
て
）

大
正
１１
年
１０
月
２６
日

司
法
代
書
人
井
出
義
武
→
嘱
託
人
河
崎
藤
寿

状
１

２１
－
５

「
八
月
三
十
日

晴
…
」（
九
月
三
日
ま
で
日
記
）

―
―

状
１

２１
－
６

道
目
木
ニ
於
テ
勝
喜
作
廻
分

昭
和
３
年
１１
月
１８
日

―
状

１

２１
－
７

昭
和
五
年
度
小
作
米
残
り
計
算
書

昭
和
７
年
４
月
１２
日

―
状

１

２１
－
８

「
登
記
済
」（
登
記
済
証
）

昭
和
１０
年
３
月
８
日

熊
本
区
裁
判
所

状
１

２１
－
９

借
入
申
込
書
（
金
３５００

円
）

―
財
津
永
雄
→
日
本
勧
業
銀
行
熊
本
支
店

状
１

２１
－
１０

「
前
略
三
月
廿
五
日
ノ
…
」（
不
納
米
一
件
に
つ
き
）

―
―

状
１

書
簡
下
書
き

２１
－
１１

地
所
書
入
借
用
証
文
（
金
７
円
）

（
明
治
２９
年
）

―
状

１
後
欠

２２
－
１

借
地
耕
作
契
約
証
（
中
道
目
木
５５７
番
な
ど
）

明
治
３０
年
４
月
１１
日

黒
川
村
大
字
役
原
字
道
目
木
借
地
人

伊
藤

孫
次
郎
→
同
郡
村

池
田
政
八

状
１

２２
－
２

昭
和
四
年
度
小
作
米
計
算
書

（
昭
和
４
～
５
年
）

―
綴

１

２２
－
３

昭
和
五
年
度
小
作
米
計
算
書

昭
和
６
年
３
月
２１
日

―
綴

１

２２
－
４

「
取
立
現
米
…
」（
小
作
米
計
算
書
）

（
昭
和
８
年
）

―
綴

１

２２
－
５

「
帆
代
浅
喜
」（
人
名
別
地
番
・
反
別
書
上
）

―
―

竪
１

２２
－
６

「
５６８
…
」（
昭
和
２
・
３
年
度
小
作
人
名
一
覧
）

―
―

状
１

２２
－
７

土
地
所
有
権
保
存
ノ
登
記
申
請
（
登
記
申
請
書
綴
）

（
明
治
３４
～
４３
年
）

―
綴

１

２２
－
８

昭
和
六
年
度
小
作
米
取
立
計
算
書

昭
和
７
年
４
月
１２
日

―
竪

１

２２
－
９

領
収
証
（
金
１０５
円
８０
銭
）

昭
和
１１
年
１
月
２３
日

宮
地
町
四
一
七
五

山
部
豊
彦
→
財
津
永
雄

状
１

２２
－
１０

建
物
表
示
変
更
登
記
申
請
書

昭
和
１０
年
３
月
８
日

→
熊
本
区
裁
判
所

綴
１

２２
－
１１

領
収
証
（
利
子
金
領
収
綴
）

（
昭
和
８
年
）

―
綴

１
６
通
ひ
と
綴
り

２３
財
津
永
雄
殿
明
午
上
リ
明
上
納
米
取
立
帳

明
治
１２
年
１１
月

―
横

１

２４
明
午
上
リ
開
官
納
米
徳
米
請
持
控

明
治
６
年
１
月

―
横

１
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２５
［
書
簡
］「
…
然
者
其
砌
仰
聞
ら
れ
候
道
目
木
…
」（
御
社

木
に
つ
き
、
上
納
の
は
ず
の
年
賦
に
つ
き
）

８
月
４
日

羽
野
源
七
郎
→
儀
左
衛
門

状
１

２６
－
０

［
く
く
り
ひ
も
］

―
―

ひ
も

１

２６
－
１

覚
「
私
儀
天
明
六
年
閏
十
月

大
詢
院
様
…
」（
９
代
藩

主
細
川
治
年
よ
り
頂
戴
物
の
書
上
げ
差
上
る
に
つ
き
）

（
天
明
８
年
）
８
月

財
津
大
助

状
１

端
裏
書
「
天
明
八
年
頂
戴
も
の
差
上
候
覚

書
扣
」

２６
－
２
－
１

「
…
相
勤
可
申
者
ニ
而
右
之
通
芸
数
も
…
」（
待
遇
関
係
）

［
断
簡
カ
］

慶
応
元
年
１１
月

財
津
権
十
郎
永
秀

状
１

前
欠
カ

２６
－
２
－
２

覚
「
一
、
九
十
目
」（
銃
砲
関
係
金
額
書
上
）

―
―

状
１

２６
－
３

覚
「
一
、
先
御
代
頂
戴
被

仰
付
置
候
御
知
行
之
…
」

（
知
行
関
係
書
類
提
出
に
つ
き
）

９
月

―
状

１

２６
－
４

覚
「
私
儀

少
将
様
よ
り
…
」（
頂
戴
仰
せ
つ
け
ら
れ

る
御
書
出
と
写
し
差
出
し
に
つ
き
）

（
文
化
９
年
）
８
月

財
津
大
助

状
１

端
裏
書
「
文
化
九
年
八
月
頂
戴
ニ
付
差
出

候
覚
書
扣
」

２６
－
５
－
１

「
明
和
四
年
丁
亥
八
月
賜
永
之
嗣
遺
録
三
百
石
…
」（
大
助

永
澄
代
よ
り
二
代
家
系
図
）

―
―

状
１

前
後
欠
カ

２６
－
５
－
２

「
三
宅
入
野
命
四
十
代
鬼
蔵
…
」（
家
系
図
）

―
―

状
１

後
欠
カ

２７
－
０

［
包
紙
］
譜
代
家
来
名
附

―
財
津
大
助

状
１

２７
－
１

覚
「
一
、
譜
代
家
来
壱
七
人
…
」［
断
簡
］

―
―

状
１

後
欠

２８
－
１

［
書
簡
］「
扨
去
ル
八
日
御
仕
出
之
尊
書
…
」（
米
売
り
捌

き
に
よ
り
金
員
整
う
に
つ
き
、
送
金
報
告
）

４
月
１４
日

池
田
政
八
・
鞭
馬
柳
八
→
財
永
雄

状
１

封
筒
入
り

２８
－
２

阿
蘇
組
中
名
附
幷
伺
取
置
候
覚
書

財
津
権
十
郎

包
紙

１
中
身
な
し

２８
－
３

覚
「
坂
梨
御
番
所
之
儀
…
」（
近
来
世
上
不
穏
に
つ
き
、

番
人
に
厳
重
に
心
得
る
よ
う
命
ず
る
）

１２
月
６
日

→
財
津
権
十
郎

状
１

２８
－
４

覚
「
私
儀
代
々
阿
蘇
組
支
配
被

仰
付
置
候
ニ
付
…
」

（
阿
蘇
組
支
配
に
あ
た
っ
て
の
先
規
書
上
）

慶
応
元
年
１２
月

財
津
権
十
郎

状
１

２８
－
５

覚
「
阿
蘇
組
名
附
左
之
通
…
」（
阿
蘇
組
人
名
書
上
）

慶
応
元
年
１２
月

財
津
権
十
郎

状
１

２８
－
６

口
上
之
覚
「
私
儀
阿
蘇
組
之
内
幷
子
弟
之
面
々
申
談
…
」

（
久
住
方
面
へ
の
遠
乗
稽
古
の
願
い
出
）

９
月

財
津
大
助
→
江
島
伝
四
郎
・
西
村
角
左
衛
門

状
１

２８
－
７

御
内
意
之
覚
「
今
度
江
戸
表
出
火
…
」（
御
屋
敷
類
焼
の

た
め
米
１０
俵
下
し
置
か
れ
る
に
つ
き
）

４
月

名
→
組
様
あ
た
り
カ

状
１
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容
）

年
代

作
成

形
態

数
量

備
考

２８
－
８

口
上
之
覚
「
私
育
之
何
々
…
」（
縁
組
願
い
の
願
い
出
の

草
案
）

２
月

竹
崎
太
平
→
財
津
儀
角

状
１

包
紙
入
り

２８
－
９

［
書
簡
］「
片
付
申
候
、
豊
太
・
龍
八
者
申
ニ
不
及
…
」

（
豊
太
の
件
、
年
賦
銭
早
稲
時
返
納
の
件
な
ど
）

１０
月
５
日

羽
生
源
七
郎
→
儀
左
衛
門

状
１

前
欠

２８
－
１０

「
…
申
談
已
来
同
姓
、
且
夫
ニ
准
候
程
之
…
」（
同
姓
の
こ

と
に
つ
き
指
図
以
来
）

（
文
政
１３
年
）３
月
７
日

―
状

１
前
欠

２８
－
１１
－
０

［
包
紙
］「［

］
次
郎
様
」

―
鞭
馬
柳
八
・
立
山
豊
太
→
［

］
次
郎

状
１

「
儀
角
様
」
と
も
あ
り
。
２８
－
１１
－
１
～

２８
－
１１
－
４
を
包
む
。

２８
－
１１
－
１

「
一
、
御
発
駕

御
登
城
之
節
…
」（
諸
々
の
場
合
に
お
け

る
肩
書
に
つ
い
て
）

―
―

状
１

前
後
欠
。

２８
－
１１
－
２

「
…
却
説
金
員
送
上
候
様
ト
ノ
儀
…
」（
１０
円
送
金
お
よ
び

不
納
分
に
つ
い
て
）

８
月
１７
日

阿
蘇
郡
役
犬
原
村

鞭
馬
柳
八
→
八
代
郡
八

代
町

財
津
永
雄

状
１

包
紙
入
り

２８
－
１１
－
３

「
…
御
家
御
建
築
ニ
御
取
掛
リ
被
為
遊
候
由
…
」（
家
建
築

見
舞
お
よ
び
金
員
不
納
の
者
に
つ
い
て
）

８
月
１４
日

ア
ソ
郡
役
犬
原
村

鞭
馬
柳
八
→
八
代
郡
八

代
町

財
津
永
雄

状
１

包
紙
入
り

２８
－
１１
－
４

「
…
金
子
四
拾
五
円
丈
ケ
差
出
候
様
被
仰
付
候
間
…
」（
請

求
さ
れ
た
４５
円
の
う
ち
よ
う
や
く
１０
円
を
調
達
し
た
こ
と
、

お
よ
び
残
り
の
３５
円
の
支
払
い
に
つ
い
て
）

１０
月
２
日

鞭
馬
柳
八
・
立
山
豊
太
→
旦
那
様

状
１

２８
－
１２

「
改
歳
之
御
慶
目
出
度
申
納
候
…
」（
歳
頭
の
祝
儀
と
し
て

道
目
木
中
か
ら
奉
献
を
行
う
に
あ
た
り
、
取
り
次
ぎ
を
願

う
）

１
月
２７
日

鞭
馬
柳
八
・
立
山
豊
太
→
儀
角
・
取
次
衆

状
１

２８
－
１３

「
…
当
六
月
地
券
証
前
永
雄
様
江
御
名
換
被
遊
御
願
候
処

…
」（
地
券
証
名
換
に
つ
き
新
名
義
人
の
印
形
拝
領
願
い
、

お
よ
び
開
地
官
納
金
・
民
費
金
納
入
に
つ
き
）

１０
月
１７
日

鞭
馬
柳
八
・
立
山
豊
太
→
永
喜
・
取
次
衆

状
１

包
紙
入
り

２８
－
１４

「
勝
手
向
之
儀
出
納
之
幅
合
兼
…
」（
財
政
難
に
つ
き
惣
計

の
規
則
を
定
め
る
）

１２
月

（
藩
主
）
→
家
老
中
・
中
老
中

状
１

２８
－
１５
－
０

（
ひ
も
）

ひ
も

１

２８
－
１５
－
１

江
戸
御
屋
敷
御
類
焼
之
節
手
取
米
之
内
指
上
候
扣
（
龍
口

屋
敷
類
焼
に
つ
き
差
上
物
願
い
）

８
月
２３
日

→
財
津
大
助

状
１

２８
－
１５
－
２

差
出
「
家
禄
八
拾
弐
俵
」（
家
禄
書
上
）

明
治
３
年
１１
月

財
津
儀
角

状
１

２８
－
１５
－
３

扣
「
御
家
中
之
面
々
父
母
ニ
孝
養
を
志
し
候
儀
者
勿
論

…
」（
隠
居
者
の
不
相
応
の
心
得
を
戒
め
る
）

文
化
５
年
１２
月
７
日

―
状

１
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２８
－
１６

「
一
、
口
拾
四
間
半
…
」（
坪
数
の
覚
え
）

―
京
町
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２８
－
１７

「
一
、
高
百
九
拾
壱
石
六
斗
七
升
四
合
八
勺
八
才
…
」（
財

津
儀
左
衛
門
の
高
・
現
高
の
書
上
）

―
―

状
１

２９
－
１

売
約
証
書
「
一
、
金
百
九
拾
円
也
」（
借
用
金
の
担
保
）

大
正
３
年
８
月
６
日

財
津
永
雄
→
森
本
長
次
郎

綴
１

２９
－
１２
ま
で
一
括

２９
－
２

抵
当
金
円
借
用
証
文
「
一
金
百
五
拾
円
也
」

明
治
３５
年
４
月
４
日

財
津
永
雄
→
森
本
長
次
郎

綴
１

２９
－
３

領
収
書
「
一
金
百
円
也
」

大
正
７
年
３
月
１１
日

山
口
鈴
工
→
財
津
永
雄

綴
１

２９
－
４

借
用
証
書
「
一
金
参
百
円
也
」

大
正
３
年
７
月
１１
日

財
津
永
雄
→
山
口
浅
喜

綴
１

２９
－
５

領
収
書
「
一
金
壱
百
拾
円
也
」

大
正
７
年
４
月
２４
日

岡
本
政
熊
→
財
津
永
雄

綴
１

借
用
証
書
添
付

２９
－
６

領
収
書
「
一
金
参
百
円
也
」

大
正
８
年
８
月
１８
日

池
田
正
継
→
財
津
永
雄

綴
１

借
用
証
書
添
付

２９
－
７

領
収
書
「
一
金
参
百
円
」

大
正
７
年
８
月
２４
日

岩
下
豊
喜
→
財
津
永
雄

綴
１

借
用
証
書
添
付

２９
－
８

領
収
書
「
一
金
弐
百
五
拾
円
也
」

大
正
６
年
１
月
１７
日

宮
川
タ
ツ
→
財
津
永
雄

綴
１

借
用
証
書
添
付

２９
－
９

領
収
書
「
一
金
弐
百
円
也
」

大
正
８
年
８
月
１８
日

池
田
正
継
→
財
津
永
雄

綴
１

借
用
証
書
添
付

２９
－
１０

領
収
書
「
一
金
五
百
五
拾
円
也
」

大
正
９
年
９
月
２９
日

池
田
清
彦
→
財
津
永
雄

綴
１

借
用
証
書
添
付

２９
－
１１

領
収
書
「
一
金
弐
百
円
」

大
正
９
年
９
月
２９
日

松
田
友
規
→
財
津
永
雄

綴
１

借
用
証
書
添
付

２９
－
１２

領
収
書
「
一
金
壱
百
五
拾
円
也
」

大
正
６
年
１
月
１７
日

森
本
長
次
郎
→
財
津
永
雄

綴
１

３０
－
０

［
包
紙
・
ひ
も
］
大
正
九
年
以
後
地
所
整
理
ニ
関
ス
ル
費

用
ニ
付
諸
受
取
証
入

―
所
有
者

財
津

―
各
１

３０
－
１

立
山
伝
ヘ
耕
地
整
理
費
用
ト
シ
テ
中
道
目
木
分
ニ
対
ス
ル

後
金

―
―

綴
１

３０
－
２
－
１

中
道
目
木
地
所
耕
地
整
理
費
ノ
内
立
山
伝
へ
保
管
セ
シ
メ

タ
ル
分

―
―

綴
１

鈴
木
虎
熊
へ
差
し
遣
わ
し
た
分
も
あ
り

３０
－
２
－
２

水
道
工
事
用
請
取
金

大
正
１０
年
５
月
８
日

―
綴

１
中
道
目
木
耕
地
整
理
費
用
の
書
上
げ
な
ど

も
あ
り

３０
－
２
－
３

「
２６
１５
－
８
…
」（
計
算
メ
モ
）

―
―

状
１

３０
－
２
－
４
－
１

領
収
証
（
５０
円
、
水
道
掘
り
人
足
賃
と
し
て
）

大
正
１０
年
３
月
１９
日

本
田
浅
喜
→
財
津
永
雄

状
１

３０
－
２
－
４
－
２

領
収
書
（
５
円
、
水
道
人
夫
内
金
）

大
正
１０
年
３
月
２０
日

帆
代
浅
喜
→
財
津
永
雄

状
１

３０
－
２
－
４
－
３

領
収
証
書
（
５０
円
、
水
道
掘
り
内
金
）

大
正
１０
年
４
月
１
日

黒
川
村
字
役
犬
原

本
田
浅
喜
・
鈴
木
虎
熊

→
財
津
永
雄

状
１

130



番
号

表
題
（
内
容
）

年
代

作
成

形
態

数
量

備
考

３０
－
２
－
４
－
４

領
収
書
（
１０
円
、
土
地
手
入
人
夫
代
）

大
正
１０
年
５
月
９
日

本
田
浅
喜
→
財
津
永
雄

状
１

３０
－
３

土
管
埋
ニ
付
塩
塚
道
北
入
費
（
土
管
埋
設
工
費
控
え
）

（
大
正
９
年
１１
月
７
日
）
―

状
１

３１
［
書
簡
］「
口
上
乱
筆
ニ
テ
御
免
被
下
度
候
」

大
正
６
年
３
月
２８
日

池
田
清
彦
→
財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

３２
－
１

（
同
封
書
類
の
枚
数
控
え
）

―
―

状
１

３２
－
２
ま
で
一
括

３２
－
２

所
有
権
保
存
登
記
申
請
書

大
正
５
年
４
月
２９
日

財
津
代
理
人
池
田
清
彦

綴
１

３２
－
３

所
有
権
保
存
登
記
申
請
書

大
正
６
年
４
月
２９
日

財
津
代
理
人
池
田
清
彦

綴
１

３３
－
０

［
封
筒
］「
市
原
ニ
対
し
計
算
書
類
〆
」

大
正
５
年
１１
月
６
日

―
封
筒

１
３３
－
６
ま
で
一
括
封
入

３３
－
１

［
書
簡
］「
市
原
次
郎
平
契
約
書
」

大
正
５
年
１１
月
８
日

市
原
次
郎
平
→
財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

３３
－
２

借
用
証
書
「
一
金
弐
百
円
也
」

大
正
３
年
７
月
２５
日

財
津
永
雄
→
市
原
次
郎
平

綴
１

３３
－
３

領
収
書
「
一
金
壱
千
円
也
」

大
正
１２
年
８
月
１３
日

市
原
次
郎
平
→
財
津
永
雄

綴
１

借
用
証
書
添
付

３３
－
４

「
元
千
円
」

―
―

状
１

３３
－
５

借
用
証
書
「
一
金
参
百
七
拾
七
円
拾
五
銭
八
厘
也
」

大
正
１４
年
１
月
２５
日

財
津
永
雄
→
市
原
次
郎
平

綴
１

３３
－
６

領
収
書
「
一
金
六
百
円
也
」

大
正
１５
年
１１
月
１１
日

市
原
次
郎
平
→
財
津
永
雄

綴
１

借
用
証
書
添
付

３４
「
大
正
拾
参
年
度
…
」（
小
作
人
別
地
所
地
番
・
面
積
名
寄

せ
）

（
大
正
１３
年
）

―
状

２１

３５
－
１

訴
状
（
小
作
料
請
求
）

昭
和
３
年
７
月
４
日

原
告
代
理
人
蔵
原
経
業
→
熊
本
地
方
才
判
所

状
１３

帳
外
れ

３５
－
２

訴
訟
委
任
状

昭
和
３
年
６
月
２２
日

財
津
永
雄

状
１

３６
－
１

委
任
状
（
下
書
き
）

―
財
津
永
雄

綴
１

３６
－
２

契
約
証
（
東
道
目
木
な
ど
土
地
拝
借
）

昭
和
１１
年
１２
月

西
川
惟
之
→
財
津
永
雄

状
１

３６
－
１
に
同
梱

３７
－
１

（
財
津
家
記
下
書
原
稿
）

―
―

状一括

原
稿
一
括
，
３７
－
２
ま
で
一
括
封
筒
入
り

３７
－
２

「
熊
本
県
肥
後
国
熊
本
市
井
川
淵
町
…
」（
藤
崎
八
幡
宮
な

ど
神
社
の
由
緒
）

―
―

綴

３７
－
３

覚
「
御
番
方
中
親
類
之
続
…
」（
士
席
以
下
よ
り
養
女
縁

組
こ
れ
な
き
よ
う
）

文
政
１２
年
１１
月

―
状

１

３８
善
内
兵
衛
永
将
家
系
之
内

―
―

状
１

３９
請
取
「
一
、
金
八
円
八
拾
銭
」

子
５
月
２０
日

阿
蘇
鞭
馬
竜
八
→
財
津
永
雄

状
１
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４０
「
御
用
番
江
相
達
候
処

御
上
下
之
節
者
阿
蘇
江
…
」（
御

用
番
奉
職
に
関
す
る
指
示
）

３
月
２０
日

奉
行
衆
中
→
長
岡
定
彦

状
１

一
部
破
損

４１
－
０

［
包
紙
］「
大
助
様
御
代
ニ
日
田
ヨ
リ
財
津
俊
平
来
リ
タ
ル

時
御
見
謁
ニ
付
…
」（
照
会
状
類
の
束
の
表
紙
）

安
政
７
年
９
月
６
日

―
ひ
も

包
紙

４

結
び
目
が
二
つ
の
ひ
も
が
包
紙
を
く
く
り
、

結
び
目
が
一
つ
の
ひ
も
二
つ
が
中
の
書
状

を
く
く
る

４１
－
１

覚
「
豊
後
国
日
田
郡
居
住
之
同
姓
之
内
財
津
俊
平
と
申
者

…
」（
止
宿
さ
せ
る
旨
の
報
告
）

９
月
６
日

財
津
大
助

状
１

上
か
ら
、
う
わ
書
に
「
一
」
と
あ
り

４１
－
２

「
今
朝
者
…
」（
口
上
の
書
付
に
関
し
て
）

９
月
９
日

岩
崎
正
五
郎
→
財
津
権
三
郎

状
１

４１
－
３

［
付
箋
］「
二
」

―
―

状
１

４１
－
４

「
御
安
泰
被
成
御
座
…
」（
財
津
氏
よ
り
の
差
上
物
の
代
銭

に
つ
き
）

９
月
１９
日

役
人
中
→
財
津
大
助

状
１

４１
－
５

「
御
紙
面
被
成
下
…
」（
財
津
氏
よ
り
の
差
上
品
代
の
受

取
）

９
月
２２
日

役
人
中
→
財
津
大
助

状
１

４１
－
６

「
拝
見
仕
…
」（
財
津
氏
御
機
嫌
伺
い
の
た
め
来
訪
の
旨
、

承
知
）

９
月
８
日

役
人
中
→
財
津
大
助

状
１

う
わ
書
に
「
三
」
と
あ
り

４１
－
７

「
拝
誦
致
候
…
」（
十
五
日
朝
、
進
上
物
の
件
に
つ
き
）

９
月
１１
日

役
人
中
→
財
津
大
助

状
１

４１
－
８

「
今
朝
者
…
」（
十
五
日
に
お
目
見
え
の
財
津
氏
よ
り
の
進

上
物
の
調
達
に
つ
き
）

９
月
１３
日

岩
崎
甚
五
郎
→
財
津
権
三
郎

状
１

４１
－
９

「
財
津
俊
平
儀
…
」（
財
津
氏
の
遠
路
御
機
嫌
伺
い
に
対
し
、

太
守
及
び
浜
町
氏
よ
り
金
子
を
遣
わ
す
旨
）

９
月
１６
日

小
坂
半
三
郎
→
財
津
大
助

状
１

４１
－
１０

「
豊
後
国
日
田
郡
…
」（
財
津
氏
の
御
機
嫌
伺
い
の
た
め
の

来
訪
に
際
し
、
様
子
の
伝
達
を
求
め
る
も
の
）

９
月
７
日

御
小
姓
頭
付
根
取
中
→
財
津
大
助

状
１

う
は
書
に
「
四
」
と
あ
り

４１
－
１１

「
財
津
俊
平

右
者
為
伺
御
機
嫌
罷
出
候
段
…
」（
御
目
見

に
つ
き
十
五
日
に
召
出
の
旨
）

９
月
１０
日

御
小
姓
頭
中
→
財
津
大
助

状
１

う
は
書
に
「
五
」
と
あ
り

４１
－
１２

「
先
達
而
御
小
姓
頭
衆
よ
り
…
」（
書
付
の
内
容
に
岩
崎
甚

五
郎
が
財
津
権
三
郎
に
話
し
た
様
に
書
き
加
え
を
望
む

旨
）

１０
月
１０
日

御
小
姓
頭
付
根
取
中
→
財
津
大
助

状
１

４１
－
１３

覚
「
一
、
椎
茸
七
本
」（
日
田
財
津
俊
平
差
上
物
代
銭
請

求
）

９
月
１２
日

御
音
信
所

状
１

132



番
号

表
題
（
内
容
）

年
代

作
成

形
態

数
量

備
考

４１
－
１４
－
１

伺
「
豊
後
国
日
田
郡
居
住
財
津
俊
平
右
者
…
」（
お
目
見

へ
の
感
謝
を
述
べ
る
）

―
―

状
１

４１
－
１４
－
２
と
同
状
か

４１
－
１４
－
２

「
先
時
従

御
両
殿
様
…
」（
財
津
俊
平
に
権
十
郎
が
同
道

の
旨
、
下
書
）［
断
簡
］

―
財
津
権
十
郎

状
１

４１
－
１４
－
１
と
同
状
か

４１
－
１５
－
１

覚
「
一
、
宿
案
駄
壱
丁
」（
人
馬
差
し
出
し
依
頼
）

９
月
１９
日

財
津
大
助
→
新
三
丁
目
人
馬
役
所
役
人
中

状
１

４１
－
１５
－
２

先
触
「
豊
後
日
田
居
住
拙
者
同
姓
…
」

申
９
月
１９
日

熊
本
財
津
大
助
→
熊
本
新
三
丁
目
人
馬
所
大

津
・
内
牧
・
宮
原
宿
之
継
所
御
役
人
中

状
１

４１
－
１５
－
１
の
別
紙

４１
－
１６

「
弥
御
堅
固
珍
重
存
候
…
」（
お
目
見
に
関
し
て
財
津
氏
の

様
子
を
尋
ね
る
）

９
月
８
日

御
小
姓
頭
中
→
財
津
大
助

状
１

４１
－
１７

「
財
津
俊
平

右
者
…
」（
財
津
俊
平
お
目
見
の
手
配
…
）
９
月
１０
日

財
津
大
助
→
御
小
姓
頭
衆
中

状
１

４１
－
１４
の
清
書
控
え
で
４１
－
１６
へ
の
回
答

か

４１
－
１８

「
今
昼
者
忝
奉
存
候
…
」（
届
書
一
件
に
つ
い
て
別
紙
書
式

を
示
す
別
紙
書
式
を
示
す
）

２
月
２６
日

藤
崎
→
財
津

状
１

４１
－
１９

差
紙
「
一
、
継
夫
四
人
…
」（
財
津
大
助
人
馬
雇
い
に
付

き
）

申
９
月
２０
日

御
郡
方
→
飽
田
、
託
摩
、
大
津
、
内
牧
、
小

国
庄
屋
中

状
１

４１
－
２０

「
財
津
俊
平
殿
…
」（
財
津
俊
平
差
上
品
々
代
銭
請
求
）

９
月
１２
日

御
音
信
所
御
役
人
中
→
財
津
大
助

状
１

４１
－
２１

「
日
田
同
姓
参
着
取
計
覚
」

文
政
７
年
申
９
月
６
日

着

―
横
半

１

４２
［
書
簡
］「
財
津
小
十
郎
儀
阿
蘇
大
宮
司
…
」（
大
宮
司
家

来
坂
梨
藤
蔵
倅
鍛
之
允
、
育
て
の
う
え
苗
字
名
乗
ら
せ
た

き
儀
、
苦
し
か
ら
ず
）

１２
月
２１
日

御
奉
行
中
→
財
津
大
助

状
１

４３
孝
養
美
談
集

―
―

竪
１

近
代
以
降
の
写
本

４４
借
地
耕
作
契
約
證

―
借
地
人
立
山
秀
喜
→
財
津
永
雄

状
３

４５
小
作
人
坪
附
帳

明
治
３６
年

熊
本
京
町
本
丁

財
津

竪
１

４６
闕
席
判
決
（
判
決
文
）

昭
和
４
年
５
月
２９
日

熊
本
地
方
裁
判
所
第
二
民
事
部

綴
１

関
係
書
類
ほ
か
二
通
同
梱

４７
－
０

［
包
紙
］「
雑
事

永
喜
様
御
手
扣
等
」

―
―

―
１

ひ
も
あ
り

４７
－
１

暮
算
用
覚
帳

明
治
２
年
１２
月

―
横

１

４７
－
２

［
書
簡
］「
先
月
者
罷
出
難
有
…
」（
拝
領
御
礼
）

１２
月
晦
日

池
永
種
之
允
→
財
津
儀
右
衛
門

状
１

４７
－
３

「
五
番
所
大
里
八
郎
手
取
…
」（
銀
子
受
取
額
な
ど
控
え
）

―
―

状
１
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４７
－
４

覚
（
１０
円
貸
し
付
け
証
文
控
え
）

亥
４
月
２８
日

財
津
永
喜

状
１

４７
－
５

「
別
紙
書
割
之
儘
入
…
」（
米
金
高
の
書
割
回
覧
願
い
）

３
月
２３
日

財
津
→
古
橋
ほ
か
４
名

綴
１

４７
－
６

舌
代
（
講
入
れ
札
落
札
に
つ
き
）

６
年
酉
１
月
２６
日

真
田
→
財
津

状
１

４７
－
７

「
六
番
組
不
破
大
直
手
取
…
」（
手
取
金
高
、
日
付
控
え
）

明
治
６
年
１
月
５
日

―
状

１

４７
－
８

手
形
（
錫
茶
壺
ひ
と
つ
借
用
書
控
え
）

明
治
８
年
３
月

財
津
永
喜
→
杉
山
茶
遊

状
１

４７
－
９

［
書
簡
］「
愈
々
御
清
康
奉
賀
候
…
」（
講
の
入
札
お
頼
み
）
１２
月
６
日

財
津
八
郎
→
財
津
永
喜

状
１

４７
－
１０

「
亥
十
月
十
番
所
…
」（
落
札
額
お
よ
び
八
郎
へ
渡
し
控

え
）

―
―

状
１

４７
－
１１

「
財
津
八
郎
御
立
之
講
…
」（
講
日
お
よ
び
手
取
り
額
な
ど

控
え
）

―
―

状
１

４７
－
１２

覚
（
鯨
代
金
）

１
月

―
状

１

４７
－
１３

［
書
簡
］「
愈
清
康
奉
賀
候
、
然
ハ
…
」（
当
月
講
金
、
九

八
郎
手
取
り
に
仕
り
た
く
入
札
高
仕
組
み
に
つ
き
）

（
明
治
６
年
）１０
月
１９
日

財
津
八
郎
→
財
津
永
喜

状
１

手
紙
落
手
の
経
緯
記
し
た
裏
書
あ
り

４７
－
１４

［
書
簡
］「
尊
書
被
下
御
委
細
…
」（
頼
み
の
入
札
分
た
し

か
に
落
手
）

１０
月
２０
日

財
津
八
郎
→
財
津
永
喜

状
１

４７
－
１５

明
四
未
之
暮
算
用
帳

明
治
４
年

―
横

１

４７
－
１６

覚
（
辰
三
月
分
勘
定
）

９
月
２８
日

伊
勢
屋

状
１

４７
－
１７

［
書
簡
］「
一
、
昨
日
ハ
御
出
字
…
」（
講
入
札
差
出
の
礼
、

金
高
勘
定
な
ど
）

１０
月
１３
日

深
井
藤
作
→
金
森
様
御
隠
宅

状
１

４７
－
１８

「
弐
貫
五
百
目
手
取
…
」（
講
金
入
札
札
か
）

未
２
月
２１
日

辻
橋
尉
太

状
１

４７
－
１９

「
米
八
票
分
…
」（
諸
払
物
な
ど
勘
定
書
・
受
取
書
一
括
）

―
―

状
１

４７
－
２０

暮
之
算
用
扣

明
治
３
年
１２
月

―
横

１

４７
－
２１

暮
仕
舞

明
治
９
年
１２
月

―
横

１

４８
切
支
丹
宗
門
就
御
改
仕
上
ル
起
請
文
前
文

文
政
１
年
１０
月

立
山
新
作
→
財
津
大
助

状
１

包
紙
あ
り

４９
［
書
簡
］「
国
政
之
儀
は
代
々
…
」（
家
臣
勤
め
向
き
に
つ

き
達
し
書
き
）

文
化
９
年
１０
月
２５
日

―
状

１
水
損
劣
化

５０
［
書
簡
］「
寒
松
院
事
来
ル
…
」（
七
回
忌
参
列
の
士
席
以

上
・
使
番
以
下
の
呼
称
に
つ
き
）

１１
月
１６
日

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１
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５１
［
書
簡
］「
相
達
候
処
鶴
崎
往
還
…
」（
鶴
崎
往
還
通
行
苦

し
か
ら
ず
に
つ
き
）

１０
月
２１
日

御
奉
行
所
→
江
崎
伝
四
郎
・
西
村
角
左
衛
門

状
１

５２
口
々
之
覚
「
私
嫡
子
財
津
…
」（
嫡
子
病
死
に
つ
き
三
男

の
名
跡
変
更
）

文
化
１４
年
３
月
２８
日

財
津
大
助
→
有
吉
織
部

状
１

５３
覚
「
私
儀
阿
蘇
組
支
配
被
仰
付
…
」（
勤
方
に
関
す
る
書

状
下
書
き
）

巳
４
月

財
津
大
助
→
御
番
御
組
合
衆
中

状
１

水
損
の
包
紙
つ
き
、
端
裏
書
あ
り

５４
定
規
御
達
之
精
々
（
定
例
届
書
の
年
間
予
定
）

―
―

状
１

５５
覚
「
一
、
請
場
之
書
付
弐
通
…
」（
毎
年
届
書
の
次
第
書

上
げ
）

丑
２
月

―
状

１

５６
［
書
簡
］「
日
田
郡
よ
り
両
人
」（
先
年
忠
左
衛
門
の
着
届

写
し
）

―
―

状
１

劣
化
に
つ
き
取
扱
い
注
意

５７
［
書
簡
］「
今
度
入
国
ニ
付
…
」（
家
中
の
者
ど
も
へ
申
し

聞
か
せ
の
趣
別
紙
書
付
相
渡
す
に
つ
き
支
配
向
き
へ
申
し

聞
か
す
べ
く
）

文
化
９
年
１０
月
２５
日

御
青
印

状
１

５８
［
書
簡
］「
壱
人

鞭
馬
宅
左
衛
門
」（
配
下
人
名
書
上
げ

か
）

文
化
１４
年
２
月

財
津
大
助

状
１

前
欠

５９
「
一
、
御
番
方
助
御
番
方
…
」（
鶴
崎
番
方
詰
め
人
人
名
・

肩
書
き
控
）

―
―

横
帳

１

６０
「
一
、
銭
五
百
弐
匁
…
」（
道
智
寺
分
目
録
か
）

―
―

状
１

断
簡

６１
－
０

［
包
紙
］「
御
仕
立
駒
年
賦
拝
領
願

並
ニ
指
合
入
」

―
―

状
１

包
紙
の
み

６１
－
１

覚
「
一
、
栗
毛
壱
疋
三
歳
…
」（
仕
立
駒
年
賦
上
納
に
つ

き
）

４
月

財
津
儀
左
衛
門

状
１

６１
－
２

「
本
文
駒
子
願
之
儀
…
」（
５
年
年
賦
上
納
に
よ
り
１
年
分

上
納
銀
額
に
つ
き
）

７
月
１２
日

御
郡
方
御
奉
行
中
→
御
用
人
衆
中

状
１

６１
－
１
に
包
含
さ
れ
て
い
た

６２
－
０

「
お
ほ
へ
…
」（
包
紙
）

包
紙

１

６２
－
１

「
明
午
上
り
開
御
徳
米
…
」（
納
高
の
書
上
）

戌
ノ
８
月

鞭
馬
柳
八
・
立
山
豊
太
→
（
財
津
）
永
喜
・

取
次
衆
中

状
１

６２
－
２
－
１

請
取
（
木
代
銭
５００
目
の
受
取
）

未
正
月
１５
日

柳
川
丁
財
津
→
道
目
木
村
鞭
馬
龍
八
・
立
山

豊
太

状
１

６２
－
２
－
２
・
３
と
と
も
に
巻
か
れ
て
い

た

６２
－
２
－
２

覚
「
米
拾
弐
俵
也
…
」（
米
を
付
け
出
す
に
つ
き
）

申
８
月
１８
日

立
山
豊
太
→
財
津
永
喜
・
取
次
衆
中

状
１
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６２
－
２
－
３

請
取
（
米
６
俵
の
受
取
）

１２
月
１８
日

財
津
→
鞭
馬
龍
八
・
立
山
豊
太

状
１

６２
－
３

受
取
（
開
徳
米
４
俵
の
受
取
）

未
２
月
２７
日

財
津
儀
角
→
道
目
木
村
立
山
豊
太

状
１

６２
－
４

「
…
然
者
頃
日
鞭
馬
柳
八
江
被
仰
付
御
開
米
附
越
之
儀

…
」（
延
引
し
な
が
ら
も
開
米
４
俵
だ
け
付
出
予
定
で
あ

る
旨
報
告
、
お
よ
び
そ
の
用
途
（
粮
米
用
・
酒
米
用
）
に

つ
き
意
見
）

（
明
治
８
年
）亥
１１
月
８

日

立
山
豊
太
→
財
津
永
喜
・
取
次
衆
中

状
１

６３
醫
薬
帳
「
薬
覚

一
、
徳
利
…
」

明
治
１０
年
１
月
吉
日

（
桑
嶋
謙
良
）

横
半

１
「
柳
川
丁
財
津
氏
」
と
あ
り

６４
黒
川
村
大
字
役
犬
原
中
道
目
木
東
道
目
木
字
図
（
地
番
・

土
地
利
用
図
）

―
―

鋪
１

６５
－
１

「
願
之
通
被
仰
出
候
、
以
上
」（
断
簡
）

４
月
９
日

―
状

１

６５
－
２

「
門
司
源
七
郎
殿
」（
断
簡
）

―
―

状
１

６５
－
３

「
□
□
□
□
□
（
財
津
大
助
願
カ
）
書
被
仰
出
…
」（
財
津

大
助
の
願
書
に
つ
い
て
仰
せ
が
あ
っ
た
の
で
、
通
達
す
る

よ
う
指
示
）

４
月
１０
日

有
織
部
（
有
吉
織
部
）

状
１

６５
－
４

覚
「
熊
本
内
火
事
之
節
…
」（
火
事
の
場
合
の
対
応
に
つ

い
て
記
し
た
覚
書
）

丑
２
月

―
状

１

６５
－
５

「
御
組
財
津
大
助
至
貧
難
渋
ニ
付
…
」（
財
津
大
助
の
拝
借

願
に
つ
い
て
）

１２
月
２９
日

御
勘
定
方
御
奉
行
中
→
牧
新
五

状
１

６５
－
６

覚
「
当
年
異
国
船
漂
流
之
節
之
□
（
総
カ
）
奉
行
請
持
拙

者
輪
番
ニ
而
…
」（
異
国
船
奉
行
に
当
た
っ
た
た
め
、
前
任

者
と
３
月
に
組
を
交
代
す
る
予
定
心
得
て
お
く
よ
う
に
）

２
月

―

状
１

６５
－
７

「
財
津
大
助
三
男
財
津
権
十
郎
儀
…
」（
財
津
権
十
郎
名
跡

相
続
に
つ
き
、
存
寄
は
な
い
の
で
、
願
書
を
出
す
よ
う
財

津
大
助
に
伝
え
る
よ
う
に
）

３
月
１６
日

有
織
部
→
門
司
源
七
郎

状
１

６５
－
８

「
其
元
儀
願
之
通
三
男
名
跡
相
続
被
仰
付
…
」（
三
男
名
跡

相
続
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
御
礼
も
披
露
し
た
の
で
、
明
後

１８
日
に
麻
上
下
着
で
御
花
畑
へ
罷
り
出
る
よ
う
に
）

４
月
１６
日

有
織
部
→
財
津
大
助

状
１

６５
－
９

走
者
有
之
節
請
場
之
覚
（
有
吉
織
部
組
の
請
場
を
定
め

る
）

―
―

状
１

包
紙
入
り

６５
－
１０

走
者
有
之
節
組
中
請
場
之
所
之
覚
（
有
吉
織
部
組
中
の
各

人
・
各
組
の
、
請
場
へ
の
配
置
を
定
め
る
）

丑
２
月

―
状

１
包
紙
入
り
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６５
－
１１

「
其
元
江
改
可
令
対
面
候
条
…
」（
財
津
大
助
・
権
十
郎
と

対
面
す
る
の
で
、
宗
門
誓
詞
書
物
を
持
参
し
て
、
明
後
１５

日
に
参
る
よ
う
に
）

２
月
１３
日

有
織
部
→
財
津
大
助

状
１

６６
－
０

［
く
く
り
ひ
も
］

―
―

ひ
も

１

６６
－
１

覚
「
一
、
田
開
弐
反
六
畝
…
」（
各
村
御
赦
免
開
高
反
別

書
上
）

宝
暦
６
年
１０
月
朔
日

御
郡
間
→
財
津
惣
兵
衛

状
１

６６
－
２

「
此
壱
封
至
急
成
ル
御
用
筋
之
御
受
仕
出
申
候
間
」（
急
御

用
便
滞
り
な
く
届
け
る
べ
く
）

酉
１２
月
２３
日

山
部
儀
左
衛
門
→
内
牧
・
大
津
御
惣
代
衆
様

状
１

６６
－
３
－
１

御
内
意
之
覚
「
一
田
開
壱
反
三
畝
弐
拾
壱
歩

右
御
割
印

前
」（
所
持
す
る
御
赦
免
開
地
が
帰
属
す
る
村
は
ど
こ
か

に
つ
い
て
）

万
延
元
年
８
月

財
津
儀
左
衛
門

状
１

６６
－
３
－
２

「
書
面
之
通
ニ
付
…
」（
御
赦
免
開
地
の
帰
属
を
見
分
け
る

た
め
の
役
人
派
遣
の
結
果
に
つ
い
て
）

９
月
６
日

御
郡
方
御
奉
行
中
→
御
用
人
衆
中

状
１

６６
－
３
－
１
の
中
に
包
ま
れ
て
い
た

６６
－
４

添
証
文
「
御
割
印
所

一
、
田
畑
六
町
四
反
三
畝
二
拾
四

歩
」（
御
赦
免
開
地
の
買
上
と
徳
米
、
渡
さ
れ
た
銭
の
返

却
に
つ
い
て
）

万
延
元
年

→
櫨
方
御
間

状
１

６６
－
５

添
証
文
「
御
割
印
所

一
、
田
畑
六
町
四
反
三
畝
二
拾
四

歩
」（
御
赦
免
開
地
の
買
上
と
徳
米
、
渡
さ
れ
た
銭
の
返

却
に
つ
い
て
）

万
延
元
年
１０
月

財
津
儀
左
衛
門
→
櫨
方
御
間

状
１

破
損

６６
－
６

覚
「
一
、
銭
四
拾
三
貫
五
百
弐
拾
弐
匁
」（
御
赦
免
開
地

の
買
上
に
伴
う
米
銭
高
書
上
）

６
月

―
状

１

６６
－
７

「
小
物
成
方
江
…
」（
御
赦
免
開
地
の
買
上
と
銭
に
つ
い

て
）

１１
月
１２
日

櫨
方
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

６６
－
８

内
牧
手
永
役
犬
原
村
内
御
赦
免
開
き
田
畑
名
寄
帳
「
財
津

儀
左
衛
門
殿
御
赦
免
開
」（
表
題
の
帳
面
・
上
書
の
写
し
）

安
政
６
年

―
状

１

６７
「
江
嶋
伴
之
允
儀
…
」（
実
兄
末
子
を
養
子
に
す
る
こ
と
を

望
む
願
書
を
取
り
次
ぐ
旨
）

３
月
１４
日

奉
行
中
→
財
津
大
助

状
１

６８
口
上
之
覚
「
私
儀
去
年
六
月
当
御
役
…
」（
豊
後
の
者
の

目
見
に
関
す
る
先
例
を
説
明
し
た
う
え
で
、
運
用
上
の
指

示
を
仰
ぐ
）

３
月

藤
崎
太
右
衛
門
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

包
紙
入
り

包
紙
に
「
長
岡
定
彦
殿

御

奉
行
中
」
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６９
「
龍
八
へ
渡
之
（
端
裏
）」（
売
り
払
い
代
金
に
関
す
る
取

扱
い
を
示
す
文
書
の
控
え
か
）

子
５
月
１９
日

―
状

１

７０
－
０

［
包
紙
］「
御
書
付
写
」

―
―

状
１

カ
ビ
に
よ
る
劣
化
で
著
し
く
破
損

７０
－
１

覚
「
御
家
中
之
面
々
…
」（
式
日
等
の
御
礼
番
、
一
統
難

渋
に
つ
き
来
年
以
降
数
年
略
式
）

１０
月

―
状

１

７０
－
２

「
国
政
之
儀
者
御
代
々
…
」（
志
の
筋
指
し
出
し
方
、
倹
約

な
ど
仰
せ
出
さ
れ
）

文
化
９
年
１０
月
２５
日

―
状

１

７１
－
０

［
ひ
も
・
紙
片
］「
為
親
ミ
右
同
姓
共
方
江
」

―
―

―
１

７１
－
１
－
１

［
書
簡
］「
貴
殿
旅
行
願
書
…
」（
奉
行
所
よ
り
達
し
あ
る

に
つ
き
）

７
月
１３
日

続
繁
弥
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

７１
－
１
－
２

口
上
之
覚
（
真
源
院
仰
せ
に
も
と
づ
き
親
し
み
の
た
め
日

田
同
姓
方
へ
往
来
３０
日
お
暇
下
さ
れ
た
く
）

文
政
１０
年
５
月
１１
日

財
津
儀
左
衛
門
→
続
繁
弥

状
１

７１
－
２
－
１

差
出
（
日
田
郡
財
津
俊
平
、
私
宅
へ
罷
り
越
し
宗
門
改
め

に
つ
き
）

天
保
９
年
２
月
２４
日

財
津
儀
左
衛
門
→
長
岡
定
彦

状
１

７１
－
２
－
２

御
内
意
之
覚
（
財
津
一
統
、
三
斎
様
・
真
源
院
様
と
の
由

緒
に
つ
き
）

４
月

財
津
儀
左
衛
門
→
成
瀬
十
助
・
財
津
貞
之
助

状
１

書
き
継
ぎ
の
紙
片
２
枚
あ
り

７１
－
３

「
一
、
吸
物

こ
い
…
」（
献
立
の
断
簡
）

―
―

状
１

７１
－
４

口
上
之
覚
（
真
源
院
仰
せ
に
も
と
づ
き
親
し
み
の
た
め
日

田
同
姓
方
へ
往
来
３０
日
お
暇
下
さ
れ
た
く
）

文
政
１０
年
５
月

財
津
儀
左
衛
門

状
１

写
し

７１
－
５

口
上
之
覚
（
私
日
田
郡
同
姓
方
へ
当
秋
罷
り
越
し
の
間
、

阿
蘇
組
支
配
い
か
が
心
得
る
べ
き
や
伺
い
）

７
月

財
津
儀
左
衛
門

状
１

７１
－
６

口
上
之
覚
（
用
事
の
た
め
日
田
同
姓
方
へ
当
夏
秋
の
う
ち

罷
り
越
す
に
つ
き
３０
日
お
暇
願
い
）

―
財
津
儀
左
衛
門
→
続
繁
弥

状
１

雛
形

７１
－
７

「
御
用
番
江
相
達
候
処
…
」（
旅
行
中
の
届
、
阿
蘇
組
相
互

に
取
り
次
ぎ
奉
行
所
へ
達
す
べ
き
旨
に
つ
き
）

７
月
２１
日

御
奉
行
中
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

７２
口
達
（
熊
本
御
府
中
御
府
外
の
境
の
儀
に
つ
き
達
し
お
よ

び
回
状
綴
り
）

閏
３
月

下
津
久
馬

綴
―

３
枚
ひ
と
つ
づ
り

７３
－
０

［
ひ
も
］

―
―

ひ
も

１

７３
－
１
－
１

［
書
簡
］「
寸
楮
拝
呈
仕
候
近
来
…
」（
免
極
漸
く
極
ま
り

覚
書
差
し
上
げ
、
娘
危
篤
の
件
な
ど
）

（
天
保
７
年
）１０
月
２２
日

源
内
→
儀
左
衛
門

状
１

７３
－
１
－
２
お
よ
び
３
を
包
む
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７３
－
１
－
２

［
書
簡
］「
其
後
者
御
無
音
仕
候
、
弥
御
清
安
…
」（
所
務

高
書
付
、
配
地
な
ど
の
儀
に
つ
き
）

１０
月
２３
日

伝
左
衛
門
→
儀
左
衛
門

状
１

７３
－
１
－
３

［
書
簡
］「
右
御
所
務
高
弥
以
相
違
…
」（
各
小
前
書
あ
い

達
す
べ
く
）

１０
月
２３
日

儀
左
衛
門
→
源
内
ほ
か
２
名

状
１

下
書
き

７３
－
２

「
私
儀
去
ル
九
月
廿
六
日
よ
り
相
煩
…
」（
当
番
出
勤
に
つ

き
伺
い
）

２
月
２２
日

坂
梨
当
番

江
島
源
内
→
御
奉
行
衆
中

状
１

７３
－
３

［
書
簡
］「
任
御
用
便
呈
上
仕
候
、
弥
被
成
御
揃
…
」（
９

月
よ
り
病
全
快
仕
ら
ず
、
押
し
て
出
勤
仕
る
べ
き
か
）

２
月
２３
日

源
内
→
儀
左
衛
門

状
１

７３
－
４

［
書
簡
］「
任
御
用
便
拝
呈
仕
候
、
弥
…
」（
御
番
詰
め
方
、

同
役
中
も
快
復
の
旨
お
達
し
に
つ
き
）

３
月
１
日

源
内
→
儀
左
衛
門

状
１

７３
－
５

覚
（
村
別
給
地
高
反
別
名
請
人
書
上
）

申
１０
月

江
島
源
内

状
１

７３
－
６

口
上
之
覚
（
羽
野
厳
常
姉
ら
眼
病
療
治
の
た
め
往
来
手
形

願
な
ど
写
）

天
保
８
年
１０
月

羽
野
五
郎
左
衛
門

状
１

７３
－
６

口
上
之
覚
（
羽
野
厳
常
姉
ら
眼
病
療
治
の
た
め
往
来
手
形

願
な
ど
写
）

天
保
８
年
１０
月

羽
野
五
郎
左
衛
門

状
１

７３
－
７

「
長
岡
監
物
殿
…
」（
宛
所
お
よ
び
願
書
届
に
関
す
る
覚

書
）

―
―

状
１

７３
－
６
の
続
き
か

７４
－
１

民
費
仮
割
請
取
（
米
金
受
取
書
な
ど
一
括
写
）

子
３
月
１０
日
～
５
月
１９

日

→
財
津
永
喜

状
１

７４
－
２

記
（
私
手
開
田
の
う
ち
先
祖
代
々
常
智
寺
へ
寄
進
の
と
こ

ろ
、
引
き
戻
し
に
つ
き
）

―
財
津
永
雄

状
１

７５
－
１

「
坂
梨
口
御
番
所
之
儀
ニ
付
…
」（
別
紙
の
と
お
り
通
達
に

つ
き
）

慶
応
１
年
１２
月
７
日

財
津
権
十
郎
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１

包
紙
入
り

７５
－
２

覚（
世
上
不
穏
に
つ
き
坂
梨
御
番
所
厳
重
警
衛
あ
る
べ
く
）
（
慶
応
１
年
）１２
月
６
日

―
状

１
７５
－
１
に
同
梱

７６
覚
（
財
津
尉
太
身
上
書
ひ
か
え
）

文
化
７
年
９
月
１３
日

財
津
大
助
永
澄

状
１

貼
紙
に
よ
る
直
し
あ
り

７７
覚
（
嫡
子
財
津
鎌
太
郎
の
武
術
稽
古
お
よ
び
免
許
皆
伝
な

ど
上
申
）

慶
応
１
年
１１
月

財
津
平
左
衛
門

状
１

７８
「
去
夏
御
下
国
後
被
思
召
上
候
筋
…
」（
８０
歳
以
上
の
老
人

へ
お
酒
お
肴
下
し
置
か
る
る
に
つ
き
、
羽
野
勝
兵
衛
家
来

の
老
人
へ
頂
戴
仰
せ
付
け
ら
れ
）

２
月
１３
日

御
奉
行
中
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１
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７９
口
上
書
（
御
家
督
御
祝
に
つ
き
罷
り
出
ず
べ
き
旨
奉
行
所

よ
り
回
状
）

７
月
２７
日

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１

８０
御
内
意
之
覚
（
私
実
子
こ
れ
な
く
、
弟
江
島
伴
八
病
身
に

つ
き
、
甥
麻
生
源
太
夫
養
子
願
）

１１
月

江
島
伴
之
允
→
財
津
大
助

状
１

８１
－
１

［
書
簡
］「
拝
見
仕
候
御
多
念
…
」（
伺
書
お
達
し
の
う
え
、

一
列
中
へ
通
路
仕
り
）

２
月
２５
日

―
状

１
一
部
破
損

８１
－
２

「
明
和
九
年
何
月
…
」（
伊
勢
参
宮
に
つ
き
各
番
所
・
役
所

へ
の
連
絡
文
雛
形
）

（
明
和
９
年
）

―
状

１
前
欠

８２
－
１

宗
門
誓
詞
書
物

天
保
１３
年
１１
月

綾
野
村
新
蔵
→
財
津
儀
左
衛
門
御
取
次
衆
中

状
１

包
紙
入
り

８２
－
２

宗
門
誓
詞
書
物

天
保
１３
年
１１
月

清
成
林
太
→
旦
那
様
御
取
次
衆
中

状
１

包
紙
入
り

８２
－
３

宗
門
誓
詞
書
物

天
保
１３
年
１１
月

綾
野
村
理
三
次
→
財
津
儀
左
衛
門
御
取
次
衆

中
状

１
包
紙
入
り

８３
「
日
田
郡
田
島
村
財
津
永
善
…
」（
脛
当
写
し
）

大
正
１３
年
１０
月
９
日

京
都
寺
町
丸
太
町
上
ル

関
保
之
輔

状
１

８４
送
り
（
米
６
俵
付
け
出
し
に
つ
き
）

戌
１
月
２４
日

鞭
馬
柳
八
・
立
山
豊
太
→
財
津
永
喜
様
御
取

次
衆
中

状
１

８５
－
１

兜
立
物
幕
紋
定
紋
附

天
保
９
年
１２
月

江
崎
弥
一
郎
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

８５
－
２
を
包
む

８５
－
２

「
今
度
彦
山
衆
徒
中
一
雅
意
依
無
止
事
…
」（
英
彦
山
攻
め

に
あ
た
り
、
財
津
被
官
が
案
内
者
を
勤
め
た
こ
と
を
賞
す

る
感
状
）

６
月
３０
日

宗
麟
（
花
押
）
→
財
津
治
部
少
輔

状
１

包
紙
入
り

封
帯
あ
り

包
紙
に
「
財
津

与
太
郎
殿

義
統
」
と
あ
り
、
本
来
の
組

み
合
わ
せ
が
崩
れ
て
い
る
も
の
な
ら
ん

８６
－
０

［
包
紙
］「
財
津
儀
左
衛
門
様

羽
野
五
郎
左
衛
門
」

―
―

状
１

８６
－
１

［
書
簡
］「
甚
暑
之
節
ニ
御
座
候
得
共
…
」（
数
日
照
続
・

近
日
甚
雨
に
つ
き
）

６
月
１２
日

羽
野
五
郎
左
衛
門
→
儀
左
衛
門

状
１

８６
－
２

借
用
証
文
「
右
之
通
御
拝
借
…
畠
中
殿
方
歳
賦
ニ
差
立
申

候
」

嘉
永
５
年
２
月

借
用
主
立
山
喜
内
・
家
代
請
仁
久
次
→
旦
那

様
状

１
包
紙
入
り

８７
親
類
縁
者
附

安
政
６
年
９
月

羽
野
源
七
郎
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

上
部
の
状
態
悪

８８
－
０

（
ひ
も
）

ひ
も

１

８８
－
１
－
１

「
然
者
今
般
御
巡
見
衆
様
御
通
行
ニ
付
…
」（
巡
見
衆
通
行

に
あ
た
り
御
番
勤
仕
の
願
書
提
出
に
つ
き
）

６
月
１３
日

財
津
平
左
衛
門
・
財
津
半
之
允
→
財
津
儀
左

衛
門

状
１

端
裏
に
「
天
保
九
年
之
扣
」
と
あ
り
８８

－
１
－
２
を
包
む

８８
－
１
－
２

「
右
者
今
度
御
巡
見
衆
様
…
」（
巡
見
衆
通
行
に
つ
い
て
の

覚
・
付
札
な
ど
の
一
件
史
料
の
写
）

―
―

竪
１
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８８
－
２

覚
（
財
津
半
之
允
・
財
津
平
左
衛
門
の
覚
書
に
添
書
を
付

し
て
願
い
出
る
旨
）

６
月

財
津
儀
左
衛
門

状
１

８８
－
３

寛
政
元
年
酉
ノ
五
月
御
達
扣
之
写
（
寛
政
元
年
の
巡
見
衆

通
行
に
つ
い
て
の
一
件
史
料
の
写
、
宝
暦
１１
年
の
巡
見
衆

通
行
に
も
言
及
）

―
―

状
１

８８
－
４
－
１

「
今
度
御
巡
見
衆
坂
梨
御
番
所
前
御
通
之
節
…
」（
巡
見
衆

通
行
の
際
に
番
所
に
詰
め
る
者
の
名
付
に
つ
い
て
の
覚
書

２
点
の
写
）

―
―

状
１

８８
－
４
－
２
を
包
む

８８
－
４
－
２

覚
（
巡
見
衆
通
行
に
つ
い
て
の
覚
書
の
写
、
覚
書
提
出
の

経
緯
な
ど
に
も
言
及
）

―
―

状
１

８８
－
５

口
上
之
覚
（
巡
見
衆
通
行
の
際
勤
番
に
つ
き
、
御
心
附
を

願
う
）

６
月

財
津
半
之
允
・
財
津
平
左
衛
門

状
１

８８
－
６

「
本
文
造
用
銭
百
三
拾
目
…
」（
造
用
銭
下
さ
る
に
つ
き
）

６
月
１６
日

坂
本
庄
左
衛
門
・
稲
津
久
兵
衛
→
財
津
儀
左

衛
門

状
１

８８
－
７

覚
「
十
一
月
十
八
日

一
、
組
支
配
一
列
ニ
…
」（
１１
月

１８
・
２０
日
の
目
見
得
の
対
象
者
に
つ
い
て
）

１１
月
８
日

―
状

１

８９
享
和
元
年
十
月
火
事
場
一
巻
ニ
付
而
志
水
九
左
衛
門
殿
よ

り
被
相
渡
候
書
附
之
写
（
火
事
の
際
の
対
応
に
つ
い
て
の

享
和
元
年
１０
月
覚
書
の
写
）

享
和
元
年
１１
月
１６
日

財
津
永
澄

横
半

１

寛
延
元
年
以
来
の
覚
書
を
ま
と
め
た
も
の

を
含
む

９０
口
上
之
覚
「
私
支
配
阿
蘇
組
羽
野
次
兵
衛
…
」（
私
支
配

阿
蘇
組
羽
野
次
兵
衛
の
病
身
の
次
男
を
阿
蘇
山
長
善
坊
弟

子
に
し
た
い
と
い
う
願
）

４
月

財
津
大
助

状
１

９１
阿
蘇
郡
内
牧
手
永
役
犬
原
村
ニ
而
御
赦
免
開
小
前
帳

天
保
～
安
政

財
津
儀
左
衛
門

横
１

９２
兜
立
物
幕
之
役
定
紋
附
「
一
、
筋
甲
黒
塗
…
」

文
化
１４
年
２
月

財
津
大
助
→
有
吉
織
部

状
１

９３
差
出
「
指
物
之
図
」

文
化
１４
年
２
月

財
津
大
助

状
１

９４
兜
立
物
幕
之
役
定
紋
附
「
一
、
筋
甲
黒
塗
…
」

慶
応
元
年
１２
月

財
津
権
十
郎
→
楯
岡
小
文
吾

状
１

９５
「
田
北
大
和
入
道
事
…
」（
中
世
の
感
状
二
通
写
）

４
月
２３
日
・
１１
月
２８
日

円
斎
→
財
津
英
勝
・
義
統
→
財
津
得
能

状
１

写

９６
「
鶴
河
内
字
鰐

昌
殿
ノ
墓
ア
リ
」（
メ
モ
）

―
―

状
１

９７
親
類
縁
者
附

文
化
１４
年
２
月

財
津
大
助
→
有
吉
織
部

状
１

破
損
激
し
く
開
披
断
念
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９８
「
昭
和
弐
年
度
小
作
米
之
内
鈴
木
受
取
米
」（
小
作
関
係
メ

モ
）

昭
和
２
年

―
横

１

９９
「
永
紀
」（
家
系
図
）

―
―

状
１

破
損
激
し
く
開
披
断
念

１００
「
代
理

鞭
馬
柳
八
…
」（
地
代
な
ど
勘
定
書
写
し
か
）

明
治
９
年
５
月
２１
日

役
犬
原
村
村
用
懸
中
・
村
惣
代
中
→
財
津
永

喜
殿
代
理
立
山
豊
太

状
１

１０１
「
御
所
持
之
御
赦
免
開
…
」（
櫨
方
へ
当
分
お
買
い
上
げ
に

つ
き
）

５
月
２１
日

櫨
方
御
役
人
中
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

１０２
口
上
之
覚
（
取
米
御
蔵
物
に
御
買
い
上
げ
な
さ
れ
た
く
）

安
政
５
年
１１
月

―
状

１
控
え

１０３
「
明
後
七
日
於
御
花
畑
…
」（
仰
せ
渡
さ
れ
の
儀
あ
る
に
つ

き
残
り
居
る
べ
く
）

１０
月
５
日

奉
行
所
→
財
津
儀
左
衛
門

状
２

写
し
１
通
あ
り

１０４
覚
「
一
、
米
六
斗
五
升
…
」（
物
成
取
米
書
上
げ
）

申
１０
月

財
津
半
之
允

状
１

１０５
覚
「
一
、
霊
雲
院
様
御
書
…
」（
万
延
２
年
１２
月
、
二
の

丸
御
殿
へ
内
柴
重
三
郎
よ
り
差
出
も
の
目
録
）

慶
応
３
年
１１
月
２２
日

―
状

１
写
し

１０６
［
書
簡
］「
改
歳
之
御
慶
目
出
度
申
納
候
…
」（
御
祝
儀
お

納
め
に
つ
き
）

旧
正
月

立
山
豊
太
・
鞭
馬
柳
八
→
永
喜
様
御
取
次
衆

状
１

１０７
－
０

［
包
紙
］「
文
政
十
三
年
八
月
財
津
真
喜
多
出
府
出
願
」

―
―

状
１

く
く
り
ひ
も
あ
り

１０７
－
１

「
か
ま
ぼ
こ

き
く
ら
け
…
」（
献
立
）

―
―

状
１

１０７
－
２

覚
「
豊
後
日
田
郡
店
住
…
」（
財
津
真
喜
多
ご
機
嫌
伺
い

に
罷
り
出
で
、
進
上
物
干
し
椎
茸
な
ど
持
参
に
つ
き
）

８
月
１９
日

財
津
儀
左
衛
門
→
御
小
姓
衆
中

状
１

１０７
－
３

［
書
簡
］「
以
手
紙
得
御
意
…
」（
財
津
真
喜
多
御
機
嫌
伺

い
罷
り
出
づ
る
に
つ
き
御
小
姓
衆
へ
御
物
語
願
い
出
）

８
月
１６
日

財
津
儀
左
衛
門
→
御
音
信
所
御
役
人
中

状
１

１０７
－
４

「
財
津
真
喜
多

右
者
為
伺
…
」（
来
る
１９
日
御
花
畑
へ
御

同
道
あ
る
べ
く
）

８
月
１７
日

御
小
姓
衆
中
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

１０７
－
５

［
書
簡
］「
拝
見
仕
候
、
被
仰
下
候
…
」（
干
し
鯛
な
ど
進

上
物
お
よ
び
代
金
に
つ
き
）

文
政
３
年
８
月
２３
日

御
音
信
所
御
役
人
中
→
財
津
大
助

状
１

１０７
－
６

［
書
簡
］「
財
津
真
喜
多
儀
、
今
度
為
伺
…
」（
金
子
３００
疋

遣
わ
さ
れ
、
歩
御
小
姓
を
以
て
ご
挨
拶
に
お
よ
ぶ
）

８
月
１９
日

片
山
多
門
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１
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１０７
－
７

覚
「
豊
後
日
田
財
津
之
者
名
前
…
」（
伺
い
人
名
前
一
覧
）
８
月

財
津
儀
左
衛
門

状
１

端
裏
「
此
節
ハ
此
書
付
不
出
候
事
」

１０７
－
８

覚
「
別
紙
財
津
真
喜
多
…
」（
文
政
９
年
伺
い
人
の
う
ち

財
津
久
左
衛
門
当
時
相
続
に
つ
き
）

８
月
１４
日

財
津
儀
左
衛
門

状
１

下
書
き

１０７
－
９

覚
「
内
浜
川
田
数
七
枚

六
十
八
番
…
」（
内
牧
村
内
財

津
御
赦
免
開
な
ど
受
け
持
ち
百
姓
入
れ
替
わ
り
地
書
付
の

写
し
）

（
安
政
６
年
）
未
４
月

庄
屋
甲
斐
儀
一
郎
・
内
牧
村
庄
屋
鉄
蔵

状
１

１０７
－
１０

「
財
津
真
喜
多

右
者
為
伺
…
」（
来
る
１９
日
御
花
畑
へ
御

同
道
の
通
達
御
意
を
得
る
に
つ
き
）

８
月
１７
日

財
津
儀
左
衛
門
→
御
小
姓
頭
衆
中

状
１

１０７
－
１１
－
１

覚
「
豊
後
日
田
郡
ニ
居
申
候
同
姓
…
」（
財
津
真
喜
多
御

機
嫌
伺
い
の
た
め
私
宅
へ
止
宿
の
と
こ
ろ
今
日
出
立
に
つ

き
）

８
月
２５
日

―

状
１

１０７
－
１１
－
２

「
御
安
泰
奉
恐
賀
候
、
然
者
…
」（
御
同
姓
差
上
物
に
つ
き

委
細
承
り
、
代
銀
３８
匁
受
取
）

８
月
２６
日

御
音
信
所
御
役
人
中
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

１０７
－
１２

口
上
之
覚
（
財
津
真
喜
多
御
機
嫌
伺
い
名
代
と
し
て
私
方

へ
滞
留
の
と
こ
ろ
、
私
儀
不
勝
手
に
つ
き
賄
い
以
前
の
通

り
に
心
づ
け
願
い
）

８
月

―

状
１

下
書
き

１０７
－
１３

口
上
之
覚
（
財
津
真
喜
多
御
機
嫌
伺
い
の
た
め
今
夜
参
着

に
つ
き
お
目
見
え
願
）

８
月
１４
日

財
津
儀
左
衛
門

状
１

控
え

端
裏
「
中
折
半
切
」

１０７
－
１４

「
豊
後
日
田
郡
居
住

財
津
真
喜
多
…
」（
拝
領
物
仰
せ
つ

け
ら
れ
、
真
喜
多
お
礼
に
私
も
同
道
仕
る
）

―
財
津
儀
左
衛
門

状
２

下
書
き
と
も

１０７
－
１５

覚
「
豊
後
国
日
田
郡
居
住
之
同
姓
…
」（
財
津
真
喜
多
参

着
お
よ
び
私
方
滞
留
に
つ
き
お
達
し
）

８
月
１４
日

財
津
儀
左
衛
門

状
１

１０７
－
１６

「
文
政
十
三
年
八
月
十
三
日
…
」（
財
津
真
喜
多
御
機
嫌
伺

い
一
件
の
包
紙
）

―
―

状
１

１０８
藤
崎
宮
重
要
御
由
緒
抜
粋

―
―

状
１

表
紙
の
み

１０９
御
奉
公
差
出
扣
書
抜

安
政
６
年
９
月

江
嶋
安
［

］
竪

１

１１０
送
り
（
米
７
俵
付
け
出
し
納
め
る
に
つ
き
）

亥
旧
１２
月

立
山
豊
太
・
鞭
馬
柳
八
→
永
喜
様
御
取
次
衆

状
１

１１１
－
１

「
一
、
半
円

餅
米
五
拾
月
…
」（
代
銀
受
取
）

亥
３
月
１２
日

―
状

１

１１１
－
２

請
取
（
現
米
３１
俵
、
戌
年
徳
米
）

亥
３
月
１２
日

柳
川
丁
財
津

内
→
立
山
豊
太
・
鞭
馬
龍
八

状
１
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１１２
［
書
簡
］「
書
留
ヨ
リ
追
々
被
仰
付
候
…
」（
金
子
３０
円
ほ

ど
送
付
の
仰
せ
の
と
こ
ろ
、
明
治
８
～
１０
年
度
地
租
不
足

金
な
ど
に
つ
き
１０
円
送
付
）

８
月
１６
日

阿
蘇
郡
役
犬
原
村
立
山
豊
太
・
鞭
馬
柳
八
→

八
代
町
財
津
永
喜

状
１

封
筒
入
り

１１３
－
１

［
書
簡
］「
一
筆
奉
啓
上
候
、
立
春
之
節
…
」（
内
牧
に
て

大
火
に
つ
き
）

旧
１２
月
２４
日

立
山
豊
太
・
鞭
馬
柳
八
→
永
喜
様
御
取
次
衆

状
１

包
紙
入
り

１１３
－
２

［
書
簡
］「
月
延
何
方
モ
閙
敷
…
」（
３０
円
差
し
立
て
）

旧
１２
月
２５
日

鞭
馬
柳
八
→
財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

１１４
記
「
財
津
永
雄
殿
御
開
米
…
」（
代
金
２０
円
５０
銭
納
め
）

４
月
１７
日

立
山
豊
太
・
鞭
馬
柳
八
→
御
取
次
衆

状
１

１１５
記
「
一
、
銭
弐
貫
五
百
目
…
」（
月
々
出
銭
高
お
よ
び
利

米
高
書
上
げ
）

―
―

状
１

の
り
は
が
れ

１１６
－
１

［
書
簡
］「
乍
恐
一
翰
呈
上
仕
候
…
」（
ツ
キ
水
一
条
に
つ

き
職
人
金
円
催
促
に
よ
り
借
用
の
上
支
払
）

（
明
治
）
３１
年
旧
６
月

９
日

阿
蘇
郡
役
犬
原
道
目
木

鞭
目
勝
三
郎
→
熊

本
市
京
町
本
町
字
柳
川
丁

財
津
永
雄

状
１

１１６
－
２

受
取
（
ツ
キ
水
代
１６
円
）

６
月
８
日

宮
地
村

山
部
熊
八
→
道
目
木

鞭
馬
勝
三

郎
状

１

１１７
－
１

覚
「
一
、
田
畑
七
町
三
反
…
」（
財
津
儀
角
明
午
上
が
り

開
徳
米
官
納
仰
せ
つ
け
ら
れ
）

未
１１
月

山
部
新
→
帳
本
鞭
馬
柳
八
・
立
山
豊
太

状
１

包
紙
「
御
開
米
取
立
帳
前
」

１１７
－
２

覚
「
一
、
田
畑
六
丁
四
反
三
畝
…
」（
石
高
・
徳
米
高
お

よ
び
徳
米
金
高
書
上
げ
）

―
―

状
１

の
り
は
が
れ
鰭
「
本
行
之
内
�
三
歩
通
引

ニ
而
、
此
徳
米
ハ
拾
八
石
三
斗
八
升
五
合

ニ
成
ル
」

１１８
［
書
簡
］「
幸
便
ヲ
以
申
進
候
、
愈
無
事
…
」（
地
券
調
諸

入
用
・
名
前
書
上
な
ど
帳
面
に
認
め
差
越
す
べ
く
な
ど
）

１１
月
２３
日

財
津
永
喜
→
立
山
豊
前
・
鞭
馬
龍
八

状
１

１１９
［
書
簡
］「
一
筆
奉
啓
上
候
、
旧
御
主
人
様
…
」（
名
替
え

地
券
証
認
め
差
し
上
げ
な
ど
）

７
月
１８
日

立
山
豊
太
・
鞭
馬
柳
八
→
永
喜
様
御
取
次
衆

中
状

１

１２０
御
直
書
之
写
（
勝
手
向
困
窮
の
折
柄
、
当
一
ヶ
年
扶
持
方

申
し
付
け
）

７
月

―
状

１
封
筒
入
り

水
損
劣
化
甚
だ
し

１２１
覚
「
隠
居

財
津
如
川
…
」（
地
方
在
宅
の
者
書
上
げ
か
）
文
化
１４
年
２
月

財
津
大
助

状
１

包
紙
入
り

１２２
［
包
紙
］
宗
門
誓
詞
書
物

―
財
津
藤
次
郎

状
１

包
紙
の
み

１２３
宗
門
誓
詞
書
物

文
化
１２
年
１１
月

綾
野
村
伴
蔵
→
旦
那
様
御
取
次
衆
中

状
１

包
紙
入
り

内
牧
村
満
徳
寺
の
裏
書

１２４
往
来
（
家
来
長
助
箱
崎
八
幡
宮
参
詣
に
つ
き
）

文
化
２
年
７
月

細
川
越
中
守
内

財
津
大
助
→
所
々
御
改
所

状
１

包
紙
入
り
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１２５
往
来
（
財
津
家
来
新
蔵
の
伊
勢
参
宮
に
あ
た
っ
て
の
往
来

手
形
）

明
和
９
年
６
月

細
川
越
中
守
内

財
津
惣
左
衛
門
→
所
々
御

改
所

状
１

１２６
「
召
仕
候
者
利
口
に
て
…
」（
召
仕
・
人
付
合
い
な
ど
に
つ

い
て
の
教
訓
を
記
す
）

―
―

断
簡

１
前
後
欠

包
紙
入
り

１２７
切
支
丹
宗
門
就
御
改
仕
上
ル
起
請
文
前
書
（
キ
リ
シ
タ
ン

で
は
な
く
、
浄
土
宗
の
阿
蘇
郡
内
牧
町
道
智
寺
旦
那
で
あ

る
旨
）

天
保
１５
年
１１
月

道
目
木
村
清
太
忰
虎
八
→
旦
那
様
・
御
取
次

衆
中

状
１

阿
蘇
郡
内
牧
町
道
智
寺
に
よ
る
裏
書
あ
り

包
紙
入
り

１２８
切
支
丹
宗
門
就
御
改
仕
上
起
請
文
前
書
（
キ
リ
シ
タ
ン
で

は
な
く
、
浄
土
宗
の
阿
蘇
郡
内
牧
町
道
智
寺
旦
那
で
あ
る

旨
）

文
政
１１
年
１１
月

立
山
豊
太
→
財
津
儀
左
衛
門
・
御
取
次

１

道
智
寺
に
よ
る
裏
書
あ
り

包
紙
入
り

１２９
「
奉
行
往
来
手
形
一
通
指
遣
…
」（
奉
行
往
来
手
形
な
ど
を

渡
す
よ
う
命
ず
）

３
月
２０
日

御
奉
行
中

状
１

前
欠
か

１３０
－
０

（
ひ
も
）

ひ
も

１

１３０
－
１

「
端
午
御
礼
之
儀
…
」（
端
午
御
礼
が
太
守
の
容
体
の
た
め

中
止
さ
れ
る
に
つ
き
）

５
月
２
日

―
状

１

１３０
－
２

「
太
守
様
御
法
号

泰
源
院
様
与
…
」（
細
川
斉
護
と
そ
の

妻
の
法
号
決
定
を
伝
え
る
）

６
月
２１
日

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１

宛
所
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
と
こ
ろ
に

「
奉
承
知
候
」
と
記
入
し
て
い
る

１３０
－
３

「
別
紙
弐
通
御
達
之
趣
…
」（
別
紙
二
通
の
御
達
を
伝
え

る
）

５
月
２
日

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１

宛
所
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
と
こ
ろ
に

「
承
知
仕
候
」
と
記
入
し
て
い
る

１３０
－
４

「
太
守
様
先
月
廿
一
日
依

召
御
登

城
之
処
…
」（
太

守
の
少
将
拝
任
を
伝
え
る
）

９
月
８
日

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１

宛
所
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
と
こ
ろ
に

「
奉
承
知
候
」
と
記
入
し
て
い
る

１３０
－
５

「
太
守
様
先
月
廿
一
日
依
召
被
遊

御
登

城
候
処
…
」

（
太
守
の
少
将
拝
任
に
つ
き
、
物
頭
列
以
上
や
知
行
取
・

中
小
姓
に
よ
る
慶
賀
に
つ
い
て
伝
え
る
）

９
月
７
日

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１

宛
所
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
と
こ
ろ
に

「
奉
承
知
候
」
と
記
入
し
て
い
る

１３０
－
６

「
太
守
様
御
所
労
御
療
養
不
被
為
叶
…
」（
太
守
逝
去
に
つ

き
、
中
小
姓
以
上
に
よ
る
御
機
嫌
伺
い
に
つ
い
て
伝
え

る
）

６
月
１１
日

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１

宛
所
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
と
こ
ろ
に

「
承
知
仕
候
」
と
記
入
し
て
い
る

薄
墨

色
の
料
紙
を
用
い
て
い
る

１３０
－
７

覚
「
一
、
御
備
頭
よ
り
御
物
頭
同
列
迄

右
六
半
時
揃

…
」（
身
分
ご
と
に
揃
い
の
時
間
を
定
め
た
も
の
）

―
―

状
１

１３０
－
８

「
若
殿
様
今
度

御
発
駕
之
節
…
」（
若
殿
が
小
倉
路
通
行

に
つ
き
、
御
目
見
得
の
仕
方
を
伝
え
る
）

５
月
２
日

―
状

１
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１３０
－
９

口
上
書
（
代
替
わ
り
に
つ
き
、
有
吉
市
左
衛
門
が
差
し
下

さ
れ
、
仰
せ
渡
さ
れ
の
儀
が
あ
る
た
め
、
来
月
７
日
に
出

仕
す
る
よ
う
、
奉
行
所
か
ら
の
命
を
支
配
方
に
伝
え
る
）

９
月
２９
日

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１

宛
所
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
と
こ
ろ
に

「
奉
得
其
意
候
」
と
記
入
し
て
い
る

１３０
－
１０
－
１

「
来
月
七
日
於
御
花
畑
被

仰
渡
之
儀
…
」（
来
月
７
日
の

仰
せ
渡
し
に
つ
い
て
伝
え
る
）

９
月
２９
日

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１

１３０
－
１０
－
２
を
包
む

宛
所
人
は
そ
れ

ぞ
れ
の
名
前
の
と
こ
ろ
に
「
奉
得
其
意

候
」
と
記
入
し
て
い
る

１３０
－
１０
－
２

覚
「
一
、
御
備
頭
以
下
組
ニ
不
入
御
中
小
姓
迄

右
朝
五

半
時
揃
…
」（
身
分
ご
と
に
揃
い
の
時
間
を
定
め
た
も
の
）

―
―

状
１

１３０
－
１１

「
今
度

御
入
国
之
上
…
」（
藩
主
が
入
国
の
上
城
で
御
礼

を
受
け
る
に
つ
き
、
そ
の
仕
方
に
つ
い
て
伝
え
る
）

１０
月
１９
日

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１

宛
所
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
と
こ
ろ
に

「
承
知
仕
候
」
と
記
入
し
て
い
る

１３０
－
１２

口
上
書
（
藩
主
入
国
に
あ
た
り
御
目
見
場
へ
罷
り
出
る
者

の
衣
装
に
つ
い
て
の
奉
行
所
の
命
令
を
、
支
配
方
に
伝
え

る
）

１０
月
１５
日

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１

宛
所
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
と
こ
ろ
に

「
奉
承
知
候
」
と
記
入
し
て
い
る

１３０
－
１３

「
就

御
代
替
於
御
花
畑
被

仰
渡
之
儀
…
」（
代
替
に
つ

き
仰
せ
渡
し
に
あ
た
っ
て
、
来
る
７
日
朝
出
座
の
筈
）

１０
月
３
日

財
津
平
左
衛
門
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

１３０
－
１４

「
太
守
様
益
御
機
嫌
能
…
」（
藩
主
へ
の
慶
賀
に
つ
い
て
、

な
ら
び
に
藩
主
江
戸
出
発
を
伝
え
る
）

１０
月
３
日

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１

宛
所
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
と
こ
ろ
に

「
奉
得
其
意
候
」
と
記
入
し
て
い
る

１３０
－
１５

口
上
書
（
泰
源
院
の
１００
ヶ
日
法
会
に
つ
い
て
、
奉
行
所

か
ら
の
命
を
伝
え
る
）

９
月
５
日

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１

宛
所
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
と
こ
ろ
に

「
奉
承
知
候
」
と
記
入
し
て
い
る

１３０
－
１６

「
今
度

御
代
替
ニ
付
而
…
」（
代
替
に
つ
い
て
仰
せ
渡
さ

れ
た
書
付
の
渡
し
方
に
つ
い
て
）

８
月
８
日

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１

宛
所
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
と
こ
ろ
に

「
奉
承
知
候
」
と
記
入
し
て
い
る

１３０
－
１７

「
太
守
様
御
名

越
中
守
様
与
…
」（
藩
主
が
越
中
守
と
改

名
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
）

８
月
２２
日

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１

宛
所
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
と
こ
ろ
に

「
奉
得
其
意
候
」
と
記
入
し
て
い
る

１３０
－
１８

口
上
書
（
代
替
に
あ
た
っ
て
の
知
行
書
出
改
め
頂
戴
に
つ

い
て
、
奉
行
所
か
ら
の
命
を
伝
え
る
）

９
月
１３
日

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１

宛
所
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
と
こ
ろ
に

「
承
知
仕
候
」
と
記
入
し
て
い
る

１３０
－
１９

「
先
御
代
頂
戴
被

仰
付
置
候
…
」（
先
代
に
頂
戴
し
た
知

行
書
出
を
提
出
す
る
日
限
に
つ
い
て
）

９
月

―
状

２
付
札
あ
り

１３０
－
２０

覚
（
先
代
に
頂
戴
し
た
知
行
書
出
提
出
に
つ
き
。
分
知
・

新
知
や
名
字
変
更
の
場
合
な
ど
の
措
置
を
含
む
）

９
月

―
状

１

１３０
－
２１

覚
（
財
津
平
左
衛
門
の
勤
務
履
歴
お
よ
び
褒
賞
に
つ
い

て
）

慶
応
元
年
１１
月

財
津
平
左
衛
門

状
１

包
紙
入
り
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１３１
證
文
（
銭
１
貫
３８０
目
弁
済
滞
り
、
３０
か
年
賦
に
て
返

済
）

文
政
２
年
１２
月

財
津
大
助
内

立
山
瀬
助
→
畠
中
政
右
衛
門

状
１

包
紙
入
り

１３２
［
書
簡
］「
別
紙
奉
得
御
意
候
、
然
者
…
」（
開
米
相
場
１

俵
２００
目
な
ら
ば
売
払
い
代
銭
差
越
す
な
ど
に
つ
き
）

正
月
２７
日

鞭
馬
柳
八
・
立
山
豊
太
→
御
取
次
衆

状
１

１３３
口
上
（
御
代
替
に
知
行
御
書
出
下
さ
れ
る
に
つ
き
、
先
代

御
書
物
奉
行
所
へ
持
参
の
こ
と
）

９
月
１２
日

奉
行
所
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

阿
蘇
組
日
限
の
覚
あ
り

１３４
［
書
簡
］「（

一
）
筆
致
啓
上
候
、
太
守
様
…
」（
御
鷹
の
鶴

拝
領
に
つ
き
惣
代
一
人
私
宅
ま
で
申
し
上
ぐ
べ
く
）

（
天
保
８
年
４
月
２８
日
）
財
津
儀
左
衛
門
永
郁
→
木
村
次
郎
左
衛
門
ほ

か
３
名

状
１

１３５
目
録
（
羽
野
勝
兵
衛
な
ど
諦
観
院
よ
り
の
知
行
書
上
げ
）

９
月

財
津
儀
左
衛
門

状
１

１３６
「
阿
蘇
組
之
儀
去
年
別
段
…
」（
進
席
お
お
せ
つ
け
ら
れ
に

つ
き
）

（
天
保
５
年
）
１０
月
１３

日

→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

１３７
覚
「
阿
蘇
組
之
面
々
熊
本
江
…
」（
熊
本
へ
引
出
し
、
進

席
仰
せ
つ
け
ら
れ
）

２
月
１９
日

→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

１３８
「
本
文
往
来
手
形
…
」（
お
渡
し
に
つ
き
）

８
月
２
日

御
奉
行
中
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

１３９
（
白
紙
）

―
―

状
１

１４０
口
上
之
覚
（
隠
居
羽
野
五
郎
左
衛
門
、
大
宰
府
天
満
宮
参

詣
に
よ
り
往
来
手
形
願
）

８
月

羽
野
源
七
郎
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

１４１
－
１

送
り
（
米
４
俵
明
午
上
り
徳
米
と
し
て
）

戌
１１
月
２８
日

立
山
豊
太
・
鞭
馬
柳
八
→
財
津
永
喜

状
１

１４１
－
２

請
取
（
米
４
俵
）

戌
１１
月
３０
日

財
津

内
→
阿
蘇
役
犬
原
内

状
１

水
損
劣
化

１４１
－
３

記
（
地
券
証
１１２
枚
請
取
）

子
４
月
７
日

森
儀
一

状
１

水
損
劣
化

１４２
［
書
簡
］「
別
紙
奉
得
貴
意
候
、
然
者
…
」（
滞
留
御
馳
走

お
礼
、
御
開
米
４
俵
だ
け
は
付
け
出
し
な
ど
）

正
月
１４
日

鞭
馬
龍
八
・
立
山
豊
太
→
御
取
次
衆

状
１

１４３
［
書
簡
］「
…
能
被
成
御
座
、
寒
気
…
」（
寿
命
院
法
会
、

甚
内
殿
ご
成
人
な
ど
）

正
月
５
日

伊
丹
角
助
→
監
物
様
人
々
御
中

状
１

前
欠

１４４
御
赦
免
開
覚

―
―

状
１

包
紙
入
り

水
損
劣
化
に
つ
き
開
披
不
可

１４５
－
０

［
く
く
り
ひ
も
］

―
―

ひ
も

１

１４５
－
１

証
文
「
一
、
銭
四
貫
文
也
…
」（
御
赦
免
開
の
儀
に
つ
き
）
嘉
永
４
年
亥
２
月

吉
弘
嘉
左
衛
門
・
財
津
儀
左
衛
門
→
櫨
方
引

除
方

状
１

破
損
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１４５
－
２

「
一
、
御
赦
免
開
壱
町
弐
反
…
」（
地
籍
書
上
）

２
月

吉
弘
加
左
衛
門

状
１

破
損

１４５
－
３

証
文
「
一
、
銭

右
者
私
共
儀
兼
々
不
勝
…
」（
御
赦

免
開
の
拝
借
の
儀
に
つ
き
雛
形
）

嘉
永
４
年
２
月

→
櫨
方
引
除
方

状
１

破
損

１４６
「
家
中
物
成
之
儀
多
年
小
手
取
ニ
申
付
置
代
々
之
…
」（
物

成
の
儀
に
つ
き
）

―
―

状
１

後
欠

１４７
「
貴
翰
承
候
御
相
談
…
」

―
→
太
郎
八
様

状
１

破
損

後
欠

封
筒
入
り

１４８
大
助
様
御
進
席
御
辞
令

文
化
壬
（
９
年
カ
）

―
状

１
破
損

開
披
不
可

１４９
「
〆
…
」

明
治
３
年
午

―
状一括

１
破
損

開
披
不
可

１５０
「
…
御
寄
附
…
」（
土
地
を
め
ぐ
る
横
目
・
庄
屋
ら
と
の
折

衝
過
程
を
示
す
）

―
―

状
１

前
後
欠

１５１
－
１

租
税
収
入
通

明
治
８
年
１２
月

役
犬
原
村

財
津
永
喜

状
１

写
し

１５１
－
２

「
亥
九
月

一
、
米
拾
俵
…
」（
地
代
勘
定
写
し
）

子
２
月
２１
日

柳
川
丁

財
津
→
道
目
木

立
山
豊
太
・
鞭

馬
龍
八

状
１

１５１
－
３

御
徳
米
記

―
立
山
新
太
郎

状
１

１５１
－
４

租
税
収
入
通

明
治
８
年
１２
月

役
犬
原
村

財
津
永
喜

状
１

１５２
［
書
簡
］「
別
紙
奉
得
貴
意
候
、
然
者
去
ル
…
」（
櫨
方
御

上
り
開
上
納
米
納
め
方
な
ど
に
つ
き
）

明
治
３
年
１１
月

鞭
馬
龍
八
・
立
山
豊
太
→
儀
角
様
御
取
次
衆

状
１

１５３
［
書
簡
］「
以
手
紙
を
奉
得
貴
意
候
、
上
々
様
…
」（
御
開

米
延
引
、
地
券
証
差
送
り
な
ど
に
つ
き
）

子
１１
月
３０
日

立
山
豊
太
・
鞭
馬
龍
八
→
永
雄
様
御
取
次
衆

状
１

１５４
［
書
簡
］「
以
手
紙
を
奉
得
貴
意
候
、
上
々
様
益
御
機
嫌

…
」（
徳
米
１０
俵
付
け
出
し
、
明
治
８
年
７
月
分
か
ら
の

民
費
金
収
入
通
お
渡
し
な
ど
）

４
月
１
日

立
山
豊
太
→
永
喜
様
御
取
次
衆

状
１

１５５
［
書
簡
］「
一
筆
奉
啓
上
候
、
上
々
様
益
御
機
嫌
…
」（
地

券
改
め
の
作
業
に
つ
き
）

戌
５
月
１７
日

立
山
豊
太
・
鞭
馬
柳
八
→
財
津
永
喜
様
御
取

次
衆

状
１

１５６
－
１

「
一
、
米

四
俵
…
」（
米
送
り
状
の
写
し
）

亥
１
月
～
子
４
月

京
町
柳
川
丁
財
津

状
１

１５６
－
２

永
喜
殿
明
斗
上
り
開
御
徳
米
記

亥
１１
月

―
状

１

１５７
［
書
簡
］「
…
年
頃
�
御
不
例
…
」（
板
不
足
に
つ
き
差
送

り
）

３
月
１１
日

羽
野
隠
居
→
儀
左
衛
門

状
１
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１５８
［
書
簡
］「
暑
気
未
引
兼
候
…
」（
高
田
屋
預
け
金
受
取
な

ど
）

（
明
治
）１５
年
８
月
１５
日

役
犬
原
村

鞭
馬
柳
八
→
八
代
町

財
津
永

雄
状

１
包
紙
入
り

１５９
［
書
簡
］「
秋
冷
相
催
候
処
…
」（
検
地
仰
せ
出
さ
れ
た
く
）
１０
月
２５
日

立
山
豊
太
・
鞭
馬
柳
八
→
財
津
永
雄

状
１

１６０
－
０

［
封
筒
］
帆
代
書
状
入

昭
和
１４
年
１１
月
～

―
―

１

１６０
－
１

［
書
簡
］「
先
略
ご
免
ん
下
さ
い
ま
せ
…
」（
小
作
送
金
都

合
あ
わ
ず
、
時
借
り
に
て
送
金
）

昭
和
１４
年
１２
月
２４
日

帆
代
浅
喜
→
財
津
永
雄

状
３

封
筒
入
り

１６０
－
２

［
書
簡
］「
先
日
二
十
四
附
か
手
紙
拝
見
…
」（
糧
米
だ
け

で
も
月
末
か
１２
月
に
お
送
り
）

昭
和
１４
年
１１
月
２６
日

道
目
木

帆
代
浅
喜
→
熊
本
市
京
町

財
津

永
雄

状
２

封
筒
入
り

１６０
－
３

借
用
証
（
登
記
済
み
利
子
・
元
金
領
収
証
つ
き
）

昭
和
４
年
２
月
２１
日

借
主

財
津
永
雄
→
阿
蘇
郡
宮
地
町

山
部

豊
彦

綴
１

１６０
－
４

借
用
金
か
件
（
借
り
換
え
の
案
）

―
―

状
１

１６０
－
５

送
り
状
（
小
作
米
１５
俵
、
自
動
車
に
て
送
る
）

１２
月
２６
日

帆
足
浅
喜

状
２

封
筒
入
り

１６０
－
６

［
書
簡
］「
拝
啓
御
通
知
致
ま
す
、
小
作
米
…
」（
小
作
米

受
取
り
、
米
代
送
金
な
ど
）

１２
月
２３
日

黒
川
村
役
犬
原
字
道
目
木

帆
代
浅
喜
→
熊

本
市
京
町

財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

１６０
－
７

「
…
只
今
の
所
で
は
小
作
米
の
方
は
出
来
ル
見
こ
み
は
あ

り
ま
せ
ん
…
」（
小
作
米
の
こ
と
、
抵
当
の
こ
と
に
つ
き
）

（
昭
和
１２
年
）１２
月
２７
日

帆
代
浅
喜
→
財
津
永
規

状
１

封
筒
入
り

１６０
－
８

「
か
わ
せ
ニ
テ
五
拾
五
円
御
送
り
致
ま
す
…
」（
田
植
え
の

状
況
報
告
・
小
作
米
代
金
送
金
な
ど
）

（
昭
和
１３
）
７
月
９
日

阿
蘇
郡
黒
川
村
役
犬
原

帆
代
浅
喜
→
熊
本

市
京
町
本
丁
三
九

財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

１６１
－
０

［
封
筒
］「
保
存
書
類
」

―
―

封
筒

１
１６１
－
１
～
１６１
－
２
を
包
む
。

１６１
－
１
－
０

［
封
筒
］

―
―

封
筒

１
１６１
－
１
－
１
～
１６１
－
１
－
２
を
包
む
。

１６１
－
１
－
１

「
…
例
ノ
一
件
小
生
モ
意
外
ノ
間
違
ひ
に
て
…
」（
例
の
一

件
に
つ
い
て
、
使
を
派
遣
し
て
確
認
中
な
の
で
、
２
・
３

日
見
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
）

４
月
５
日

あ
ソ
郡
黒
川
村

後
藤
常
信
→
京
町
柳
川
町

財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

１６１
－
１
－
２

売
渡
約
定
書
（
阿
蘇
郡
黒
川
村
大
字
役
犬
原
字
東
道
目
木

の
田
・
畑
・
山
林
の
売
渡
）

大
正
１１
年
３
月
１９
日

黒
川
村
大
字
西
町

売
渡
人

後
藤
常
信
・

右
立
合
人

高
橋
勝
九
郎
・
仝
立
合
人

本

田
浅
喜
→
買
受
人

財
津
永
雄

状
１

１６１
－
２

「
…
却
説
例
ノ
一
件
…
」（
例
の
一
件
に
つ
い
て
、
２
・
３

日
の
猶
予
を
願
う
）

（
１１
年
３
月
２７
日
の
消

印
あ
り
）

あ
ソ
郡
黒
川
村

後
藤
常
信
→
熊
本
市
京
町

柳
川
町

財
津
永
雄

葉
書

１

１６２
「
…
デ
ミ
ン
ト
ル
銃
御
順
点
ニ
参
り
…
」（
デ
ミ
ン
ト
ル
銃

引
き
渡
し
に
つ
い
て
）

８
月
２８
日

―
状

１
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１６３
「
太
守
様
御
腫
物
ニ
而
…
」（
藩
主
病
に
つ
き
看
病
の
た
め

若
殿
参
府
が
決
定
し
た
こ
と
を
承
知
し
て
お
く
よ
う
に
と

の
奉
行
所
か
ら
の
命
を
伝
え
る
）

４
月
２８
日

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
・
江
島
安

左
衛
門
・
財
津
市
之
進
・
羽
野
源
七
郎
・
財

津
藤
右
衛
門

状
１

宛
所
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
と
こ
ろ
に

「
奉
承
知
候
」
と
記
入
し
て
い
る
。

１６４
覚
（
隠
居
願
ま
た
は
病
死
跡
封
の
も
の
の
う
ち
１７
歳
未
満

の
も
の
は
、
前
髪
の
有
無
・
恰
好
を
申
告
す
る
よ
う
に
）

９
月

―
状

１

１６５
口
上
之
覚
（
財
津
市
之
進
妻
男
子
出
産
に
つ
き
、
市
之
進

が
血
忌
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
）

６
月
１５
日

羽
野
源
七
郎
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

包
紙
入
り

１６６
「
御
家
中
武
具
之
儀
…
」（
唐
船
来
航
な
ど
を
念
頭
に
、
家

中
の
武
具
に
関
し
、
新
た
な
指
示
を
出
す
）

寛
政
５
年
５
月
１１
日

長
岡
主
水

状
１

１６７
「
一
筆
奉
啓
上
候
」（
徳
米
六
俵
上
納
報
告
）

戌
３
月
３
日

立
山
豊
吉
→
財
津
永
喜
様
、
御
取
次
衆
中
様

状
１

１６８
「
江
南
雨
初
野
山
…
」［
書
画
］

昭
和
（
３
年
）
戊
申
秋

清
浦
奎
堂
（
奎
吾
）

幅
１

絹
本

１６９
［
包
紙
］（
白
紙
）

―
―

包
紙

１

１７０
「
一
、
甘
柿
…
」（
心
覚
え
、
食
品
・
薬
品
類
豆
知
識
書
き

留
め
）

―
―

横
半

１

１７１
「
去
ル
月
三
日
之
尊
翰
…
」（
市
之
進
の
願
に
つ
き
他
四
件
）

マ
マ

嘉
永
５
年
后
２
月
７
日

羽
野
五
郎
左
衛
門
→
儀
左
衛
門

状
１

包
紙
入
り

１７２
兜
立
物
幕
紋
立
紋
附
［
包
紙
］

―
羽
野
源
七
郎

包
紙

１
包
紙
の
み

１７３
財
津
家
人
名
（
近
代
の
青
焼
コ
ピ
ー
）

―
ひ
た

三
□
堂
印
行

状
１

１７４
［
く
く
り
ひ
も
］

―
―

ひ
も

１

１７５
「
高
祖
父

一
、
財
津
儀
角
儀
…
」（
先
代
ま
で
の
先
祖

書
、
提
出
物
の
写
し
か
）

天
保
六
年
六
月

財
津
儀
左
衛
門
→
長
岡
定
彦

状
１

１７６
－
１

「
眉
清
目
…
」（
漢
詩
）

辛
酉
春
月

善
星

幅
１

１７６
－
２

「
飛
龍
」（
書
）

辛
酉

善
星

幅
１

１７７
「
第
一
条

本
会
ハ
…
」（
ほ
ぼ
白
紙
だ
が
、「
第
一
条

…
」
を
途
中
ま
で
写
し
て
い
る
）

―
侯
爵
細
川
家
御
家
扶

三
浦
喜
伝

状
１

１７８
先
祖
附
「
一
、
私
先
祖
財
津
平
左
衛
門
儀
…
」（
明
暦
元

年
正
月
没
の
財
津
平
左
衛
門
か
ら
、
嘉
永
５
年
１０
月
没
の

財
津
恒
四
郎
ま
で
）

嘉
永
５
年
１２
月

財
津
藤
次
郎
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

１７９
切
支
丹
宗
門
就
御
改
仕
上
ル
起
請
文
前
書
（
キ
リ
シ
タ
ン

で
は
な
く
、
浄
土
宗
の
阿
蘇
郡
内
牧
村
道
智
寺
の
旦
那
で

あ
る
旨
）

文
政
６
年
７
月

鞭
馬
龍
八
→
財
津
大
助

状
１

道
智
寺
に
よ
る
裏
書
あ
り

包
紙
入
り
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１８０
切
支
丹
宗
門
就
御
改
仕
上
ル
起
請
文
前
書
（
キ
リ
シ
タ
ン

で
は
な
く
、
浄
土
宗
の
阿
蘇
郡
内
牧
道
智
寺
の
旦
那
で
あ

る
旨
）

慶
応
２
年
正
月

立
山
熊
太
郎
→
旦
那
様
・
御
取
次
衆
中

状
１

道
智
寺
に
よ
る
裏
書
あ
り

包
紙
入
り

１８１
兜
立
物
幕
紋
定
紋
附

安
政
６
年
９
月

羽
野
源
七
郎
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

１８２
「
…
一
、
三
斎
様
御
代
豊
後
国
…
」（
慶
長
１８
年
２
月
、
彦

山
走
り
物
一
件
に
関
す
る
顛
末
を
記
し
、
日
田
居
住
の
財

津
一
統
に
つ
い
て
の
由
緒
を
述
べ
る
）

万
治
４
年
２
月
３
日

財
津
惣
兵
衛
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

前
欠
、
後
代
の
写
し
か

１８３
－
１

財
津
尉
太
当
九
月
九
日
五
十
八
歳
ニ
而
病
死
仕
候
ニ
付
御

知
行
上
目
録

文
化
７
年
９
月

財
津
小
十
郎
→
財
津
大
助

状
１

包
紙
入
り
、
１８３
－
１
と
２
ひ
も
く
く
り

１８３
－
２

寛
政
五
年
阿
蘇
郡
之
儀
ニ
付
追
々
伺
之
扣

―
永
長

横
半

１

１８４
別
紙
口
上
之
覚
（
凶
年
続
き
坂
梨
口
御
番
ご
免
承
知
、
別

紙
の
と
お
り
熊
本
へ
召
し
抱
え
ら
れ
た
く
）

７
月

財
津
才
蔵
ほ
か
３
名
→
財
津
大
助

状
１

１８５
覚
「
出
仕
之
面
々
…
」（
御
触
済
み
退
出
の
節
は
小
姓
頭

の
指
図
を
う
け
る
よ
う
）

１１
月

―
状

１

１８６
「
阿
蘇
組
江
嶋
安
左
衛
門
儀
…
」（
も
は
や
差
し
控
え
に
お

よ
ば
ず
）

１
月
２８
日

奉
行
所
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

１８７
「
先
達
而
御
軍
役
…
」（
主
水
殿
よ
り
の
書
付
、
阿
蘇
組
ご

披
見
に
い
れ
て
も
苦
し
か
ら
ず
）

７
月
８
日

清
水
九
左
衛
門
→
財
津
大
助

状
１

１８８
「
阿
蘇
組
之
面
々
所
持
…
」（
乗
馬
達
の
一
紙
、
帳
一
冊
お

送
り
に
つ
き
）

４
月
２７
日

財
津
大
助
→
御
勘
定
方
根
取
衆
中

状
１

「
致
承
知
受
取
申
候
以
上
」
の
切
り
紙
あ

り

１８９
目
録
（
羽
野
八
左
衛
門
ほ
か
４
名
分
知
行
目
録
）

８
月

財
津
大
助

状
１

１９０
「
今
度
出
格
之
御
扱
…
」（
来
年
以
降
難
渋
願
な
ど
こ
れ
な

き
よ
う
）

（
慶
応
１
年
）１２
月
１
日

財
津
権
十
郎
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１

１９１
「
貴
殿
儀
御
用
有
之
候
間
…
」（
御
用
に
つ
き
登
城
を
奉
行

所
か
ら
命
じ
ら
れ
る
）

１２
月
２１
日

谷
内
蔵
允
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

１９２
切
支
丹
宗
門
就
御
改
仕
上
ル
起
請
文
前
書
（
キ
リ
シ
タ
ン

で
は
な
く
、
浄
土
真
宗
の
阿
蘇
郡
内
牧
明
行
寺
の
旦
那
で

あ
る
旨
）

嘉
永
元
年
１１
月

内
牧
手
永
綾
野
村
金
五
二
男

吉
兵
衛
→
旦

那
様
・
御
取
次
衆
中

状
１

明
行
寺
に
よ
る
裏
書
あ
り

包
紙
入
り

１９３
－
１

「
長
岡
良
之
助
様
御
師
折
」（
後
に
喜
連
川
家
に
養
子
入
り

す
る
長
岡
良
之
助
の
し
お
り
。
財
永
一
が
江
戸
で
拝
領
）

嘉
永
３
年
４
月
吉
日

―
し
おり

１
包
紙
入
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１９３
－
２

（
財
津
儀
左
衛
門
の
養
子
と
な
る
永
勝
に
関
す
る
系
図
。

祖
父
母
の
代
に
阿
蘇
郡
に
来
る
）

―
―

状
１

１９３
－
３

「
此
図
面
ハ
下
川
俊
蔵
ニ
相
願
…
」（
図
面
）

状
１

１９４
慶
応
元
乙
丑
年
十
一
月
朔
日
跡
目
家
督
被

仰
付
阿
蘇
組

支
配
之
義
被

仰
付
候
よ
り
諸
覚
帳

―
財
津
儀
左
衛
門
永
秀

竪
１

１９５
［
書
簡
］「
御
書
中
令
披
見
候
、
久
兵
衛
ニ
御
知
行
…
」

（
久
兵
衛
知
行
ご
祝
儀
と
し
て
人
遣
わ
さ
れ
ご
大
儀
な
ど
）

１０
月
３
日

財
惣
左
→
財

正
作

状
１

折
紙

包
紙
入
り
「
初
代
財
津
惣
左
衛
門

永
高
様
御
筆

一
枚
…
」
享
和
３
年
所

望
し
て
財
津
栄
八
家
よ
り
譲
ら
れ
る

１９６
－
１

「
松
雲
山
龍
川
寺
財
津
尾
張
守
…
」（
龍
川
寺
境
内
図
）

―
―

敷
１

１９６
－
２

「
恩
光
芳
沢
大
禅
定
門
…
」（
龍
林
寺
財
津
長
門
守
墓
な
ど

図
）

―
―

敷
１

１９７
「
豊
前
国
宇
佐
郡
山
村
…
」（
知
行
宛
行
状
）

寛
永
７
年
８
月
１
日

忠
利
→
財
津
惣
兵
衛

状
１

包
紙
入
り

１９８
「
肥
後
国
山
鹿
郡
之
内
…
」（
知
行
宛
行
状
）

文
政
９
年
９
月
１８
日

斉
護
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

包
紙
入
り

１９９
「
肥
後
国
山
鹿
郡
之
内
…
」（
知
行
宛
行
状
）

万
延
２
年
３
月
１
日

慶
順
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

包
紙
２
枚
入
り

２００
「
肥
後
国
山
鹿
郡
之
内
…
」（
知
行
宛
行
状
）

文
化
９
年
９
月
１８
日

斉
樹
→
財
津
大
助

状
１

包
紙
入
り

２０１
切
支
丹
宗
門
就
御
改
仕
上
ル
起
請
文
前
書

天
保
３
年
１１
月

清
成
瀬
平
太
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

内
牧
町
浄
信
寺
裏
書

包
紙
入
り

２０２
－
１

「
祖
父
六
条
判
官
為
義
…
」（
頼
朝
判
物
）

寿
永
２
年
３
月
３
日

頼
朝
→
豊
後

長
野
但
馬

状
１

後
世
の
偽
文
書
か

２０２
－
２

「
今
度
筑
紫
大
友
少
弐
…
」（
重
盛
判
物
）

寿
永
１
年
３
月
４
日

小
松
内
府
重
盛
→
玖
珠
但
馬

状
１

後
世
の
偽
文
書
か

２０３
－
１

「
為
義
已
来
之
心
入
…
」（
頼
朝
判
物
）

元
暦
１
年
６
月
２
日

源
頼
朝
→
長
野
但
馬

状
１

後
世
の
偽
文
書
か

２０３
－
２

「
今
度
尊
氏
振
逆
意
…
」（
新
田
義
貞
判
物
）

建
武
２
年
１２
月
２
日

源
義
貞
→
長
野
ほ
か
１０
名

状
１

後
世
の
偽
文
書
か

２０３
－
３

（
白
紙
）

―
―

状
２

２０４
御
家
中
武
具
之
内
染
色
等
御
定
之
覚

寛
政
５
年
５
月
１１
日

長
岡
主
水

状
１

２０５
親
類
縁
者
附

弘
化
４
年
５
月

財
津
儀
左
衛
門
→
河
田
子
之
助
・
服
部
武
兵

衛
状

１
天
保
４
年
６
月
の
親
類
縁
者
附
を
修
正

２０６
「
去
ル
戌
年
�
五
ヶ
年
…
」（
五
か
年
格
別
の
省
略
で
手
取

米
減
少
、
今
後
は
手
取
米
を
増
し
遣
わ
す
べ
き
と
こ
ろ
、

勝
手
向
き
合
い
か
ね
苦
悩
に
つ
き
申
し
達
し
）

３
月

―

状
１

２０７
先
祖
附
「
一
、
私
先
祖
財
津
忠
清
儀
…
」

安
政
４
年
９
月

財
津
市
之
進
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

包
紙
入
り

２０８
宗
門
誓
詞
書
物

嘉
永
５
年
１２
月

財
津
藤
次
郎
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１
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２０９
「
永
高
惣
左
衛
門
…
」（
先
祖
書
断
簡
）

―
―

状
１

２１０
－
０

［
く
く
り
ひ
も
］

―
―

ひ
も

１

２１０
－
１

「
若
殿
様
…
」（
主
君
の
相
続
に
つ
き
、「
若
殿
様
」
を

「
太
守
様
」、「
若
御
前
様
」
を
「
御
前
様
」
と
呼
ぶ
べ
く

指
示
）

７
月
２５
日

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１

２１０
－
２

口
達
「
家
柄
之
面
々
寸
志
之
家
よ
り
…
」（「
寸
志
之
家
」、

お
そ
ら
く
献
金
郷
士
の
家
か
ら
「
家
柄
の
面
々
」
へ
の
養

子
入
り
の
願
を
遠
慮
す
べ
き
旨
の
内
意
）

寛
政
６
年
３
月
２
日

―

状
１

２１０
－
３

口
上
之
覚
「
私
支
配
阿
蘇
組
…
」（
組
中
の
者
の
家
の

「
育
」
の
扱
い
に
関
す
る
伺
い
）

１２
月

財
津
大
（
助
）

状
１

断
簡

下
欠

２１０
－
４

「
…
本
行
育
ニ
…
」（「
育
」
の
扱
い
に
関
す
る
伺
い
へ
の

回
答
）

１２
月
７
日

御
奉
行
中
→
財
津
大
助

状
１

断
簡

上
欠

２１０
－
５

御
頭
勤
之
覚
（
太
守
他
へ
の
ご
機
嫌
伺
い
時
の
規
定
）

文
政
４
年
１０
月

―
状

１
写

２１０
－
６

「
先
月
十
八
日
江
戸
…
」（
太
守
の
容
体
悪
化
と
若
殿
の
発

駕
に
つ
き
）

５
月

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１

２１０
－
７
－
１

「
各
様
弥
御
清
安
…
」（
羽
野
五
郎
衛
門
隠
居
・
姉
旅
行
に

つ
き
尋
ね
、
別
紙
持
参
に
つ
き
）

１１
月
６
日

財
津
儀
左
衛
門
→
御
奉
行
所
根
取
衆
中

状
１

２１０
－
７
－
２

「
拝
見
候
被
仰
下
候
趣
…
」（
伝
書
の
件
に
つ
い
て
は
、
日

限
に
届
け
る
に
及
ば
な
い
旨
を
伝
え
る
）

―
―

状
１

２１０
－
７
－
２
の
別
紙
か

う
ち
に
挟
ま

る

２１０
－
８
－
１

「
御
別
紙
奉
拝
見
…
」（
香
奠
差
し
上
げ
に
つ
き
）

７
月
１４
日

財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２１０
－
８
－
２
－
１

「
…
十
六
日

泰
源
院
様
御
四
十
九
日
ニ
…
」（
法
会
へ

の
欠
席
届
）

（
万
延
元
年
カ
）
７
月

１４
日

財
津
藤
右
衛
門
ほ
か
４
名
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

包
紙
入
り

２１０
－
８
－
２
－
２
－

０

［
包
紙
］
口
上
書

―
財
津
平
左
衛
門
・
財
津
藤
右
衛
門
→
財
津
儀

左
衛
門

包
紙

１

２１０
－
８
－
２
－
２
－

１

口
上
書
「
来
ル
十
六
日

泰
源
院
様
御
四
十
九
日
…
」

（
奉
行
所
よ
り
法
会
参
詣
・
火
の
用
心
に
関
す
る
指
示
書
）

７
月
１１
日

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１

附
札
あ
り

２１０
－
８
－
２
－
２
－

２

覚
「
今
度
御
法
会
…
」（
法
会
日
の
参
拝
手
順
を
示
す
）

７
月

―
状

１

２１０
－
８
－
２
－
２
－

３

御
法
会
刻
限
「
初
日

開
静

八
時
」（
法
会
の
次
第
）

―
―

状
１
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２１０
－
８
－
２
－
２
－

４
－
１

「
今
度
於
妙
解
寺
…
」（
寺
社
方
よ
り
の
香
奠
差
し
上
げ
の

指
示
を
伝
達
）

７
月
１１
日

財
津
儀
左
衛
門

状
１

２１０
－
８
－
２
－
２
－

４
－
２

「
阿
蘇
御
一
列
ニ
出
御
香
奠
三
拾
疋
御
差
上
之
筈
ニ
候

事
」（
香
奠
の
額
の
メ
モ
）

―
―

状
１

２１０
－
８
－
２
－
２
－
４
－
１
に
挟
ま
れ

て
い
た
メ
モ

２１０
－
８
－
２
－
２
－

５
－
０

［
包
紙
］「
各
御
中
」

―
財
津
儀
左
衛
門

包
紙

１

２１０
－
８
－
２
－
２
－

５
－
１

「
来
ル
十
五
日
十
六
日
御
法
会
之
儀
ニ
付
而
…
」（
法
会
日

程
に
つ
き
別
紙
通
達
の
心
得
確
認
）

７
月
９
日

財
津
儀
左
衛
門
ほ
か
５
名

状
１

２１０
－
８
－
２
－
２
－

５
－
２

「
来
ル
十
六
日

泰
源
院
様
御
四
十
九
日
ニ
被
為
当
候

付
…
」（
阿
蘇
組
よ
り
の
法
会
出
席
を
指
示
す
る
）

７
月
８
日

井
上
久
之
允
・
小
山
門
喜
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２１１
口
上
書
「
御
入
国
且

少
将
御
拝
任
之
御
祝
…
」（
藩
主

入
国
・
少
将
拝
任
祝
い
と
し
て
能
を
行
う
に
つ
き
、
諸
注

意
の
奉
行
所
通
達
、
支
配
方
へ
伝
え
る
）

１１
月
９
日

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
ほ
か
４
名

状
１

宛
所
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
と
こ
ろ
に

「
奉
得
其
意
候
」
と
記
入
し
て
い
る

２１２
－
１

口
上
之
覚
「
私
隠
居
羽
野
巌
幷
□
…
」（
羽
野
巌
ら
の
長

崎
諏
訪
宮
・
大
宰
府
参
詣
願
い
に
つ
き
）

―
―

状
１

２１２
－
２
～
３
と
と
も
に
巻
か
れ
て
い
る

損
傷
大

２１２
－
２

「
奉
行
往
来
手
形
幷
長
崎
江
之
添
状
…
」（
奉
行
往
来
手

形
・
長
崎
へ
の
添
状
の
二
通
を
与
え
る
）

８
月
□
２
日

御
奉
行
中
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２１２
－
３

「
八
月

羽
野
五
郎
左
衛
門

財
津
儀
左
衛
門
殿
」

８
月

羽
野
五
郎
左
衛
門
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２１２
－
１
と
つ
な
が
る
も
の
か

２１３
－
０

［
包
紙
］「
主
水
殿
よ
り
御
備
頭
中
江
被
相
渡
候
書
付
之
写

四
通
」

―
―

包
紙

１
ひ
も
あ
り

２１３
－
１

「
於
御
城
御
礼
被
為

受
候
節
…
」（
御
礼
の
際
に
進
上
す

る
太
刀
・
馬
代
・
樽
代
を
階
層
ご
と
に
規
定
）

―
―

状
１

２１３
－
２

「
今
度
於

御
城
御
礼
被
遊

御
受
候
節
…
」（
今
回
の
御

礼
に
出
仕
す
る
面
々
は
、
家
来
の
う
ち
他
国
の
者
が
あ
っ

て
も
連
れ
て
こ
な
い
よ
う
奉
行
所
か
ら
の
命
を
伝
え
る
）

１１
月
４
日

財
津
儀
左
衛
門
→

状
１

２１３
－
３

「
御
城
御
礼
之
節
御
城
内
供
連
様
…
」（
御
礼
の
際
に
連
れ

て
く
る
供
人
数
と
立
ち
入
り
範
囲
に
つ
い
て
、
階
層
ご
と

に
規
定
。
雨
天
の
場
合
に
つ
い
て
も
言
及
）

１０
月

―

状
１

２１３
－
４

「
十
一
月
五
日

一
、
御
備
頭
よ
り
着
座
御
鉄
砲
三
拾
挺

頭
迄
、
…
」（
御
礼
の
日
時
に
つ
き
、
階
層
ご
と
に
規
定
）

１０
月

―
状

１
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２１３
－
５

口
上
書
「
今
度
就

御
入
国
…
」（
藩
主
入
国
に
あ
た
り

御
礼
を
受
け
る
に
つ
き
、
作
法
・
諸
注
意
を
奉
行
所
か
ら

通
達
さ
れ
、
支
配
方
へ
伝
え
る
）

１１
月
４
日

財
津
儀
左
衛
門
→
財
津
平
左
衛
門
・
江
島
安

左
衛
門
・
財
津
市
之
進
・
羽
野
源
七
郎
・
財

津
藤
右
衛
門

状
１

宛
所
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
と
こ
ろ
に

「
奉
得
其
意
候
」
と
記
入
し
て
い
る

２１４
覚
「
一
、
御
物
頭
列
已
上
…
」（
武
具
の
絵
図
な
ど
の
差

出
を
命
じ
る
）

寛
政
５
年
５
月
１１
日

長
岡
主
水

状
１

２１５
－
１

「
府
中
ニ
者
追
々
往
来
…
」（
御
帳
元
に
つ
い
て
）

１
月
２９
日

蒲
池
次
郎
八
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

前
欠
・
痛
み
大
２１５
－
２
を
包
む

２１５
－
２

申
上
覚
「
内
牧
手
永
役
犬
原
村
ニ
而
…
」（
財
津
儀
左
衛

門
所
持
地
の
売
却
に
つ
き
）

文
久
２
年
１０
月

役
犬
原
村
庄
屋

山
本
角
七
→
内
野
仁
右
衛

門
竪

１

２１６
－
０

［
包
紙
］
譜
代
家
来
ニ
関
ス
ル
書
類

―
―

状
１

２１６
－
１

覚
「
私
先
祖
召
抱
置
候
譜
代
…
」（
譜
代
家
来
由
緒
書
）

―
―

状
１

２１６
－
２

「
私
先
祖
召
抱
置
候
譜
代
…
」（
譜
代
家
来
由
緒
書
）

明
治
３
年
７
月
５
日

―
状

１

２１６
－
３
－
１

［
書
簡
］「
未
タ
不
得
尊
顔
候
処
…
」（
元
譜
代
家
来
池
田

多
三
郎
先
祖
、
平
民
よ
り
召
し
抱
え
か
尋
ね
に
つ
き
）

３
月
１５
日

斎
藤
源
記
→
財
津
儀
平

状
１

２１６
－
３
－
２

［
書
簡
］「
御
札
忝
拝
見
仕
候
…
」（
元
譜
代
家
来
池
田
多

三
郎
先
祖
、
享
保
ご
ろ
平
民
よ
り
召
し
抱
え
か
、
返
答
に

つ
き
）

３
月
１６
日

財
津
儀
角
→
斎
藤
源
記

状
１

控
え
２１６
－
３
－
２
と
同
梱

２１６
－
４

「
今
度
改
革
付
而
長
岡
熊
一
郎
…
」（
藩
庁
に
て
譜
代
家
来

の
取
扱
い
あ
る
に
つ
き
、
名
前
人
数
取
調
の
回
状
）

明
治
３
年
６
月
２３
日

松
山
権
兵
衛

状
１

２１６
－
５
－
１

御
開
地
銘
々
受
持
作
廻
分

―
―

竪
１

２１６
－
５
－
１
か
ら
５
ま
で
同
梱

２１６
－
５
－
２

覚
「
右
者
私
先
祖
何
年
…
」（
召
抱
え
由
緒
取
り
調
べ
）

明
治
３
年
６
月

内
牧
手
永
綾
野
村
居
住
譜
代
之
家
来
伴
蔵
ほ

か
２
名
→
御
主
人
様
御
内
御
家
来
衆
中

竪
１

２１６
－
５
－
３

「
鞭
馬
龍
八

先
祖
鞭
馬
弥
兵
衛
…
」（
譜
代
家
来
先
祖
名

前
書
）

―
―

竪
１

２１６
－
５
－
４

「
一
、
居
屋
敷
九
畝

拝
領
地
…
」（
譜
代
家
来
屋
敷
地
書

上
げ
）

―
―

竪
１

２１６
－
５
－
５

「
一
、
何
石

現
米
取
何
程
…
」（
取
り
調
べ
雛
形
）

―
―

竪
１

２１６
－
６

先
祖
代
々
過
去
帳
写
（
譜
代
家
来
分
）

―
―

状
１

包
紙
入
り

２１７
「
…
且
打
続
莫
太
之
物
入
…
」（
年
賦
手
取
米
の
儀
、
勘
弁

の
う
え
取
続
き
な
ど
達
し
）

９
月

―
状

１
前
欠
、
水
損
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２１８
従
類
附

―
羽
野
源
七
郎

状
２

包
紙
入
り

水
損
の
た
め
開
披
不
可

２１９
従
類
附

慶
応
２
年
２
月

財
津
鎌
太
郎
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２２０
－
１

「
今
度
筑
紫
下
向
之
刻
…
」（
筑
前
踏
鞴
浜
軍
忠
に
つ
き
綸

旨
）

建
武
３
年
６
月
２９
日

（
足
利
尊
氏
）
→
野
上
但
馬
介

状
１

後
世
の
偽
文
書
か

２２０
－
２

「
毛
利
一
類
火
急
ニ
罷
出
…
」（
秀
吉
高
松
城
攻
め
に
つ

き
）

６
月
１２
日

（
織
田
信
長
）
→
野
上
美
濃
守

状
１

後
世
の
偽
文
書
か

２２０
－
３

（
裏
打
ち
白
紙
）

―
―

状
２

２２１
「
財
津
惣
左
衛
門
尉
先
知
行
高
…
」（
替
え
知
行
宛
行
状
）

―
―

状
１

細
川
忠
利
朱
印
判
つ
き
「
元
和
四
五
ノ

な
ら
し
」
と
あ
り

２２２
「
阿
蘇
組
次
第
名
付
御
知
行
高
…
」（
病
死
な
ど
の
儀
申
し

越
す
旨
、
頭
よ
り
達
す
べ
き
に
つ
き
）

５
月
１３
日

御
小
姓
頭
中
→
財
津
大
助

状
１

２２３
覚
「
私
儀
阿
蘇
組
支
配
被
仰
付
…
」（
阿
蘇
組
支
配
中
お

目
見
え
、
受
け
持
ち
な
ど
に
つ
き
）

文
化
１４
年
２
月

財
津
大
助

状
１

下
書
き

２２４
口
上
之
覚
（
隠
居
羽
野
巌
、
長
崎
諏
訪
宮
・
太
宰
府
天
満

宮
参
詣
に
つ
き
）

天
保
１３
年
７
月
２５
日

羽
野
五
郎
左
衛
門
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２２５
「
一
、
此
元
罷
立
候
節
者
女
御
口
屋
…
」（
口
屋
出
切
手
渡

す
に
よ
り
、
請
合
証
文
達
す
べ
き
旨
）

８
月
５
日

奉
行
所
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２２６
「
財
津
鎌
太
郎
儀
一
昨
…
」（
御
花
畑
の
申
し
渡
し
間
違
い

に
よ
り
、
辞
令
猶
又
相
渡
す
に
つ
き
）

（
慶
応
元
年
）
１２
月
２９

日

御
奉
行
中
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

包
紙
入
り

２２７
「
御
家
中
先
祖
於
御
家
…
」（
財
津
半
之
允
、
来
る
十
三
日

鏡
餅
頂
戴
仰
せ
つ
け
ら
れ
）

１
月
９
日

奉
行
所
→
財
津
権
十
郎

状
１

２２８
口
上
之
覚
（
妻
・
嫡
子
猪
八
郎
金
比
羅
参
詣
に
よ
り
口
屋

切
手
渡
さ
れ
た
く
）

３
月

財
津
才
蔵
→
財
津
大
助

状
１

２２９
－
０

（
ひ
も
）

ひ
も

１

２２９
－
１

覚
（
江
島
安
左
衛
門
ら
の
御
礼
の
た
め
の
登
城
の
予
定
に

つ
い
て
書
き
上
げ
）

１１
月
８
日

―
状

１

２２９
－
２

覚
（
江
島
安
左
衛
門
ら
、
出
仕
出
来
か
ね
る
に
つ
き
、
理

由
を
書
き
上
げ
）

８
月
３
日

財
津
藤
右
衛
門
ほ
か
４
名
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１
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２２９
－
３

「（
前
欠
）
私
養
父
江
島
伝
之
允
儀
…
」（
開
地
を
知
行
高

に
加
え
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
）

正
徳
３
年
閏
５
月

江
島
伝
四
郎
→
財
津
惣
左
衛
門

状
１

前
欠

前
半
部
欠
損
大

写

２２９
－
４

口
上
之
覚
（
羽
野
の
姉
が
眼
病
に
つ
き
、
豊
後
の
眼
医
・

阿
南
椋
徳
の
も
と
に
罷
り
越
す
に
あ
た
っ
て
）

天
保
８
年
１０
月

羽
野
五
郎
右
衛
門
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

写

２２９
－
５

「
瑶
台
院
様
御
所
方
之
処
…
」（
瑶
台
院
逝
去
に
あ
た
り
、

御
機
嫌
伺
い
に
つ
い
て
阿
蘇
組
へ
の
伝
達
を
指
示
）

正
月
１０
日

御
小
姓
頭
中
→
財
津
大
助

状
１

２２９
－
６

「
去
夏
御
下
国
後
…
」（
８０
歳
以
上
の
老
人
へ
御
酒
・
御
肴

下
さ
る
に
つ
き
、
対
象
者
と
受
取
方
法
を
伝
え
る
）

２
月
１３
日

奉
行
所
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２３０
（
御
書
出
の
包
紙
一
括
）

元
文
３
年
９
月
２３
日
～

文
政
９
年
１２
月
３
日

―

状
９

ひ
も
１
点
、
付
箋
２
点
（「
文
久
元
年
五

月
朔
日
…
」・「

天
正
七
年

龍
川
寺
開
基

／
天
文
十
九
年
八
月
七
日
卒
／
恩
光
芳
澤

大
禅
定
門
」）
あ
り

２３１
「
惣
左
衛
門
被
相
果
由
立
御
耳
申
候
処
…
」（
細
川
忠
利
の

財
津
惣
左
衛
門
死
去
を
悼
む
意
向
を
伝
え
、
一
門
中
へ
の

伝
達
を
指
示
）

２
月
２７
日

浅
山
修
理
亮
・
田
中
兵
庫
助
→
財
津
惣
兵

衛
・
財
津
市
兵
衛
・
財
津
勘
右
衛
門

状
１

包
紙
に
「
寛
永
七
年
十
二
月
惣
左
衛
門
様

御
死
去
之
節
惣
兵
衛
様
江
被
下
置
候
御
奉

書
也
」
と
あ
り

２３２
「
御
祈
祷
之
御
札

愛
染
院
」（
仁
王
般
若
経
な
ど
の
読
誦

を
し
た
旨
）

―
―

札
５

包
紙
入
り

２３３
－
０

「
当
年
属
星
供
御
札

敬
白
」

―
―

包
紙

１

２３３
－
１

「
御
祈
祷
之
御
守
護
」（
梵
字
を
記
し
た
札
）

―
―

札
３

包
紙
入
り

２３３
－
２

「
当
年
星
供
所
…
」（
施
主
の
息
災
延
命
な
ど
を
願
う
）

正
保
５
年
正
月
吉
祥
日

法
印
快
存

状
１

２３４
豊
前
坊
御
祈
祷
「
奉
講
演
護
国
珠
経
廿
一
座
三
七
日
々
参

之
所
…
」（
大
檀
越
武
運
・
御
国
家
安
全
な
ど
を
願
う
）

慶
長
１９
年
１２
月
吉
日

彦
山
法
印
政
所
坊

状
１

包
紙
入
り

２３５
（
松
山
繁
を
族
長
と
し
た
の
で
、
こ
の
旨
を
心
得
る
よ
う

に
）

閏
１０
月
１０
日

藩
庁
→
金
森
七
九
郎
・
財
津
儀
角

状
１

２３６
「
申
達
御
用
…
」（
申
し
達
す
る
御
用
あ
る
に
つ
き
、
神
谷

の
宅
に
来
る
よ
う
に
）

７
月
２７
日

神
谷
矢
柄
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２３７
「
其
元
儀
御
用
有
之
…
」（
御
用
に
つ
き
、
神
谷
と
と
も
に

登
城
す
べ
き
旨
）

１１
月
１８
日

神
谷
矢
柄
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１
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２３８
「
御
拝
領
之
縮
緬
桜
御
紋
附
…
」（
拝
領
の
衣
服
の
着
用
許

可
）

５
月
７
日

宮
内
御
附
役
中
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

「
明
治
二
年
巳
五
月
願
済
」
と
あ
り

２３９
「
貴
殿
儀
御
用
…
」（
御
用
あ
る
に
つ
き
、
神
谷
ら
と
と
も

に
登
城
す
べ
き
旨
）

７
月
８
日

神
谷
矢
柄
・
松
野
亀
右
衛
門
・
有
吉
清
助
・

井
上
才
七
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２４０
「
其
元
儀
…
」（
財
津
儀
左
衛
門
の
御
側
御
鉄
砲
拾
五
挺
頭

任
命
に
つ
き
、
今
後
の
手
筈
を
伝
え
る
。
ま
た
阿
蘇
組
支

配
は
こ
れ
ま
で
通
り
）

５
月
２９
日

木
村
男
吏
・
沼
田
勘
解
由
→
財
津
儀
左
衛
門

状
２

２
通
目
に
「
慶
応
四
辰
年
五
月

明
治
元

年
与
改
ル
」
と
あ
り

２４１
「
財
津
儀
左
衛
門

其
方
儀
…
」（
財
津
儀
左
衛
門
を
番
士

三
番
隊
の
組
脇
に
任
じ
る
）

１２
月
２３
日

→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２４２
「
財
津
儀
左
衛
門

其
方
儀
…
」（
軍
制
改
革
に
あ
た
っ
て

財
津
儀
左
衛
門
数
年
精
勤
に
つ
き
、
阿
蘇
組
支
配
な
ど
を

命
じ
、
定
め
の
通
り
の
役
料
を
給
付
）

―
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

「
慶
応
四
年
辰
七
月

明
治
元
年
与
改
ル
」

と
あ
り

２４３
「
財
津
儀
左
衛
門

其
元
儀
…
」（
財
津
儀
左
衛
門
を
松
山

権
兵
衛
組
御
留
守
居
御
番
方
組
脇
に
任
じ
、
勤
め
中
は
権

兵
衛
仮
支
配
と
す
る
。
ま
た
、
阿
蘇
組
支
配
は
こ
れ
ま
で

通
り
と
す
る
）

７
月
２７
日

→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

「
慶
応
四
年
辰
七
月

明
治
元
年
ト
改
ル
」

と
あ
り

２４４
－
０

「
財
津
儀
左
衛
門
様

金
森
七
之
助
」

―
―

包
紙

１
内
側
に
「
明
治
三
年
午
正
月

金
森
七
之

助
殿

松
山
権
兵
衛
」
と
あ
り

２４４
－
１

御
内
意
之
覚
（
財
津
儀
左
衛
門
、
清
田
儀
左
衛
門
と
名
が

差
し
合
う
に
つ
き
、
儀
角
と
改
名
す
る
こ
と
を
願
い
、
金

森
を
通
し
て
松
山
権
兵
衛
の
意
向
を
う
か
が
う
）

正
月

財
津
儀
左
衛
門
→
金
森
七
之
助

状
１

２４４
－
２

「
内
意
之
趣
…
」（
財
津
儀
左
衛
門
の
改
名
に
つ
き
、
表

立
っ
て
願
書
を
差
し
出
す
よ
う
、
財
津
に
通
達
す
る
よ
う

指
示
）

正
月
１６
日

松
山
権
兵
衛
→
金
森
七
之
助

状
１

２４５
－
０

「
三
斎
様
御
自
筆
二
通
」

包
紙

２

２４５
－
１

「
薬
九
ふ
く
の
ミ
用
…
」

→
惣
左
衛
門
尉

包
紙

１

２４５
－
２

「
作
雲
帰
候
て
煩
之
様
子
申
聞
…
」（
煩
い
に
つ
き
薬
処

方
）

２
月
２６
日

越
→
財
津
惣
左
衛
門
尉

状
１

２４６
－
０

［
包
紙
］「
御
知
行
引
渡
差
紙
財
津
儀
左
衛
門
」

―
―

状
１

「
文
政
七
年
申
十
二
月
跡
目
無
相
違
被

仰
渡
候
ニ
付
同
八
年
四
月
廿
四
日
ニ
渡

ル
」
と
記
載
あ
り
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２４６
－
１

［
包
紙
］「
御
知
行
引
渡
差
紙
」

状
１

２４６
－
２

「
差
紙
」（
財
津
大
助
上
知
高
三
百
石
を
そ
の
三
男
権
十
郎

に
引
き
渡
す
よ
う
に
）

酉
４
月
２４
日

杉
浦
仁
一
郎
ほ
か
４
名
→
山
鹿

竹
内
清
太

郎
状

１
包
紙
入
り

２４７
－
０

［
包
紙
］「
真
源
院
様

御
筆

壱
枚
」

―
―

状
１

「
此
御
書
為
返
礼
三
左
衛
門
方
よ
り
譲
置

申
候
間
父
政
三
未
ノ
六
月
十
二
日
受
取
候

事
」
と
記
載
あ
り

２４７
－
１

［
包
紙
］「
光
利
公
御
筆
」

―
―

状
１

２４７
－
２

「
わ
す
る
な
よ
…
」（
細
川
光
利
和
歌
）

―
―

状
１

２４８
［
包
紙
］「
忠
興
様
よ
り
当
重
質
様
迄
御
書
出
八
通
」

―
―

状
１

２４９
（
白
紙
の
包
紙
）

―
―

状
２

２５０
「
…
親
類
之
続
を
以
士
席
已
下
…
」（
番
方
中
親
類
続
き
の

者
、
士
席
以
下
よ
り
養
女
な
り
が
た
き
段
の
ご
内
意
承
知

に
つ
き
）

―
―

状
１

前
後
欠

２５１
－
０

（
ひ
も
）

―
―

ひ
も

１

２５１
－
１

證
文
（
御
赦
免
開
小
物
成
お
買
い
上
げ
願
の
通
り
仰
せ
つ

け
ら
れ
有
難
く
承
知
の
件
な
ど
）

安
政
２
年
１１
月

財
津
儀
左
衛
門
→
櫨
方

状
１

下
書
き

２５１
－
２

證
文
（
御
赦
免
開
小
物
成
お
買
い
上
げ
願
の
通
り
仰
せ
つ

け
ら
れ
有
難
く
承
知
の
件
な
ど
）

安
政
２
年
１１
月

財
津
儀
左
衛
門
→
櫨
方

状
１

２５１
－
２
と
同
文
の
控
え

２５１
－
３

添
證
文
（
御
赦
免
開
小
物
成
お
買
い
上
げ
に
つ
き
、
相
違

な
く
上
納
の
節
は
御
割
印
返
し
く
だ
さ
る
べ
き
よ
う
）

―
→
櫨
方

状
１

雛
形

２５１
－
４

口
上
之
覚
（
御
赦
免
開
徳
米
天
保
１４
年
よ
り
小
物
成
方
へ

お
買
い
上
げ
に
差
し
出
す
と
こ
ろ
、
直
に
櫨
方
御
間
へ
お

買
い
上
げ
願
に
つ
き
）

安
政
２
年
３
月

財
津
儀
左
衛
門

状
１

下
書
き

２５１
－
５

御
内
意
奉
願
口
上
之
覚
（
先
年
銭
１００
目
に
つ
き
利
米
４

升
に
て
仮
お
買
い
上
げ
の
と
こ
ろ
、
近
来
３
升
５
合
の
定

め
承
知
な
ど
に
つ
き
）

９
月

財
津
儀
左
衛
門

状
１

櫨
方
か
ら
の
返
書
つ
き
、
包
紙
入
り

２５２
－
０

（
ひ
も
）

―
―

ひ
も

１

２５２
－
１

切
支
丹
宗
門
就
御
改
仕
上
ル
起
請
文
前
書

嘉
永
５
年
１１
月

立
山
清
左
衛
門
→
旦
那
様
御
取
次
衆
中

状
１

包
紙
入
り

２５２
－
２

切
支
丹
宗
門
就
御
改
仕
上
ル
起
請
文
前
書

文
化
１２
年
１１
月

道
目
木
村

清
太
→
旦
那
様
御
次
御
役
人
中

状
１

包
紙
入
り

159



番
号

表
題
（
内
容
）

年
代

作
成

形
態

数
量

備
考

２５２
－
３

切
支
丹
宗
門
就
御
改
仕
上
ル
起
請
文
前
書

嘉
永
５
年
１１
月

立
山
申
五
郎
→
旦
那
様
御
取
次
衆
中

状
１

包
紙
入
り

２５３
覚
（
こ
れ
ま
で
の
御
法
度
の
通
り
、
宗
門
改
め
家
内
・
家

中
に
至
る
ま
で
行
う
に
つ
き
）

慶
応
１
年
１２
月

財
津
権
十
郎
→
楯
岡
小
文
吾

状
１

包
紙
入
り

２５４
往
来
（
家
来
助
市
讃
岐
金
毘
羅
参
詣
に
つ
き
往
来
手
形
）

安
永
７
年
７
月

細
川
越
中
守
内
財
津
惣
左
衛
門
→
所
々
御
改
所

状
１

包
紙
入
り

２５５
（
神
農
図
断
簡
）

―
―

状
１

２５６
［
包
紙
］
宗
門
誓
詞
書
物

―
内
牧
手
永
綾
野
村

吉
兵
衛

状
１

包
紙
の
み

２５７
切
支
丹
宗
門
就
御
改
仕
上
ル
起
請
文
前
書

天
保
３
年
１１
月

米
蔵
→
旦
那
様
御
内

状
１

包
紙
入
り

２５８
切
支
丹
宗
門
就
御
改
仕
上
ル
起
請
文
前
書

万
延
１
年
１１
月

立
山
勝
三
郎
→
旦
那
様
御
取
次
衆
中

状
１

包
紙
入
り

２５９
「
尊
書
被
仰
付
候
趣
…
」（
高
田
屋
よ
り
預
金
の
儀
に
つ
い

て
、
催
促
し
た
と
こ
ろ
延
期
を
嘆
願
さ
れ
た
旨
、
な
ど
）

７
月
１８
日

八
代
郡
八
代
町

財
津
永
雄
→
阿
蘇
郡
役
犬

原
村

立
山
豊
太
・
鞭
馬
柳
八

状
１

包
紙
入
り

２６０
兜
立
物
幕
之
紋
定
紋
附
（
兜
・
幕
の
紋
な
ど
に
つ
い
て
申

告
）

嘉
永
５
年
１２
月

財
津
藤
次
郎
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

包
紙
入
り

２６１
先
祖
附
（
大
友
家
に
仕
え
た
羽
野
加
賀
守
か
ら
本
先
祖
附

作
成
者
の
羽
野
源
七
郎
ま
で
の
系
譜
。
細
川
家
に
仕
え
た

経
緯
や
、
財
津
氏
と
の
関
係
な
ど
）

安
政
６
年
９
月

羽
野
源
七
郎
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２６２
先
祖
附
（
大
友
家
に
仕
え
た
江
島
六
右
衛
門
か
ら
本
先
祖

附
作
成
者
の
江
島
弥
一
郎
ま
で
の
系
譜
。
井
出
村
開
発
に

あ
た
っ
た
の
は
長
々
浪
人
で
あ
っ
た
か
ら
と
、
豊
前
・
豊

後
へ
の
通
路
で
あ
っ
た
か
ら
、
な
ど
）

天
保
９
年
１２
月

江
島
弥
一
郎
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２６３
諸
事
之
覚

―
財
津
永
郁

竪
１

表
紙
に
「
万
延
元
年
申
十
一
月
よ
り
之

扣
」
と
あ
り

付
箋
２
つ
あ
り

２６４
－
０

［
包
紙
］
豊
後
日
田
郡
ニ
居
住
ス
ル
同
姓
ニ
係
ル
書
類
入

―
―

―
１

２６４
－
１
－
０

［
包
紙
］
寛
政
六
年
寅
八
月
日
田
丁
同
姓
出
熊
ノ
書
類

―
―

―
１

２６４
－
１
全
体
の
包
紙

２６４
－
１
－
１

［
書
簡
］「
御
家
督
御
祝
儀
且
又
…
」（
財
津
平
右
衛
門
・

武
右
衛
門
へ
御
機
嫌
伺
い
拝
領
物
目
録
引
き
渡
し
）

９
月
１
日

財
津
大
助
→
御
小
姓
頭
衆
中

状
１

下
書
き

２６４
－
１
－
２
－
１
［
書
簡
］「
御
手
紙
拝
見
仕
候
、
弥
御
平
安
…
」（
御
同
姓

よ
り
の
献
上
品
に
つ
き
承
知
別
紙
の
と
お
り
）

９
月
２
日

御
音
信
所
根
取
中
→
財
津
大
助

状
１

２６４
－
１
－
２
－
２
覚
「
財
津
平
右
衛
門
…
」（
財
津
姓
人
名
な
ど
書
上
げ
）

―
―

状
１
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２６４
－
１
－
２
－
３
［
書
簡
］「
財
津
平
右
衛
門
、
財
津
武
右
衛
門
儀
…
」（
御

面
談
も
う
し
た
く
、
拙
者
方
詰
所
ま
で
）

８
月
２９
日

御
小
姓
頭
中
→
財
津
大
助

状
１

２６４
－
１
－
２
－
４
［
書
簡
］「
御
手
紙
致
拝
見
候
、
此
間
御
掛
合
…
」（
御
同

姓
明
日
式
日
御
礼
後
召
し
だ
さ
る
る
の
由
、
ま
た
進
上
物

の
儀
に
つ
き
御
小
姓
頭
か
ら
仰
せ
あ
り
承
知
）

８
月
晦
日

御
音
信
所
→
財
津
大
助

状
１

２６４
－
１
－
２
－
５
［
書
簡
］「
財
津
平
右
衛
門
、
財
津
武
右
衛
門
今
度
…
」

（
御
目
見
え
に
つ
き
来
月
朔
日
御
花
畑
へ
御
同
道
、
進
上

物
も
持
参
の
こ
と
）

８
月
２９
日

御
小
姓
頭
中
→
財
津
大
助

状
１

２６４
－
１
－
２
－
６
［
書
簡
］「
致
拝
見
候
、
今
度
豊
後
日
田
郡
…
」（
御
同
姓

両
名
御
目
見
え
に
つ
き
、
進
上
物
干
し
鯛
代
銀
上
納
な

ど
）

８
月
２８
日

御
音
信
所
→
財
津
大
助

状
１

２６４
－
１
－
２
－
７
［
書
簡
］「
拝
上
仕
候
、
昨
日
御
小
姓
中
…
」（
御
書
面
伺

い
の
趣
、
承
知
な
ど
に
つ
き
）

８
月
晦
日

高
山
吉
助
→
財
津
大
助

状
１

２６４
－
１
－
２
－
８
［
書
簡
］「
先
時
ハ
久
々
ニ
被
得
貴
意
…
」（
御
同
姓
の

人
々
幾
日
熊
本
へ
罷
り
出
ら
れ
る
か
）

８
月
２９
日

高
山
吉
助
→
財
津
大
助

状
１

２６４
－
１
－
２
－
９
覚
「
財
津
武
右
衛
門
先
祖
…
」（
先
年
罷
り
出
た
財
津
同

姓
先
祖
名
書
上
げ
）

８
月

―
状

１

２６４
－
１
－
３
－
１
［
書
簡
］「
貴
札
相
達
致
拝
見
…
」（
諸
事
滞
り
な
く
相
済

み
、
か
つ
来
春
そ
の
地
へ
罷
り
越
し
た
く
）

丑
１１
月
１５
日

財
津
久
竹
→
財
津
平
右
衛
門
・
財
津
武
右
衛

門
状

１
下
書
き

３
－
１
か
ら
３
－
３
ま
で
ひ
も

く
く
り

２６４
－
１
－
３
－
２
［
書
簡
］「
御
別
紙
致
拝
見
候
、
然
者
…
」（
御
機
嫌
伺
い

の
儀
は
御
忌
中
に
つ
き
、
御
忌
明
け
に
達
す
べ
き
な
ど
）

丑
１１
月
２２
日

―
状

１
下
書
き

２６４
－
１
－
３
－
３
［
書
簡
］「
貴
札
相
達
致
拝
見
候
…
」（
平
右
衛
門
・
武
右

衛
門
お
出
で
の
う
え
寛
話
大
慶
、
拝
領
も
の
お
礼
な
ど
に

つ
き
）

丑
１１
月
２２
日

財
津
久
竹
→
財
津
嘉
四
郎
ほ
か
６
名

状
１

下
書
き

２６４
－
１
－
４
－
０
（
ひ
も
）

―
―

ひ
も

１

２６４
－
１
－
４
－
１
［
書
簡
］「
昨
日
者
御
出
被
下
候
処
…
」（
献
上
物
の
儀
、

い
か
ほ
ど
に
相
な
る
べ
き
や
な
ど
）

８
月
２６
日

堀
次
郎
右
衛
門
→
財
津
大
助

状
１

２６４
－
１
－
４
－
２
覚
「
一
紙
弐
拾
弐
匁
…
」（
献
上
物
代
銀
）

寅
９
月
２
日

御
音
信
所

状
１

端
裏
書
「
寛
政
十
一
年
八
月
」

２６４
－
１
－
４
－
３
覚
「
豊
後
日
田
郡
居
住
…
」（
財
津
同
姓
名
付
）

８
月

―
状

１
下
書
き
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２６４
－
１
－
４
－
４
［
書
簡
］「
一
筆
致
啓
上
候
、
弥
御
堅
固
…
」（
平
右
衛

門
・
武
右
衛
門
お
出
で
、
首
尾
よ
く
御
目
見
え
な
ど
）

９
月
２
日

―
状

１
下
書
き

２６４
－
１
－
５
－
０
［
包
紙
］「
寛
政
六
年
寅
八
月
日
田
ノ
同
姓
出
熊
ニ
付
テ
ノ

書
類
写
会
見
出
願
入
」

―
―

包
紙

１
包
紙

２６４
－
１
－
５
－
１
口
上
之
覚
「
豊
後
日
田
郡
同
姓
…
」（
同
姓
の
者
、
御
銀

拝
領
に
つ
き
お
礼
申
し
上
げ
の
た
め
飛
脚
差
し
上
げ
）

寅
１１
月
２２
日

財
津
大
介
→
御
小
姓
頭
衆
中

状
１

控
え

端
裏
書
「
日
田
よ
り
飛
脚
到
来
紙

面
幷
返
答
扣
入
」

２６４
－
１
－
５
－
２
［
書
簡
］「
豊
後
日
田
郡
居
住
之
…
」（
御
銀
拝
領
御
礼
の

飛
脚
の
儀
、
承
知
に
つ
き
）

寅
１１
月
２２
日

御
小
姓
頭
中
→
財
津
大
介

状
１

２６４
－
１
－
５
－
３
口
上
之
覚
「
豊
後
国
日
田
郡
ニ
居
…
」（
日
田
の
同
姓
財

津
平
右
衛
門
・
武
右
衛
門
ご
機
嫌
伺
い
の
た
め
御
序
で
の

節
お
目
見
え
願
い
）

８
月

財
津
大
介
→
御
小
姓
頭
衆
中

状
１

２６４
－
１
－
６
－
１
［
書
簡
］「
一
筆
致
啓
上
候
寒
気
之
節
…
」（
財
津
平
右
衛

門
・
武
右
衛
門
お
目
見
え
の
節
、
御
銀
拝
領
に
つ
き
別
紙

請
状
披
露
願
い
）

―
財
津
善
四
郎
ほ
か
６
名
→
財
津
大
介

状
１

２６４
－
１
－
６
－
２
［
書
簡
］「
別
紙
申
進
候
、
然
者
此
節
…
」（
ご
機
嫌
伺
い

口
上
書
な
ど
書
式
不
案
内
に
つ
き
）

―
―

状
１

３６４
－
１
－
６
－
１
に
包
む

２６４
－
１
－
７

［
書
簡
］「
…
豊
後
日
田
郡
同
姓
之
内
財
津
小
右
衛
門
…
」

（
日
田
大
原
宮
社
家
中
よ
り
大
原
宮
由
緒
な
ら
び
に
寄
進

願
）

３
月

―

状
１

前
欠

端
裏
書
「
日
田
郡
八
幡
宮
寄
進

儀
」

２６４
－
１
－
８

［
書
簡
］「
一
筆
致
啓
上
候
、
寒
気
強
…
」（
お
目
見
え
仰

せ
つ
け
有
り
難
く
、
来
春
ご
越
境
お
待
ち
申
し
上
げ
）

１１
月
１５
日

財
津
武
右
衛
門
永
広
・
財
津
平
右
衛
門
永
方

→
財
津
大
介

状
１

く
く
り
ひ
も
あ
り

２６４
－
２
－
０

［
ひ
も
・
白
紙
断
簡
］

―
―

―
２

２６４
－
２
－
１

日
田
同
姓
参
着
取
計
覚

文
政
９
年
８
月
１２
日

―
横
半

１

２６４
－
２
－
２

［
書
簡
］「
…
御
達
被
置
候
御
覚
書
…
」（
別
紙
付
紙
の
通

り
申
し
来
る
に
つ
き
）

９
月
５
日

成
瀬
十
助
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

前
欠

２６４
－
２
－
３
－
１
口
上
之
覚
「
私
同
姓
之
内
豊
後
日
田
郡
…
」（
財
津
七
左

衛
門
・
甚
助
お
目
見
得
の
と
こ
ろ
、
私
至
貧
に
て
物
入
り

多
く
難
渋
に
つ
き
心
づ
け
願
い
）

８
月

財
津
儀
左
衛
門
→
成
瀬
十
助
・
財
津
貞
之
助

状
１

御
勘
定
御
方
御
奉
行
中
よ
り
続
繁
弥
宛
て

包
紙
入
り

２６４
－
２
－
３
－
２
「
書
面
之
通
ニ
付
…
」（
心
づ
け
と
し
て
米
２
石
１
斗
渡
し

下
さ
れ
）

９
月
５
日

御
勘
定
方
御
奉
行
中
→
続
繁
弥

状
１
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２６４
－
２
－
４

「
一
銭
弐
拾
三
匁
五
分
…
」（
両
殿
様
へ
差
し
上
げ
る
干
し

鯛
・
乗
せ
台
代
銀
ご
上
納
な
さ
る
べ
く
）

８
月
２３
日

御
音
信
所
御
役
人
中
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２６４
－
２
－
５

［
書
簡
］「
一
昨
日
�
乍
途
中
…
」（
日
田
同
姓
監
物
方
へ

ご
同
道
の
儀
、
明
２４
日
お
い
で
下
さ
る
べ
く
）

８
月
２３
日

来
海
秀
助
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

包
紙
入
り

２６４
－
２
－
６

口
上
之
覚
「
豊
後
国
日
田
郡
ニ
居
申
候
…
」（
財
津
七
左

衛
門
・
甚
助
、
殿
様
御
家
督
御
初
入
り
の
お
目
見
え
願
い

に
つ
き
）

８
月
１４
日

財
津
儀
左
衛
門

状
１

２６４
－
２
－
７

［
書
簡
］「
昨
日
御
懸
合
仕
候
御
同
姓
様
…
」（
明
朝
御
対

面
の
趣
、
委
細
仰
せ
下
さ
れ
承
知
）

８
月
２４
日

松
野
匡
小
姓
頭
共
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２６４
－
２
－
８

覚
「
豊
後
国
日
田
郡
居
住
之
同
姓
…
」（
財
津
七
左
衛

門
・
甚
助
家
督
祝
儀
申
し
上
げ
た
く
今
夜
参
着
）

８
月
１２
日

財
津
儀
左
衛
門

状
１

端
裏
書
「
一
扣

自
分
不
快
ニ
付
七
助
へ

頼
ミ
成
瀬
へ
連
ル
」、
裏
に
８
月
１４
日
付

け
の
覚
書
扣
も
あ
り

２６４
－
２
－
９

［
書
簡
］「
御
紙
面
奉
拝
見
候
、
弥
御
安
泰
…
」（
財
津
七

左
衛
門
・
甚
助
お
目
見
え
願
い
の
儀
、
お
受
け
に
つ
き
）

８
月
２０
日

（
松
野
）
匡
小
姓
頭
共
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２６４
－
２
－
１０

［
書
簡
］「
弥
御
安
全
被
成
御
座
…
」（
御
同
姓
に
御
目
に

掛
か
る
べ
き
と
こ
ろ
故
障
に
つ
き
、
願
い
の
暇
後
朝
に
面

会
し
た
く
）

８
月
２３
日

松
野
匡
小
姓
頭
共
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２６４
－
２
－
１１

口
上
之
覚
「
私
同
姓
之
内
豊
後
日
田
郡
…
」（
御
祝
儀
申

し
上
げ
た
く
私
宅
へ
二
、
三
人
滞
留
の
と
こ
ろ
、
私
極
貧

に
つ
き
御
心
づ
け
願
い
）

―
―

状
１

下
書
き

２６４
－
２
－
１２

［
書
簡
］「
御
手
翰
拝
見
仕
候
、
扨
今
朝
…
」（
御
同
姓
様

へ
御
目
に
懸
り
、
お
土
産
の
品
差
し
出
す
よ
う
申
し
付
け

な
ど
）

８
月
２５
日

松
野
匡
小
姓
頭
共
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２６４
－
２
－
１３

［
書
簡
］「
御
多
念
之
処
紙
表
被
仰
下
…
」［
干
し
鯛
・
乗

台
代
銭
の
儀
、
引
き
合
い
の
と
こ
ろ
相
違
な
く
）

８
月
２５
日

御
音
信
所
御
役
人
中
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２６４
－
２
－
１４

［
書
簡
］「
家
来
之
者
江
御
紙
面
…
」（
御
同
姓
召
し
出
し

の
儀
、
惣
兵
衛
よ
り
申
し
聞
け
の
と
こ
ろ
失
念
お
わ
び
）

８
月
２０
日

田
中
大
助
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２６４
－
２
－
１５

［
書
簡
］「
拝
誦
仕
候
、
然
者
財
津
…
」（
七
左
衛
門
・
甚

助
２３
日
お
目
見
え
進
上
物
の
儀
に
つ
き
承
知
、
当
朝
御
小

姓
頭
衆
へ
差
し
回
し
）

８
月
２０
日

御
音
信
所
御
役
人
中
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１
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２６４
－
２
－
１６

「
豊
後
日
田
郡
居
住
為
惣
名
代
…
」（
お
目
見
え
名
代
お
よ

び
日
田
住
居
の
財
津
一
族
の
名
前
書
上
げ
）

８
月
２３
日

財
津
儀
左
衛
門

状
１

２６４
－
２
－
１７

「
豊
後
日
田
郡
居
住

財
津
七
左
衛
門
…
」（
殿
様
御
家

督
・
御
入
国
の
御
祝
儀
惣
名
代
と
し
て
お
目
見
え
お
礼
参

上
に
つ
き
）

８
月
２３
日

財
津
儀
左
衛
門

状
１

２６４
－
２
－
１８

「
豊
後
日
田
郡
居
住

財
津
七
左
衛
門
…
」（
殿
様
御
家

督
・
御
入
国
の
御
祝
儀
惣
名
代
と
し
て
お
目
見
え
お
礼
参

上
に
つ
き
）

８
月
２３
日

財
津
儀
左
衛
門

状
１

２６４
－
２
－
１７
と
同
文

２６４
－
２
－
１９

［
書
簡
］「
御
紙
状
拝
見
仕
候
、
被
仰
越
候
…
」（
日
田
郡

御
同
姓
よ
り
御
祝
と
し
て
両
殿
様
へ
干
し
鯛
差
上
げ
の
儀
、

文
政
３
年
８
月
の
見
合
い
を
も
っ
て
お
伺
い
の
由
承
知
）

８
月
１６
日

御
音
信
所
御
役
人
中
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２６４
－
２
－
２０
－
０
［
包
紙
］
口
上
之
覚

―
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２６４
－
２
－
２０
－
１
覚
「
一
日
田
郡
財
津
之
者
…
」（
財
津
同
姓
名
前
書
上
）

８
月

―
状

１

２６４
－
２
－
２０
－
２
口
上
之
覚
（
日
田
郡
同
姓
の
う
ち
七
左
衛
門
・
甚
助
両
名
、

惣
名
代
と
し
て
今
度
御
家
督
・
御
初
入
り
の
御
歓
び
１２
日

参
着
に
つ
き
お
目
見
え
願
い
）

８
月
１４
日

―

状
１

２６４
－
２
－
２１

口
上
之
覚
（
財
津
七
左
衛
門
・
甚
助
、
御
目
見
え
の
た
め

罷
り
越
し
の
所
、
私
至
貧
に
つ
き
御
心
得
下
さ
れ
た
く
）

８
月

財
津
儀
左
衛
門
→
成
瀬
十
助
・
財
津
貞
之
助

状
１

２６４
－
２
－
２２

口
上
之
覚
（
財
津
七
左
衛
門
・
甚
助
、
御
目
見
え
の
た
め

罷
り
越
し
の
所
、
私
至
貧
に
つ
き
御
心
得
下
さ
れ
た
く
）

８
月

財
津
儀
左
衛
門
→
成
瀬
十
助
・
財
津
貞
之
助

状
１

２６４
－
２
－
２３
－
１
「
豊
後
日
田
郡
居
住
…
」（
財
津
七
左
衛
門
・
甚
助
両
殿
様

へ
お
目
見
え
願
い
に
つ
き
下
書
き
）

８
月
２３
日

財
津
儀
左
衛
門

状
１

２６４
－
２
－
２３
－
２
「
豊
後
日
田
郡
居
住
…
」（
財
津
七
左
衛
門
・
甚
助
両
殿
様

へ
お
目
見
え
願
い
に
つ
き
）

８
月
２３
日

財
津
儀
左
衛
門

状
１

２６４
－
２
－
２３
－
３
覚
「
豊
後
日
田
郡
居
住
…
」（
只
今
罷
出
候
に
つ
き
）

８
月
２３
日

財
津
儀
左
衛
門
→
御
小
姓
頭
衆
中

状
１

２６４
－
２
－
２４

［
書
簡
］「
財
津
七
左
衛
門
、
財
津
甚
助
儀
…
」（
お
目
見

え
願
い
の
と
こ
ろ
、
２３
日
諸
御
礼
後
召
し
出
さ
れ
に
つ
き

五
半
時
ま
で
に
御
花
畑
へ
同
道
あ
る
べ
く
）

８
月
１９
日

田
中
大
助
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２６４
－
３
－
０

［
ひ
も
］

―
―

ひ
も

１

２６４
－
３
－
１

日
田
同
姓
参
節
取
計
之
覚

寛
政
１０
年
８
月
２７
日

―
横
半

１
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２６４
－
３
－
２

［
書
簡
］「
以
手
紙
得
御
意
候
、
弥
御
清
安
…
」（
お
目
見

え
の
節
、
干
し
椎
茸
差
し
上
げ
の
儀
に
つ
き
）

９
月
１０
日

財
津
大
助
→
御
音
信
所
御
役
人
中

状
１

控
え
か
、
端
裏
書
「
三
」、
末
尾
裏
面
に

記
す

２６４
－
３
－
３
－
１
［
書
簡
］「
一
筆
啓
上
仕
候
、
秋
冷
之
節
…
」（
財
津
彦
四

郎
・
半
兵
衛
罷
り
越
す
の
儀
、
万
事
頼
み
入
り
）

８
月
２５
日

財
津
武
右
衛
門
永
広
・
財
津
平
右
衛
門
永
方

→
財
津
大
助

状
１

２６４
－
３
－
３
－
２
日
田
同
姓
（
財
津
同
姓
人
名
書
上
げ
）

―
―

状
１

２６４
－
３
－
３
－
３
［
書
簡
］「
以
手
紙
得
貴
意
候
、
弥
御
清
安
…
」（
お
目
見

え
の
節
、
差
し
上
げ
物
の
儀
に
つ
き
）

８
月
２９
日

財
津
大
介
→
御
音
信
所
御
役
人
中

状
１

控
え

２６４
－
４

［
書
簡
］「
昨
日
被
仰
之
御
同
姓
…
」（
同
姓
戸
四
郎
殿
指

上
げ
物
の
儀
、
干
し
椎
茸
献
上
然
る
べ
き
よ
し
）

８
月
晦
日

御
音
信
所
御
役
人
中
→
財
津
大
助

状
１

２６４
－
５

［
書
簡
］「
御
紙
着
奉
拝
見
候
、
弥
御
安
康
…
」（
財
津
戸

四
郎
お
目
見
え
に
つ
き
指
上
げ
物
の
儀
承
知
、
拝
領
物
な

ど
）

８
月
２９
日

御
音
信
所
御
役
人
中
→
財
津
大
助

状
１

２６４
－
６

［
書
簡
］「
愈
御
安
全
可
被
成
…
」（
日
田
御
同
姓
へ
対
面

の
儀
、
外
記
へ
申
し
聞
け
候
と
こ
ろ
明
後
三
日
対
面
）

９
月
１
日

松
野
外
記
小
姓
頭
共
→
財
津
大
助

状
１

２６４
－
７

［
書
簡
］「
御
帋
上
初
見
仕
候
、
然
者
…
」（
日
田
御
同
姓

御
土
産
、
外
記
へ
差
送
り
の
儀
承
知
）

９
月
３
日

松
野
外
記
小
姓
頭
共
→
財
津
大
助

状
１

２６４
－
８

［
書
簡
］「
御
手
紙
拝
見
仕
候
、
然
者
明
日
…
」（
御
対
面

の
両
氏
よ
り
お
土
産
一
品
請
取
）

９
月
２
日

栗
崎
大
助
・
岸
原
治
郎
助
・
山
中
任
助
→
財

津
大
助

状
１

２６４
－
９

「
寅
八
月
廿
日
日
田
郡
…
」（
日
田
同
姓
お
目
見
え
一
件
口

上
書
・
書
簡
控
え
）

―
―

横
半

１

２６４
－
１０

［
袋
］（
白
紙
）

―
―

袋
１

２６４
－
１１
－
０

［
包
紙
］「
天
保
九
年
二
月
廿
四
日
財
津
俊
平
来
ル
時
ノ
書

類
」

―
―

包
紙

１

２６４
－
１１
－
１
－
１
差
出
（
日
田
郡
居
住
の
同
姓
何
日
に
帰
る
に
つ
き
届
け
書

き
雛
形
）

―
―

状
１

２６４
－
１１
－
１
－
２
と
同
梱

２６４
－
１１
－
１
－
２
差
出
（
日
田
郡
居
住
の
財
津
俊
平
往
来
手
形
願
）

天
保
９
年
２
月
２５
日

―
状

１

２６４
－
１１
－
２

「
財
津
俊
平
帰
着
之
儀
…
」（
認
め
書
、
取
り
計
ら
い
方
の

儀
に
つ
き
）

２
月
２７
日

→
藤
崎
太
右
衛
門

状
１
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２６４
－
１１
－
３

［
書
簡
］「
昨
日
御
遣
被
成
候
御
相
役
…
」（
同
姓
参
る
の

届
け
按
文
写
す
に
つ
き
、
御
取
扱
い
願
）

２
月
２７
日

寒
頭
→
太
右
衛
門

状
１

く
く
り
ひ
も
あ
り

２６４
－
１２

「
一
進
物
代

寛
政
十
年
八
月
…
」（
寛
政
１０
年
、
文
政
３

年
進
物
代
控
え
）

―
―

状
１

２６４
－
１３

［
書
簡
］「
拝
見
仕
候
、
愈
御
安
康
…
」（
御
上
納
物
代
銀

受
取
）

９
月
５
日

御
音
信
所
御
役
人
中
→
財
津
大
助

状
１

２６４
－
１４

［
書
簡
］「
以
手
紙
得
貴
意
申
候
、
先
時
…
」（
来
る
二
日

朝
出
仕
前
に
御
目
に
か
か
り
た
く
）

８
月
晦
日

栗
崎
大
助
・
岸
原
次
郎
助
・
山
中
任
助
→
財

津
大
助

状
１

２６５
「
阿
蘇
組
中
増
奉
公
人
…
」（
増
奉
公
人
か
ら
の
差
出
を
提

出
。
ま
た
差
出
方
法
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
る
）

１１
月
７
日

財
津
大
助
→
御
郡
方

下
根
取
衆
中

状
１

郡
方
よ
り
の
返
答
を
記
し
た
と
み
ら
れ
る

付
け
札
あ
り

２６６
－
０

［
包
紙
］「
阿
蘇
組
差
物
之
類
ニ
付
伺
之
書
類
」

状
１

２６６
－
１

「
御
用
番
江
相
達
候
処
…
」（
阿
蘇
組
指
物
・
武
具
見
分
に

つ
い
て
の
伺
い
（
２６６
－
２
な
ら
ん
）
に
対
す
る
回
答
）

８
月
２４
日

御
奉
行
中
→
志
水
九
左
衛
門

状
１

２６６
－
２
と
一
括
で
巻
か
れ
て
い
る

２６６
－
２

口
上
之
覚
（
阿
蘇
組
の
面
々
は
ど
の
よ
う
な
指
物
を
使
っ

た
ら
よ
い
か
伺
い
。
ま
た
近
来
武
具
手
入
れ
が
進
ん
で
き

た
の
で
見
分
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
よ
う
願
い
）

８
月

財
津
大
助

状
１

２６６
－
１
と
一
括
で
巻
か
れ
て
い
る

２６７
「
白
塩
硝
製
方
ニ
付
…
」（
軍
備
要
用
の
品
で
あ
る
白
焔
硝

製
造
の
た
め
、
家
々
床
下
土
取
り
に
異
議
な
く
応
じ
る
よ

う
御
城
内
方
・
御
奉
行
方
の
命
を
伝
え
る
）

（
慶
応
元
年
）１１
月
９
日

財
津
権
十
郎
→
財
津
平
左
衛
門
・
江
島
安
左

衛
門
・
財
津
市
之
進
・
羽
野
源
七
郎
・
財
津

藤
右
衛
門

状
１

宛
所
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
の
と
こ
ろ
に

「
承
知
仕
候
」
と
記
入
し
て
い
る

２６８
「
阿
蘇
組
ニ
対
ス
ル
書
類
」

―
―

包
紙

１

２６９
－
０

（
ひ
も
）

―
―

ひ
も

１

２６９
－
１

「
□
（
財
）
津
八
郎
左
衛
門
・
財
津
□
（
平
）
左
衛
門
…
」

（
知
行
所
荒
廃
（
カ
）
に
つ
き
急
餓
御
救
米
拝
借
願
い
）

１２
月
２６
日

財
津
儀
左
衛
門
→
御
物
定
方
御
奉
行
中

破
損
大

２６９
－
２

「
…
右
之
面
々
御
知
行
兼
而
直
所
務
…
」（
阿
蘇
組
江
島
源

内
ほ
か
２
名
の
知
行
所
が
当
年
非
常
の
凶
作
に
つ
き
、
救

米
拝
借
を
願
う
）

１２
月

財
津
儀
左
衛
門

状
１

案
文

一
部
分
を
書
き
直
し
た
附
箋
あ
り

２６９
－
３
－
１

「
今
度
拝
借
被
仰
付
候
荒
飢
取
救
米
等
…
」（
荒
飢
取
救
米

に
つ
い
て
、
願
い
の
通
り
認
め
ら
れ
た
の
で
お
受
け
）

１２
月
２９
日

財
津
平
左
衛
門
・
財
津
八
郎
左
衛
門
→
財
津

儀
左
衛
門

状
１

２６９
－
３
－
２
を
包
む

２６９
－
３
－
２

「
財
津
八
郎
左
衛
門
・
同
平
左
衛
門
譜
代
之
家
来
等
…
」

（
急
飢
取
救
米
受
取
に
つ
き
、
そ
の
額
を
記
す
）

１２
月
２９
日

御
勘
定
方
御
奉
行
中
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２６９
－
３
－
１
に
包
ま
れ
て
い
る

166



番
号

表
題
（
内
容
）

年
代

作
成

形
態

数
量

備
考

２６９
－
４

「
…
先
以
旧
蟄
已
来
ハ
拝
借
之
儀
…
」（
拝
借
の
こ
と
に
つ

き
、
厚
き
ご
配
慮
を
謝
す
。
ま
た
救
米
受
取
の
様
子
、
今

後
の
拝
借
願
い
予
定
に
つ
い
て
）

正
月
２５
日

財
津
平
左
衛
門
→
儀
左
衛
門

状
１

２６９
－
５

口
上
之
覚
「
私
共
儀
今
般
拝
借
奉
願
候
処
、
平
準
方
・
櫨

方
よ
り
半
方
…
」（
拝
借
米
・
荒
飢
米
の
受
取
時
期
な
ど

に
つ
き
願
い
）

１２
月
２７
日

財
津
平
左
衛
門
・
財
津
八
郎
左
衛
門
→
財
津

儀
左
衛
門

状
１

２６９
－
６
－
１

覚
「
一
、
壱
貫
三
百
拾
七
文
八
分
四
厘
」（
銭
渡
し
の
覚
）
極
月
２３
日

会
津
屋
→
清
左
衛
門

状
１

２６９
－
６
－
２
を
包
む

２６９
－
６
－
２

「
銭
壱
貫
三
百
拾
七
文
八
分
四
厘

財
津
儀
左
衛
門
」

―
―

状
１

２６９
－
６
－
１
に
包
ま
れ
て
い
る

２６９
－
７

覚
「
一
、
銭
壱
貫
九
百
五
拾
壱
文
六
分
五
厘
」（
平
準

方
・
櫨
方
よ
り
の
銭
受
取
）

１２
月
２７
日

―
状

１

２７０
－
０

［
包
紙
］「
財
津
儀
左
衛
門
様

中
村
進
士
」

―
―

状
１

２７０
－
１

「
財
津
儀
左
衛
門
差
出
之
御
赦
免
開
…
」（
赦
免
開
利
下
げ

に
つ
き
、
不
足
の
節
の
対
応
な
ど
）

１１
月
２
日

大
西
東
次
→
中
村
進
士

状
１

２７０
－
２

「
…
併
調
ニ
付
乍
存
御
無
礼
申
上
候
…
」（
調
え
の
こ
と
に

つ
き
、
別
紙
を
送
る
）

１１
月
３
日

進
士
→
儀
左
衛
門

状
１

２７１
「
肥
後
国
於
山
鹿
郡
之
内
参
百
石
…
」（
知
行
宛
行
状
）

寛
永
１０
年
９
月
朔
日

（
細
川
）
忠
利
→
財
津
惣
兵
衛

状
１

包
紙
入
り

２７２
「
肥
後
国
於
山
鹿
郡
之
内
三
百
石
…
」（
知
行
宛
行
状
）

寛
文
元
年
８
月
５
日

（
細
川
）
綱
利
→
財
津
惣
兵
衛

状
１

２７３
［
書
簡
］「
一
書
啓
上
仕
候
先
日
者
得
尊
意
忝
奉
存
候
…
」

（
私
知
行
の
牢
人
に
御
懇
に
仰
せ
聞
か
せ
ら
る
に
つ
き
）

卯
月
１６
日

財
津
惣
左
衛
門
→
監
物

状
１

２７４
「
肥
後
国
山
鹿
郡
之
内
三
百
石
…
」（
知
行
宛
行
状
）

天
明
８
年
９
月
１８
日

（
細
川
）
斉
茲
→
財
津
大
助

状
１

包
紙
入
り

２７５
［
書
簡
］「
先
日
以
使
者
申
入
候
付
為
御
礼
…
」（
先
刻
の

お
出
で
を
感
謝
、
お
目
に
か
か
れ
ず
残
念
）

１０
月
１０
日

忠
利
（
細
越
中
）
→
永
監
物

状
１

（
端
裏
ウ
ハ
書
）「（
墨
引
）
永
監
物
様
人
々

御
中
」

２７６
「
御
知
行
引
渡
差
紙
」（
財
津
儀
左
衛
門
上
知
高
三
百
石
を

名
跡
相
続
の
二
男
財
津
権
十
郎
へ
引
き
渡
す
よ
う
に
）

（
慶
応
元
年
）
丑
１２
月

７
日

―
状

１
包
紙
二
重
、
状
が
一
部
く
っ
つ
い
て
い
て

途
中
か
ら
開
か
ず

２７７
「
肥
後
国
於
山
鹿
郡
之
内
参
百
石
…
」（
知
行
宛
行
状
）

寛
永
１８
年
８
月
朔
日

光
貞
→
財
津
惣
兵
衛

状
１

包
紙
入
り

２７８
「
肥
後
国
於
山
鹿
郡
之
内
三
百
石
…
」（
知
行
宛
行
状
）

正
徳
６
年
２
月
１８
日

宣
紀
→
財
津
惣
左
衛
門

状
１

包
紙
入
り

２７９
「
豊
前
国
仲
津
郡
於
続
命
院
村
…
」（
二
百
石
知
行
宛
行

状
）

元
和
元
年
９
月
日

（
細
川
忠
興
）
→
財
津
久
七

状
１

包
紙
入
り
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２８０
「
肥
後
国
於
山
鹿
郡
之
内
三
百
石
…
」（
知
行
宛
行
状
）

寛
延
元
年
９
月
１
日

重
賢
→
財
津
惣
兵
衛

状
１

代
替
わ
り
に
際
し
天
明
６
年
７
月
に
藩
に

提
出
し
た
書
出
の
扣

２８１
「
肥
後
国
於
山
鹿
郡
之
内
三
百
石
…
」（
知
行
宛
行
状
）

寛
延
元
年
９
月
１
日

重
賢
→
財
津
惣
兵
衛

状
１

包
紙
入
り
２８０
の
正
文
な
ら
ん

２８２
「
肥
後
国
於
山
鹿
郡
之
内
三
百
石
…
」（
知
行
宛
行
状
）

享
保
１９
年
１１
月
１
日

宗
孝
→
財
津
惣
兵
衛

状
１

２８３
［
包
紙
］「
御
書
出
」

―
財
津
惣
兵
衛

状
１

２８４
「
豊
前
国
中
津
郡
続
命
院
村
之
内
弐
百
石
…
」（
知
行
宛
行

状
）

寛
永
７
年
８
月
朔
日

（
細
川
）
忠
利
→
財
津
市
兵
衛

状
１

２８５
「
肥
後
国
於
山
鹿
郡
之
内
三
百
石
…
」（
知
行
宛
行
状
）

天
明
６
年
９
月
朔
日

（
細
川
）
治
年
→
財
津
大
助

状
１

包
紙
入
り

２８６
「
其
方
儀
津
田
平
七
郎
跡
御
留
守
居
…
」（
今
ま
で
の
通
り

の
役
職
を
指
示
）

明
治
元
年
１１２０

日
平
野
九
郎
太
郎
カ
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

２８７
阿
蘇
郡
黒
川
村
大
字
役
犬
原
村
字
東
道
目
木
、
西
道
目
木
、

中
道
目
木
、
伊
庵
原
略
図

明
治
２７
年
１０
月

―
舗

１
「
財
津
所
有
」

２８８
「
一
、
兜
頭
形
黒
塗
…
」（
兜
紋
書
上
げ
）

文
化
５
年
１１
月

財
津
大
助
→
長
岡
帯
刀

竪
１

寛
政
五
年
の
も
の
を
書
き
な
お
し
て
い
る

２８９
建
物
表
示
変
更
登
記
申
請
書

昭
和
１０
年
３
月
８
日

申
請
人
財
津
永
雄
・
代
人
田
邊
末
雄
→
熊
本

裁
判
所

竪
１

２９０
昭
和
元
年
（
大
正
十
五
年
）
度
小
作
米
之
内
立
山
取
立
分

計
算
（
昭
和
１
～
３
年
小
作
米
計
算
）

昭
和
（
初
期
）

―
綴

１

２９１
－
０

［
封
筒
］
阿
蘇
ノ
治
所
ニ
係
ル
契
約
証
其
他
必
要
書
類
入

永
年
保
存
ノ
丁

（
近
代
）

市
内
柳
川
丁
財
津
氏

封
筒

１

２９１
－
１
－
０

山
部
脇
喜
小
作
契
約
証
入

―
―

封
筒

１

２９１
－
１
－
１

契
約
証
書
「
右
当
事
者
間
於
テ
…
」（
畑
地
を
田
に
開
墾

し
小
作
の
示
談
成
立
）

大
正
１５
年
１２
月
２０
日

土
地
所
有
者
財
津
永
雄
、
開
墾
小
作
人
山
部

勝
喜
、
立
会
人
鈴
木
虎
熊
・
下
村
末
次
郎

竪
１

２９１
－
１
－
２

下
作
証
書
「
阿
蘇
郡
黒
川
村
大
字
役
犬
原
字
中
道
目
木

…
」

昭
和
２
年
１
月
１０
日

黒
川
村
大
字
役
犬
原
下
作
人
山
部
勝
喜
、
立

会
人
鈴
木
虎
熊
・
下
村
末
次
郎
→
熊
本
市
京

町
土
地
所
有
者
財
津
永
雄

竪
１

２９１
－
２

契
約
書
「
右
両
者
間
ニ
於
テ
…
」（
水
道
用
借
地
証
文
）

大
正
１０
年
９
月

渡
辺
徳
次
郎
、
財
津
永
雄
、
立
会
人
本
田
浅

喜
、
同
鈴
木
乕
熊

竪
１

封
筒
入
り

２９１
－
３

契
約
書
「
阿
蘇
郡
黒
川
村
役
犬
原
…
」（
畑
買
請
文
書
）

大
正
１２
年
４
月
５
日

山
部
直
喜
→
財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

代
書
米
田
平
太
郎
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２９１
－
４

誓
約
書
「
阿
蘇
郡
黒
川
村
役
犬
原
…
」（
用
水
利
用
に
際

し
、
迷
惑
を
か
け
な
い
旨
を
誓
う
）

大
正
１２
年
４
月
５
日

阿
蘇
郡
黒
川
村
大
字
役
犬
原

本
田
浅
喜
、

立
会
人
鈴
木
乕
熊
・
立
山
伝
→
財
津
永
雄

状
１

代
書
渡
辺
勇
吉

２９１
－
５
－
０

［
封
筒
］
山
口
契
約
証
入

大
正
１４
年
１１
月
８
日

―
封
筒

１

２９１
－
５
－
１

契
約
書
「
財
津
永
雄
ヨ
リ
山
口
重
廣
ヘ
…
」（
黒
川
村
役

犬
原
東
道
目
木
の
土
地
売
買
に
あ
た
り
、
灌
漑
利
用
に
つ

い
て
取
り
決
め
る
）

大
正
１４
年
１１
月
３０
日

熊
本
市
京
町
本
丁

甲
者

財
津
永
雄
、
阿

蘇
郡
黒
川
村
大
字
役
犬
原

乙
者

山
口
重

廣
ほ
か
３
名

竪
１

代
書
家
入
美
成

２９１
－
５
－
２

領
収
証
「
一
、
金
七
千
弐
百
四
拾
五
円
」（
東
道
目
木
の

土
地
売
渡
代
金
領
収
証
の
覚
え
）

大
正
１４
年
１２
月
５
日

→
山
口
重
広

状
１

２９１
－
６
－
０

［
封
筒
］
山
部
仁
一
郎
ト
水
道
敷
地
ノ
一
部
交
換
契
約
書

入

大
正
１０
年
３
月
１８
日

―
封
筒

１

２９１
－
６
－
１

交
換
契
約
書
「
別
紙
図
面
之
通
リ
…
」（
東
道
目
木
の
土

地
交
換
に
関
す
る
契
約
書
と
図
面
の
綴
り
）

大
正
１０
年
３
月
１８
日

熊
本
市
京
町
本
丁
契
約
主
財
津
永
雄
、
阿
蘇

郡
宮
地
町
契
約
主
山
部
仁
一
郎
、
立
合
人
山

部
�
雄
・
鈴
木
乕
熊

綴
１

２９１
－
７
－
０

［
封
筒
］
立
山
伝
借
用
証
書
入

昭
和
元
年
１２
月

―
封
筒

１
実
際
に
は
昭
和
元
年
よ
り
後
に
も
利
用
さ

れ
て
い
る

２９１
－
７
－
１

領
収
証
「
一
、
金
四
百
円
也
…
」（
大
正
７
年
、
財
津
永

雄
が
東
道
目
木
の
土
地
を
担
保
に
立
山
十
力
か
ら
借
り
た

４００
円
弁
済
の
関
係
書
類
綴
り
）

昭
和
７
年
５
月
１２
日

財
津
永
雄
・
立
山
十
力

綴
１

２９２
証
書
（
十
三
年
四
月

小
学
中
等
科
第
四
級
卒
業
）

明
治
１８
年
５
月
２８
日

熊
本
県
八
代
郡
一
番
学
区
八
代
町
公
立
代
陽

学
校
→
財
津
秀
雄

状
１

２９３
－
１

入
学
願
「
右
者
第
十
八
番
…
」（
財
津
永
雄
代
城
学
校
へ

入
学
願
）

明
治
１１
年
４
月
３
日

財
津
〔

〕
→
中
西
慎
終

状
１

２９３
－
２

履
歴
書
「
明
治
八
年
三
月
ヨ
リ
…
」

明
治
１４
年
９
月
１０
日

熊
本
県
士
族
八
代
郡
八
代
町

財
津
永
雄

状
１

２９４
「
豊
前
国
於
下
毛
郡
参
百
石
…
」（
知
行
宛
行
状
・
知
行
方

目
録
）

慶
長
８
年
９
月
１６
日

忠
興
→
財
津
惣
左
衛
門

状
２

包
紙
入
り

包
紙
二
重

２９５
御
知
行
引
渡
差
紙
（
財
津
儀
角
上
知
高
三
百
石
を
養
子
財

津
才
次
郎
へ
引
き
渡
す
よ
う
に
）

亥
９
月
２５
日

大
洞
弥
一
兵
衛
ほ
か
４
名
→
山
鹿

内
藤
勘

左
衛
門
・
内
藤
儀
左
衛
門

状
１

包
紙
入
り

包
紙
二
重

２９６
－
０

［
包
紙
］「
御
書
一
通

財
津
三
左
衛
門
江
引
譲
之
節
取
か

は
し
置
候
三
左
衛
門
書
付
幷
遣
候
扣
書
入
」

文
政
６
年
６
月
１２
日

―
状

１
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２９６
－
１

覚
「
一
、
七
介
殿

越
与
御
当
被
遊
候
御
書
壱
通
…
」

（
所
望
の
大
助
家
伝
来
文
書
を
譲
り
与
え
ら
れ
る
に
つ
き
）

文
政
６
年
６
月

財
津
三
左
衛
門
→
財
津
大
助

状
１

２９６
－
２

覚
「
一
、
御
筆

七
介
殿

越
…
」（
財
津
三
左
衛
門
の

所
望
に
よ
り
文
書
を
譲
る
に
つ
き
）

文
政
６
年
６
月
１２
日

財
津
大
助
→
財
津
三
左
衛
門

状
１

三
斎
様
・
妙
解
院
様
（
忠
利
）
の
ど
ち
ら

か
判
別
で
き
ざ
る
旨
の
裏
書
あ
り

２９７
「
肥
後
国
於
山
鹿
郡
…
」（
肥
後
国
山
鹿
郡
の
内
に
お
い
て

三
百
石
、
知
行
宛
行
状
写
）

享
保
１９
年
１１
月
朔
日

宗
孝
→
財
津
惣
兵
衛

状
１

包
紙
入
り

端
裏
付
箋
「
御
代
替
之
時
分

御
書
出

尤
上
包
共
ニ
写
仕
出
シ
」

２９８
「
肥
後
国
於
山
鹿
郡
…
」（
肥
後
国
山
鹿
郡
の
内
に
お
い
て

三
百
石
、
知
行
宛
行
状
写
）

天
明
６
年
９
月
朔
日

治
年
→
財
津
大
助

状
１

端
裏
付
箋
「
天
明
八
年
頂
戴
之
節
差
出
候

御
書
出
写
之
扣
」

２９９
歎
願
書
（
熊
本
県
鹿
本
郡
櫻
井
村
鎮
座
杵
築
神
社
営
繕
の

た
め
の
寄
付
金
下
賜
願
い
）

大
正
１３
年
６
月
日

杵
築
神
社
神
職
阪
本
意
久
馬
・
氏
子
惣
代

（
無
記
名
）・
崇
敬
者
惣
代
（
無
記
名
）
→
侯

爵
細
川
家
御
家
扶
三
浦
喜
傳

綴
１

扣
・
草
稿
「
杵
築
神
社
営
繕
費
見
積
書
」

添
付

３００
藤
崎
八
旙
宮
雑
事
記
参
考
（
諸
書
よ
り
藤
崎
八
旙
宮
関
係

記
事
の
抜
書
）

―
―

竪
１

３０１
－
１

土
地
臺
帳
（
田
畑
等
の
反
別
合
計
、
一
筆
ご
と
の
登
記
申

請
時
期
・
地
番
・
地
種
・
反
別
・
地
価
の
書
上
。
昭
和
年

間
に
至
る
売
却
・
分
筆
等
の
追
記
あ
り
）

大
正
９
年
８
月

熊
本
市
京
町
［

］
三
十
九
番
地

財

［
］

竪
１

３０１
－
２

土
地
臺
帳
謄
本
（
財
津
永
雄
所
有
の
阿
蘇
郡
黒
川
村
役
犬

原
東
道
目
木
の
田
畑
に
つ
い
て
の
も
の
）

大
正
１３
年
９
月
８
日

宮
地
税
務
署

状
１

３０１
－
１
に
挟
み
込
み

３０２
徳
米
坪
付
帳
（
作
人
ご
と
に
土
地
一
筆
の
地
番
・
地
種
・

反
別
・
徳
米
高
書
き
上
げ
。
追
記
・
附
箋
の
あ
る
部
分

も
）

明
治
３３
年
１１
月

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津

竪
１

表
紙
に
「
旧
帳
ト
ナ
ル
、
新
帳
別
ニ
ア

リ
」
と
あ
り

も
と
の
鋲
留
め
を
外
し
て

紙
縒
り
で
綴
じ
直
す

３０３
「
元
和
十
年
参
…
」（
財
津
の
望
み
に
よ
り
作
成
の
書
）

明
治
１３
年

幡
尾
狂
生

巻
子

１
継
ぎ
目
の
は
が
れ
か
け
あ
り

３０４
「
士
席
以
上
来
月
朔
日
�
…
」（
月
代
剃
り
・
新
規
作
事
苦

し
か
ら
ざ
る
旨
の
通
達
二
点
、
了
承
を
伝
え
る
）

７
月
２８
日

財
津
儀
左
衛
門
ほ
か
５
名

状
１

３０５
－
１

覚
「
一
、
田
開
五
畝
拾
弐
歩
…
」（
内
牧
手
永
内
の
田
畑

御
赦
免
地
、
根
帳
相
違
な
き
に
つ
き
）

安
政
２
年
１１
月
８
日

御
郡
方
御
奉
行
→
財
津
儀
左
衛
門

状
１

３０５
－
２

口
達
「
御
勝
手
向
之
儀
御
出
納
之
御
幅
合
兼
…
」（
倹
約

に
つ
き
、
お
手
許
御
分
料
・
諸
間
受
込
料
な
ど
三
割
減
か

ら
、
総
計
の
制
限
お
定
め
取
賄
い
通
達
の
写
し
）

２
月
４
日

―

状
１

包
紙
入
り
「
御
直
書
之
写
」

３０６
－
０

［
封
筒
］「
昭
和
十
二
年
一
月
以
後
阿
蘇
方
面
手
紙
」

―
財

封
筒

１
小
作
人
名
坪
付
明
細
書
の
再
利
用
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（
内
容
）

年
代

作
成

形
態

数
量

備
考

３０６
－
１

［
書
簡
］「
前
略
御
免
申
候
…
」（
小
作
経
営
・
土
地
利
用

の
現
況
を
報
告
）

昭
和
１２
年
５
月
６
日

黒
川
村
役
犬
原

帆
代
（
浅
喜
）
→
上
様

（
財
津
永
雄
）

状
１

封
筒
入
り

３０６
－
２
－
０

［
く
く
り
ひ
も
］

―
―

ひ
も

１

３０６
－
２
－
１

［
書
簡
］「
拝
呈

旧
正
月
元
旦
を
も
迎
へ
…
」（
小
作
米
、

川
崎
か
ら
の
借
金
、
登
記
、
土
地
利
用
の
件
に
つ
き
）

昭
和
１２
年
旧
正
月
元
日

（
２
月
１１
日
）

役
犬
原
字
道
目
木

帆
代
浅
喜
→
財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

３０６
－
２
－
２

［
書
簡
］「
謹
呈
益
々
御
清
栄
奉
大
賀
候
…
」（
長
男
河
崎

義
夫
の
村
会
議
員
立
候
補
に
つ
き
支
援
願
い
）

昭
和
１２
年
４
月
２８
日

黒
川
村
東
役
犬
原

河
崎
藤
十
→
熊
本
市
京

町
財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

３０６
－
２
－
３

［
書
簡
］「
拝
呈

先
日
わ
御
出
張
有
る
事
と
首
な
か
く
し

て
…
」（
小
作
証
文
・
借
用
証
文
の
付
け
替
え
、
登
記
、

西
道
目
木
宮
の
上
に
電
気
動
力
導
入
に
つ
き
費
用
な
ど
）

５
月
７
日

黒
川
村
役
犬
原

帆
代
浅
喜
→
熊
本
市
京
町

財
津
永
雄

状
２

封
筒
入
り

３０６
－
２
－
４

［
書
簡
］
「
拝
呈
先
日
御
出
張
の
時
を
御
多
亡
（
マ
マ
）

で
あ
り
ま
し
た
…
」（
登
記
完
了
、
黒
川
村
村
長
の
件
、

権
利
証
・
契
約
証
書
の
所
在
、
熊
本
の
入
用
金
等
に
つ
い

て
）

１１
年
１２
月
１３
日

黒
川
村
役
犬
原

帆
代
浅
喜
→
熊
本
市
京
町

財
津
永
雄

状
２

封
筒
入
り

３０６
－
２
－
５

［
は
が
き
］「
拝
復
先
日
は
は
だ
ゝ
ゝ
端
書
下
さ
い
ま
し
て

…
」（
納
入
延
引
に
つ
き
謝
罪
）

１２
月
２９
日

黒
川
村
役
犬
原

佐
藤
今
朝
茂
→
熊
本
市
京

町
財
津
永
雄

葉
書

１

３０６
－
２
－
６

［
書
簡
］「
拝
呈
近
年
は
梅
雨
モ
ナ
ク
…
」（
米
２
俵
送
達
、

そ
の
運
賃
お
よ
び
田
植
え
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
）

７
月
９
日

帆
代
浅
喜
→
財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

書
中
に
７
月
２１
日
午
前
到
着

の
後
筆
あ
り

３０６
－
２
－
７
－
１
［
書
簡
］「
拝
呈
初
秋
の
候
と
相
成
…
」（
岩
下
に
売
り
渡

し
の
田
の
登
記
、
お
よ
び
道
目
木
付
近
の
田
の
状
況
）

（
昭
和
）１１
年
９
月
２
日

黒
川
村
字
役
犬
原

帆
代
浅
喜
→
熊
本
市
京

町
本
丁

財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

３０６
－
２
－
７
－
２
委
任
状
（
記
載
物
件
に
対
す
る
土
地
所
有
権
保
存
の
登
記

を
宮
地
区
裁
判
所
へ
申
請
す
る
こ
と
を
委
任
）

昭
和

―
状

１
３０６
－
２
－
７
－
１
と
同
一
の
封
筒
入
り

３０６
－
２
－
８

［
書
簡
］「
拝
呈
御
無
礼
致
ま
し
た
…
」（
糧
米
送
達
に
つ

き
）

１１
月
２０
日

黒
川
村
役
犬
原

帆
代
浅
喜
→
熊
本
市
京
町

本
丁

財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

３０６
－
２
－
９

扣
へ
「
前
略
昨
日
ハ
出
熊
ノ
処
…
」（
中
島
小
作
証
文
を

持
参
す
る
こ
と
、
お
よ
び
小
作
整
理
談
合
の
月
日
確
認
の

必
要
に
つ
い
て
書
状
控
）

（
昭
和
）４
月
８
日
午
前

財
津
→
帆
代
浅
喜

状
１

３０６
－
２
－
１０

［
は
が
き
］「
拝
呈
先
日
者
出
熊
致
ま
し
て
…
」（
中
島
小

作
地
の
無
断
手
入
を
見
合
わ
せ
る
よ
う
伝
え
て
い
る
旨
通

知
）

３
月
３０
日

黒
川
村
役
犬
原

帆
代
浅
喜
→
熊
本
市
京
町

本
丁

財
津
永
雄

状
１
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番
号

表
題
（
内
容
）

年
代

作
成

形
態

数
量

備
考

３０６
－
３

［
書
簡
］「
拝
呈

永
ら
く
御
無
沙
汰
…
」（
祭
礼
開
催
を

報
知
す
る
）

１０
月
２５
日
持
参

道
目
木

帆
代
浅
喜
→
熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

３０６
－
４

［
書
簡
］「
拝
呈

八
月
廿
三
日
付
の
書
状
…
」（
東
京
か

ら
の
手
紙
に
応
じ
て
、
帆
代
が
河
崎
か
ら
の
借
金
を
整
え

た
の
で
、
そ
の
処
置
を
求
め
る
）

（
昭
和
）１２
年
８
月
２６
日

阿
蘇
郡
黒
川
村
役
犬
原
字
道
目
木

帆
代
浅

喜
→
熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

３０６
－
５

［
書
簡
］「
拝
啓
先
日
永
康
様
よ
り
一
二
度
は
か
き
に
て
軍

用
品
の
準
備
金
…
」（
東
京
の
永
康
の
送
金
依
頼
に
、
河

崎
義
夫
か
ら
借
り
て
用
立
て
て
熊
本
経
由
で
送
金
す
る
旨

を
伝
え
る
）

（
昭
和
）１２
年
８
月
２１
日

黒
川
村
大
字
役
犬
原
字
道
目
木

帆
代
浅
喜

→
熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

３０６
－
６

［
書
簡
］「
拝
呈
先
日
わ
御
手
紙
拝
見
…
」（
出
張
日
程
の

摺
合
せ
、
ま
た
小
屋
の
建
て
替
え
に
つ
き
材
木
を
願
う
）

９
月
１１
日

黒
川
村
役
犬
原

帆
代
浅
喜
→
熊
本
市
京
町

本
丁

財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

３０６
－
７

［
書
簡
］「
拝
呈
年
暮
れ
に
て
御
多
忙
の
事
と
…
」（
名
古

屋
の
凶
事
に
つ
き
見
舞
、
も
み
す
り
・
作
米
あ
が
り
に
つ

き
）

（
１１
年
）
１２
月
２７
日

道
目
木

帆
代
浅
喜
→
熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

３０６
－
８

［
書
簡
］「
拝
呈

一
、
金
壱
面
五
拾
円
也
…
」（
河
崎
義

夫
か
ら
の
借
金
の
状
況
報
告
と
、
事
後
処
理
の
た
め
岩
下

豊
喜
に
売
っ
た
土
地
の
地
番
確
認
）

昭
和
１１
年
８
月
１０
日

阿
蘇
郡
黒
川
村
大
字
役
犬
原

帆
代
浅
喜
→

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

３０６
－
９

［
書
簡
］「
拝
呈
先
日
者
長
熊
致
御
世
語
…
」（
岩
本
幸
男

か
ら
の
借
金
の
金
利
五
十
円
と
抵
当
入
替
の
催
促
の
件
に

つ
き
）

昭
和
１３
年
１
月
１９
日

阿
蘇
郡
黒
川
村
字
役
犬
原

帆
代
浅
喜
→
熊

本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

３０７
［
封
筒
］

昭
和
２４
年
４
月
３０
日

東
京
都
板
橋
局
区
内
板
橋
町
十
丁
目
大
和
寮

内
財
津
永
仁
→
熊
本
市
京
町
本
町

財
津

永
康

封
筒

１

封
筒
の
み

３０８
［
書
簡
］「
拝
呈
、
先
日
よ
り
通
知
有
た
る
か
ら
五
十
円
の

外
に
又
五
十
円
と
の
事
あ
ち
ら
こ
ち
ら
世
話
致
シ
ま
し
た

る
…
」（
金
・
糧
米
の
手
配
に
つ
き
）

８
月
３
日

阿
蘇
郡
黒
川
村
役
犬
原

帆
代
浅
喜
→
熊
本

市
京
町
本
丁

財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

３０９
［
書
簡
］「
謹
啓
身
を
刺
す
様
な
寒
風
…
」（
旧
主
の
阿
蘇

来
訪
を
一
週
間
ず
ら
し
て
ほ
し
い
と
頼
む
）

昭
和
１１
年
４
月
１０
日
午

後
１０
時

阿
蘇
郡
黒
川
村
大
字
役
犬
原
字
道
目
木

佐

藤
今
朝
茂
→
熊
本
市
京
町
本
町

財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

３１０
「
明
治
三
十
一
年
二
月

日
ヨ
リ
同
三
十
二
年
四
月
十
一

日
迄
税
切
符
写
」（
税
切
符
メ
モ
二
点
綴
り
）

明
治
３１
年
２
月
～
明
治

３３
年
２
月

―
綴

１
ひ
も
断
絶

３１１
（
書
断
簡
）

明
治
己
丑
（
２２
年
）
元

旦
ヵ

（
落
款
）「
浩
潮
」

状
断簡

１
破
損
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表
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内
容
）

年
代

作
成

形
態

数
量

備
考

３１２
「
大
正
十
三
年
七
月
頃
鈴
木
ヨ
リ
…
」（
金
銭
等
計
算
手

控
）

大
正
１３
年
～
昭
和
４
年

―
竪

１
折
れ
曲
が
り

３１３
「
口
演
ノ
要
旨
」（
曽
祖
父
財
津
大
助
よ
り
の
財
津
家
由

緒
）

（
明
治
以
降
）

―
状

１
下
書

修
正
有
り

３１４
－
０

（
ひ
も
）

―
―

ひ
も

１

３１４
－
１

［
包
紙
］「
仕
払
済
証
書
類
入

荘
原
千
年

其
ノ
他
」

―
―

状
１

紙
背
に
畑
・
徳
米
の
記
録
あ
り

３１４
－
２

借
用
證
書
（
金
二
百
円
）

大
正
９
年
７
月
３１
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
→
阿
蘇
郡
山

田
村

岩
下
豊
喜

状
１

大
正
１４
年
１２
月
払
い
済
み

３１４
－
３

「
領
収
証

一
、
金
弐
百
円
也

但
大
正
拾
壱
年
…
」（
財

津
永
雄
が
山
部
直
喜
よ
り
金
二
百
円
借
用
の
証
書
・
返
済

の
領
収
証
等
の
綴
り
）

大
正
１１
年
１０
月
１１
日
・

大
正
１２
年
４
月
５
日

阿
蘇
郡
黒
川
村
大
字
役
犬
原

山
部
直
喜
⇔

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄

綴
１

大
正
１２
年
４
月
５
日
払
い
済
み

３１４
－
４

「
領
収
証

一
、
金
五
百
円
也

但
大
正
拾
壱
年
…
」（
財

津
永
雄
が
高
橋
勝
九
郎
か
ら
金
五
百
円
借
用
の
証
書
・
返

済
の
領
収
証
等
の
綴
り
）

大
正
１１
年
１０
月
２４
日
・

大
正
１２
年
４
月
４
日

阿
蘇
郡
宮
地
町

高
橋
勝
九
郎
⇔
熊
本
市
京

町
本
丁

財
津
永
雄

綴
１

大
正
１２
年
４
月
４
日
払
い
済
み

３１４
－
５

借
用
証
書
（
金
九
百
九
十
九
円
借
用
、
払
い
済
み
）

大
正
１１
年
３
月
３０
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
→
阿
蘇
郡
宮

地
町

蔵
原
清
三
郎

状
１

所
々
破
れ

３１４
－
６

「
領
収
証

一
、
金
壱
千
五
百
円
也
…
」（
財
津
永
雄
が
蔵

原
千
年
か
ら
金
千
五
百
円
借
用
の
証
書
・
返
済
の
領
収
証

等
の
綴
り
）

大
正
９
年
９
月
３０
日
・

大
正
１３
年
９
月
９
日

阿
蘇
郡
宮
地
町

蔵
原
千
年
⇔
熊
本
市
京
町

本
丁

財
津
永
雄

綴
１

大
正
１３
年
９
月
９
日
払
い
済
み

３１４
－
７

「
受
附

大
正
十
二
年
十
二
月
…
」（
抵
当
権
改
定
の
た
め

の
登
記
申
請
書
、
権
利
者
は
阿
蘇
郡
黒
川
村
役
犬
原
の
市

原
次
郎
平
）

大
正
１２
年
１２
月
１２
日

―

状
１

３１４
－
８
－
１

「
帆
代
分

一
金
三
十
一
円
弐
十
銭
…
」（
利
金
な
ど
収
支

計
算
控
）

―
―

状
１

３１４
－
８
－
２
以
下
を
包
む

３１４
－
８
－
２

「
拝
啓
時
下
愈
々
御
清
恵
…
」（
先
日
よ
り
足
痛
に
よ
り
阿

蘇
行
き
難
儀
に
つ
き
遅
れ
の
書
簡
控
）

５
月
８
日

財
津
→
道
家

状
１

３１４
－
８
－
３

「
先
日
者
祭
典
ノ
際
…
」（
計
算
の
た
め
出
張
の
積
り
の
と

こ
ろ
、
農
繁
の
際
に
立
山
方
へ
止
宿
は
迷
惑
と
思
い
他
所

に
止
宿
な
ど
書
簡
下
書
き
）

―
→
立
山

状
１
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３１４
－
８
－
４

借
用
証
書
「
一
、
金
弐
百
四
拾
九
円
六
拾
銭
…
」（
控
、

返
済
済
み
）

大
正
１３
年
２
月
３
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
→
阿
蘇
郡
宮

地
町

蔵
原
清
三
郎

状
１

３１４
－
９

「
帆
代
利
調
」（
支
出
計
算
控
一
括
）

大
正
１４
年
１２
月
８
日

―
状

５

３１４
－
１０
－
１

借
用
証
書
（
金
七
十
円
借
用
）

大
正
１０
年
１２
月
２７
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
→
立
山
伝

状
１

「
不
用

ス
ミ
」

３１４
－
１０
－
２

借
用
証
書
（
金
百
円
借
用
）

大
正
１２
年
２
月
１４
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
→
立
山
伝

状
１

「
不
用

ス
ミ
」

３１４
－
１０
－
３

連
帯
借
用
証
（
金
二
百
二
十
円
借
用
）

大
正
１０
年
１０
月
１５
日

連
帯
借
主

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永

雄
・
阿
蘇
郡
黒
川
村
大
字
役
犬
原

立
山
伝

→
石
田
勝
馬

状
１

「
ス
ミ

不
用
」

３１４
－
１１
－
１

「
受
附

大
正
十
二
年
四
月
四
日
…
」（
登
記
済
証
、
抵
当

権
設
定
の
た
め
）

大
正
１２
年
４
月
４
日

―
状

１
３１４
－
１１
－
１
～
７
は
折
ら
れ
て
一
纏
め

に
な
っ
て
い
た
も
の

３１４
－
１１
－
２

「
受
附

大
正
十
二
年
十
二
月
四
日
…
」（
登
記
済
証
、
所

有
権
移
転
の
た
め
）

大
正
１４
年
１２
月
４
日

―
状

１
３１４
－
１１
－
１
～
７
は
折
ら
れ
て
一
纏
め

に
な
っ
て
い
た
も
の

３１４
－
１１
－
３

「
受
附

大
正
十
四
年
四
月
二
十
九
日
…
」（
登
記
済
証
、

記
載
は
一
部
の
み
）

大
正
１４
年
４
月
２９
日

―
状

１
３１４
－
１１
－
１
～
７
は
折
ら
れ
て
一
纏
め

に
な
っ
て
い
た
も
の

３１４
－
１１
－
４

「
受
附

大
正
十
五
年
十
一
月
十
一
日
…
」（
登
記
済
証
、

所
有
権
移
転
の
た
め
）

大
正
１５
年
１１
月
１１
日

―
状

１
３１４
－
１１
－
１
～
７
は
折
ら
れ
て
一
纏
め

に
な
っ
て
い
た
も
の

３１４
－
１１
－
５

領
収
証
（
抵
当
権
に
関
す
る
書
類
に
対
す
る
司
法
代
書
人

書
記
料
）

大
正
１４
年
４
月
２９
日

事
務
所
阿
蘇
郡
宮
地
町

司
法
代
書
人
井
手

義
武
→
嘱
託
人

財
津
永
雄

状
１

３１４
－
１１
－
１
～
７
は
折
ら
れ
て
一
纏
め

に
な
っ
て
い
た
も
の

裏
面
に
「
外
弐
銭

委
任
状
印
紙
代
」
と
メ
モ
書
き
有
り

３１４
－
１１
－
６

領
収
証
（
登
記
簿
閲
覧
に
関
す
る
書
類
に
対
す
る
司
法
代

書
人
書
記
料
）

大
正
１４
年
４
月
２５
日

事
務
所
阿
蘇
郡
宮
地
町

司
法
代
書
人
井
手

義
武
→
嘱
託
人

蔵
原
清
三
郎

状
１

３１４
－
１１
－
１
～
７
は
折
ら
れ
て
一
纏
め

に
な
っ
て
い
た
も
の

裏
面
に
「
外
金
拾

五
銭

申
請
印
紙
代
」
と
メ
モ
書
き
有
り

３１４
－
１１
－
７

領
収
証
（
司
法
代
書
人
書
記
料
）

大
正
１４
年
４
月
２９
日

事
務
所
阿
蘇
郡
宮
地
町

司
法
代
書
人
井
手

義
武
→
嘱
託
人

蔵
原
清
三
郎

状
１

３１４
－
１１
－
１
～
７
は
折
ら
れ
て
一
纏
め

に
な
っ
て
い
た
も
の

３１４
－
１２

反
別
更
正
登
記
申
請
書

大
正
４
年
４
月
１７
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
・
阿
蘇
郡
黒

川
村
大
字
役
犬
原

代
人
池
田
清
彦
→
宮
地

区
才
判
所

綴
１

３１４
－
１３

借
用
証
書
（
金
二
百
円
借
用
）

大
正
１４
年
１２
月
８
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
・
阿
蘇
黒
川

村
役
犬
原

鈴
木
乕
熊
→
黒
川
村
大
字
竹
原

山
口
今
朝
雄

状
１

破
れ

返
済
済
み
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３１４
－
１４

連
帯
借
用
証
（
金
三
百
円
を
連
帯
で
借
用
、
返
金
済
み
）

大
正
７
年
８
月
２４
日

熊
本
市
京
町
一
丁
目

連
帯
借
用
主

財
津

永
雄
・
阿
蘇
郡
黒
川
村
大
字
役
犬
原
右
連
帯

借
用
人

池
田
清
彦
→
阿
蘇
郡
山
田
村
大
字

小
野
田

岩
下
豊
喜

状
１

破
れ
「
備
考
」
の
メ
モ
が
挿
ま
れ
て
い

る

３１４
－
１５

連
帯
借
用
証
（
金
三
百
円
を
連
帯
で
借
用
）

大
正
１０
年
８
月
２５
日

熊
本
市
京
町
本
丁

連
帯
借
主

財
津
永

雄
・
阿
蘇
郡
黒
川
村
大
字
役
犬
原

連
帯
借

主
鈴
木
乕
熊
→
岩
下
豊
喜

状
１

メ
モ
が
挿
ま
れ
て
い
る

３１４
－
１６

連
帯
借
用
証
（
金
四
百
円
を
連
帯
で
借
用
）

大
正
１０
年
３
月
１９
日

連
帯
借
主

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永

雄
・
阿
蘇
郡
黒
川
村
大
字
役
犬
原
字
道
目
木

立
山
伝
→
河
崎
藤
壽
道
家
久
馬
雄

状
１

昭
和
２
年
１
月
３１
日
に
河
崎
藤
壽
か
ら
道

家
久
馬
雄
に
名
義
書
替

３１４
－
１７

借
用
証
書
（
金
百
五
十
円
借
用
）

昭
和
２
年
９
月
９
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
→
山
部
勝
喜

状
１

３１５
－
０

［
包
紙
］「
辞
令

財
津
永
雄
」

状
１

３１５
－
３
ま
で
一
括
包
紙
入
り

３１５
－
１

［
辞
令
］「
雇
申
付
月
俸
五
円
支
給
」

明
治
２４
年
８
月
１
日

阿
蘇
郡
役
所
→
財
津
永
雄

状
１

３１５
－
２

［
辞
令
］「
第
一
課
学
務
係
兼
衛
生
係
付
属
ヲ
命
ス
」

明
治
２４
年
８
月
１
日

阿
蘇
郡
役
所
→
雇

財
津
永
雄

状
１

３１５
－
３

［
辞
令
］「
依
願
免
職
務
」

明
治
２５
年
４
月
１２
日

阿
蘇
郡
役
所
→
雇

財
津
永
雄

状
１

３１６
「
御
用
候
条
礼
服
…
」（
御
用
に
よ
り
礼
服
着
用
し
て
即
刻

出
頭
す
る
よ
う
に
）

明
治
２４
年
８
月
１
日

阿
蘇
郡
役
所
→
財
津
永
雄

状
１

３１７
日
田
行
日
誌
（
熊
本
か
ら
財
津
村
ま
で
の
旅
日
誌
）

５
月
１１
日
～
５
月
１５
日

財
津
永
雄

竪
１

３１８
証
（
下
等
小
学
第
五
級
卒
業
証
書
）

明
治
１３
年
６
月

熊
本
県
八
代
郡
八
代
町
代
城
学
校
→
熊
本
県

士
族

財
津
秀
雄

状
１

３１９
証
書
（
小
学
初
等
科
第
二
級
卒
業
証
書
）

明
治
１５
年
７
月
４
日

熊
本
県
八
代
郡
一
番
学
区
八
代
町

公
立
代

陽
学
校
→
熊
本
県
士
族

財
津
秀
雄

状
１

３２０
証
書
（
小
学
中
等
科
第
五
級
卒
業
証
書
）

明
治
１７
年
１１
月
２３
日

熊
本
県
八
代
郡
一
番
学
区
八
代
町

公
立
代

陽
学
校
→
熊
本
県
士
族

財
津
秀
雄

状
１

３２１
証
（
第
六
級
地
誌
文
章
科
を
卒
業
し
、
第
五
級
地
誌
文
章

科
へ
進
級
の
証
書
）

明
治
１８
年
６
月
１４
日

熊
本
県
八
代
郡

郁
水
舎
→
熊
本
県
士
族

財
津
秀
雄

状
１

３２２
証
（
下
等
小
学
第
四
級
卒
業
証
書
）

明
治
１３
年
１２
月
１１
日

熊
本
県
八
代
郡
八
代
町

公
立
代
陽
学
校
→

熊
本
県
士
族

財
津
秀
雄

状
１
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３２３
証
書
（
小
学
初
等
科
第
三
級
卒
業
証
書
）

明
治
１５
年
２
月
１８
日

熊
本
県
八
代
郡
一
番
学
区
八
代
町

公
立
代

陽
学
校
→
熊
本
県
士
族

財
津
秀
雄

状
１

３２４
「
秋
期
集
合
試
験
…
」（
秋
期
集
合
試
験
高
等
第
三
級
課
に

選
抜
さ
れ
た
旨
）

明
治
１２
年
１２
月

代
城
学
校
→
財
津
永
雄

状
１

３２５
証
（
上
等
卒
業
証
書
）

明
治
１２
年
４
月

第
拾
六
番
中
学
区

代
城
学
校
→
熊
本
県
士

族
財
津
永
雄

状
１

３２６
証
（
小
学
初
等
科
卒
業
証
書
）

明
治
１６
年
１２
月
７
日

熊
本
県

公
立
代
陽
学
校
→
熊
本
県
士
族

財
津
秀
雄

状
１

３２７
証
（
下
等
小
学
第
六
級
卒
業
証
書
）

明
治
１２
年
１１
月

代
城
学
校
→
熊
本
県
士
族

財
津
秀
雄

状
１

３２８
証
書
（
小
学
中
等
科
第
三
級
卒
業
証
書
）

明
治
１８
年
１２
月
１０
日

熊
本
県
八
代
郡
一
番
学
区
八
代
町

公
立
代

陽
学
校
→
熊
本
県
士
族

財
津
秀
雄

状
１

３２９
証
書
（
小
学
中
等
科
第
二
級
卒
業
証
書
）

明
治
１９
年
５
月
３１
日

熊
本
県
八
代
郡
一
番
学
区
八
代
町

公
立
代

陽
学
校
→
熊
本
県
士
族

財
津
秀
雄

状
１

３３０
証
（
初
等
小
学
第
一
級
卒
業
証
書
）

明
治
１６
年
１２
月
７
日

熊
本
県

公
立
代
陽
学
校
→
熊
本
県
士
族

財
津
秀
雄

状
１

３３１
証
書
（
小
学
中
等
科
第
六
級
卒
業
証
書
）

明
治
１７
年
５
月
２６
日

熊
本
県
八
代
郡
一
番
学
区
八
代
町

公
立
代

陽
学
校
→
熊
本
県
士
族

財
津
秀
雄

状
１

３３２
先
祖
附
「
私
先
祖
財
津
長
門
守
与
申
候
…
」（
戦
国
末
～

慶
応
ま
で
（
作
成
者
の
父
ま
で
）
の
記
述
）

慶
応
元
年
１２
月

財
津
権
十
郎
→
楯
岡
小
文
吾

巻
子

１
「
昭
和
六
十
一
年
六
月
廿
一
日
補
」
と
あ

り

３３３
清
原
姓
長
野
系
図
（
国
常
立
尊
か
ら
道
延
ま
で
）

巻
子

１
継
ぎ
目
は
が
れ
か
け
あ
り

３３４
要
用
書
類
綴
（
土
地
経
営
関
係
）

大
正
１１
年
１
月

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津

竪
１

３３５
「
阿
蘇
郡
内
牧
手
永
…
」（
役
犬
原
村
に
て
所
持
の
御
赦
免

開
、
鹿
子
木
新
蔵
へ
譲
渡
し
小
物
成
方
へ
御
買
上
の
節
、

郡
横
目
へ
差
し
出
す
検
地
扣
）

天
保
１４
年
１２
月

財
津

竪
１

安
政
３
年
３
月
写
し

３３６
昭
和
拾
弐
年
小
作
料
米
計
算

昭
和
１２
年

―
竪

１

３３７
現
金
収
入
簿

明
治
３４
年
１２
月

柳
川
丁

財
津

竪
１

３３８
徳
米
送
状
綴

大
正
４
年
１１
月

柳
川
丁

財
津
氏

竪
１

３３９
昭
和
十
五
年
度
小
作
米
調
書

昭
和
１６
年
１
月
１２
日

財
津

綴
１

ク
リ
ッ
プ
留
め
の
と
こ
ろ
、
錆
び
て
文
書

を
傷
め
て
い
た
た
め
取
る
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３４０
〔

〕
道
目
木
之
壱
部
丈
量
地
図
入

―
熊
本
京
町
本
丁

財
津

状一括
４

封
筒
入
り

３４１
昭
和
四
年
度
小
作
米
予
定
調

昭
和
４
年

財
津

竪
１

３４２
大
正
八
年
一
月
以
後
売
米
手
控

大
正
８
年
～
同
１１
年

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津

竪
１

３４３
－
０

（
厚
紙
）

―
―

１
以
下
３４３
を
厚
紙
で
ま
と
め
て
い
る

３４３
－
１

扣
「
昨
日
ノ
書
状
…
」（
先
日
の
委
任
状
の
処
置
に
つ
い

て
書
状
控
）

６
月
２
日

永
雄
→
浅
喜

状
１

３４３
－
２

「
西
道
目
木
六
百
四
拾
弐
番
…
」（
小
作
地
反
別
・
地
価
等

お
よ
び
白
紙
）

―
―

状
５

３４３
－
３

扣
ヘ
「
三
十
一
日
付
書
類
封
入
之
書
状
…
」（
３１
日
付
書

状
に
封
入
の
書
類
へ
捺
印
、
謄
本
請
求
に
関
し
て
）

６
月
１
日

永
雄
→
浅
喜

状
１

３４３
－
４

［
は
が
き
］「
乱
筆
を
以
テ
御
免
被
下
先
日
ハ
…
」（
古
閑

と
の
談
合
に
つ
い
て
返
事
が
な
く
、
至
急
返
事
願
い
）

４４
年
５
月
１１
日

池
田
清
彦
→
財
津
永
雄

状
１

３４３
－
５

「
乱
筆
ヲ
以
テ
口
上
申
上
候
」（
古
閑
宅
で
の
近
藤
、
古
閑

と
の
談
合
内
容
の
報
告
・
相
談
）

４４
年
４
月
２６
日

池
田
清
彦
→
財
津
永
雄

状
２

封
筒
入
り

３４３
－
６

［
は
が
き
］「
副
書
以
テ
尚
御
伺
候
…
」（
古
閑
一
件
の
変

更
の
都
合
、
定
約
の
地
所
代
金
に
つ
き
）

４４
年
５
月
１８
日

池
田
清
彦
→
財
津
永
雄

状
１

３４３
－
７

［
は
が
き
］「
拝
呈
仕
候
陳
バ
…
」（
先
日
末
の
一
件
に
つ

き
、
２６
日
に
古
閑
太
覚
同
道
に
て
出
熊
の
旨
）

４４
年
５
月
２３
日

池
田
次
作
→
財
津
永
雄

状
１

３４３
－
８

「
古
閑
太
覚
一
件
ハ
昨
日
又
タ
変
更
…
」（
定
約
の
地
所
代

金
、
買
い
返
し
等
に
つ
い
て
全
七
項
目
）

４４
年
５
月
１８
日

池
田
清
彦
→
財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り

３４３
－
９

「
乱
筆
を
以
テ
口
上
…
」（
古
閑
太
覚
一
件
に
つ
き
十
項
目

報
告
）

（
４４
年
）
５
月
１６
日

池
田
清
彦
→
財
津
永
雄

状
２

封
筒
入
り

３４３
－
１０

［
は
が
き
］「
拝
呈
陳
は
明
日
ハ
古
閑
ト
私
ト
日
々
仕
出
熊

致
ス
筈
ニ
…
」（
古
閑
太
覚
一
件
に
つ
き
、
対
談
の
願
い
）

４４
年
５
月
２５
日

池
田
清
彦
→
財
津
永
雄

状
１

３４３
－
１１

扣
へ
「
先
日
ハ
毎
度
近
藤
ヲ
ツ
カ
ハ
シ
…
」（
古
閑
太
覚

一
件
に
つ
き
書
状
案
ヵ
）

１１
月
１０
日

―
状

１

３４３
－
１２

坪
付
「
西
道
目
木
六
百
三
十
八
番
…
」（
坪
付
覚
）

―
―

状
４

３４３
－
１３

「
西
道
目
木

六
三
八
番
…
」（
反
別
・
地
価
覚
）

―
―

状
１
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３４３
－
１４

「
一
、
先
日
ハ
近
藤
ハ
清
彦
宅
ニ
宿
泊
セ
シ
由
…
」（
古
閑

太
覚
一
件
に
つ
き
清
彦
宛
の
書
状
案
）

４４
年
４
月
２２
日

→
清
彦

状
１

３４３
－
１５

領
収
証
「
一
、
金
壱
壱
百
円
也
…
」（
１２
月
１５
日
に
約
定

し
た
西
道
目
木
地
代
金
８７０
円
の
内
金
の
領
収
証
）

明
治
４１
年
１２
月
３０
日

財
津
永
雄
→
古
閑
太
覚

状
１

３４３
－
１６

「
西
道
目
木
六
百
四
拾
弐
番

秀
喜
…
」（
坪
付
・
反
別
・

地
価
、
全
十
六
筆
の
覚
）

―
―

状
２

３４３
－
１７

扣
「
只
今
次
作
名
ニ
テ
仕
出
ノ
…
」（
自
ら
の
出
熊
と
古

閑
の
都
合
と
の
調
整
に
つ
い
て
申
し
入
れ
）

２４
日

→
次
作
・
清
雄

状
１

３４４
徳
米
坪
付
簿

明
治
２７
年
孟
春

財
津

竪
１

３４５
大
正
三
年
度

現
金
支
出
簿

大
正
３
年

京
町
本
丁

財
津

竪
１

３４６
徳
米
受
取
簿

明
治
２７
年
１１
月
１２
日
～

大
正
７
年
３
月
１２
日

京
町
本
丁

財
津

竪
１

３４７
明
治
三
十
一
年
度
以
後
大
正
九
年
度
ニ
至
ル

阿
蘇
徳
米

計
算
書
綴

明
治
３１
年
～
大
正
１０
年

熊
本
柳
川
丁
財
津

綴
１

一
部
め
く
れ
ず

池
田
清
彦
か
ら
財
津
永

雄
に
宛
て
た
書
簡
を
含
む

３４８
－
１

小
作
人
坪
附
調

大
正
３
年

熊
本
市
京
町
本
丁
財
津

竪
１

３４８
－
２

［
書
簡
］「
謹
呈

前
略
御
免
蒙
り
候
…
」（
調
査
等
の
た

め
財
津
永
雄
の
出
張
を
願
う
）

（
３
年
）
６
月
８
日

阿
蘇
郡
黒
川
村
大
字
役
犬
原

帆
代
浅
喜
→

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄

状
２

封
筒
入
り
３４８
－
１
に
挟
ま
れ
て
い
る

３４９
地
券
証
控

明
治
１３
年
３
月
７
日

財
津

竪
１

一
部
め
く
れ
ず

３５０
「
大
正
六
年
三
月
五
日
…
」（
貸
借
関
係
控
帳
）

大
正
６
年
～
大
正
１４
年

―
竪

１

３５１
「（
２
）
イ
、
二
二
七
．
〇
五
…
」（
田
畑
丈
量
絵
図
）

―
―

状
４

３５２
［
雑
誌
抜
刷
］
豊
後
日
田
氏
に
つ
い
て
（
川
添
昭
二
筆
、

『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
六
の
抜
刷
）

昭
和
４６
年
３
月

―
冊
子

１
表
紙
に
「
芥
庵
文
川
」
の
朱
印

３５３
日
田
記

二
―

肥
後
熊
本
産
士

白
玉
財
津
永
倫

冊
子

１
コ
ピ
ー

３５４
「
郷
党
北
岡
邸
ヲ
護
ル
者
…
」（
神
風
連
の
乱
に
関
す
る
内

容
、
冊
子
中
の
一
枚
）

―
―

断
簡

１

３５５
霜
宮
と
役
犬
原
（
阿
蘇
町
成
人
学
級
資
料
七
十
四
号
）

昭
和
５８
年
９
月
２０
日

中
村
耕
作

冊
子

１
コ
ピ
ー

ス
テ
ー
プ
ラ
ー
止
め
に
つ
き
文

書
保
護
の
た
め
針
を
除
去

３５６
－
１

日
田
記

一
文
政
６
年
４
月

財
津
永
澄
（
序
・
凡
例
）
／
肥
後
熊
本
産
士

白
玉
財
津
永
倫
（
原
著
）

竪
１
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３５６
－
２

日
田
記

二
―

肥
後
熊
本
産
士

白
玉
財
津
永
倫

竪
１

３５６
－
３

日
田
記

三
―

肥
後
熊
本
産
士

白
玉
財
津
永
倫

竪
１

３５６
－
４

日
田
記

四
―

肥
後
熊
本
産
士

白
玉
財
津
永
倫

竪
１

３５６
－
５

日
田
記
附
録

中
―

肥
後
熊
本
産
士

財
津
永
澄
（
追
著
）

竪
１

書
中
の
題
は
「
日
田
記
附
録

下
」

３５６
－
６

日
田
記
附
録

下
文
政
６
年
初
夏
（
序
）

財
津
永
澄
（
序
）

竪
１

３５７
－
１

財
津
氏
先
祖
附
集

上
（
財
津
団
四
郎
・
財
津
大
助
永

澄
・
財
津
市
郎
左
衛
門
・
財
津
三
左
衛
門
・
財
津
善
内
・

財
津
文
八
の
先
祖
附
を
集
成
）

―
―

竪
１

３５７
－
１
、
２
は
一
連
の
も
の

３５７
－
２

先
祖
附
集
（
日
隈
助
之
進
・
羽
野
勝
兵
衛
・
江
島
伝
左

衛
門
・
財
津
伝
喜
・
財
津
半
之
允
・
財
津
貞
之
助
・
財
津

八
郎
左
衛
門
・
江
島
源
内
・
財
津
三
郎
左
衛
門
・
財
津
勘

右
衛
門
・
財
津
市
兵
衛
貞
之
の
先
祖
附
を
集
成
）

文
政
７
年
孟
夏

財
津
永
澄
（
集
成
）

竪
１

題
簽
剥
離
３５７
－
１
、
２
は
一
連
の
も

の

３５８
－
１

政
府
御
記
録
写

財
津
氏
先
祖
附
集

上
―

―
竪

１

３５８
－
２

政
府
御
記
録
写

財
津
氏
先
祖
附
集

下
―

―
竪

１

３５９
－
１

財
津
氏
系
図
（
巻
一
～
五
）

―
―

竪
１

題
簽
剥
離

財
津
氏
系
図
集
上
巻
か

３５９
－
２

財
津
氏
系
図
集

中
―

―
竪

１

３５９
－
３

財
津
氏
系
図
集

下
文
政
７
年
４
月

財
津
大
助
永
澄

竪
１

３６０
日
田
家
略
系
図

本
系

全
―

―
竪

１

３６１
－
１

財
津
氏
系
譜

文
化
６
年
孟
夏

財
津
永
澄

竪
１

３６１
－
２

財
津
氏
系
譜

二
―

―
竪

１

３６１
－
３

財
津
氏
系
譜

三
―

―
竪

１

３６２
豊
後
日
田
郡
司
職
家
相
伝

財
津
家
譜

昭
和
１５
年
５
月
３１
日

編
纂
者
武
石
繁
次
・
大
蔵
和
市
、
発
行
者
大

分
県
日
田
郡
三
花
村

財
津
忠
平
、
発
行
所

松
雲
山
龍
川
寺
内
財
津
家
譜
編
纂
部

巻
子

１

財
津
永
澄
撰
財
津
氏
系
図
の
活
字
印
刷
本
、

鉛
筆
書
き
あ
り

３６３
豊
後
日
田
郡
司
職
家
相
伝

財
津
家
譜

昭
和
１５
年
５
月
３１
日

編
纂
者
武
石
繁
次
・
大
蔵
和
市
、
発
行
者
大

分
県
日
田
郡
三
花
村

財
津
忠
平
、
発
行
所

松
雲
山
龍
川
寺
内
財
津
家
譜
編
纂
部

巻
子

１

３６２
に
同
じ

水
損

３６４
［
書
簡
］「
拝
啓
大
分
春
予
に
暖
く
…
」（
上
納
米
出
来
ず

無
沙
汰
の
詫
び
）

３
年
３
月
２７
日

阿
蘇
郡
黒
川
村
字
役
犬
原

鞭
馬
千
年
→
熊

本
市
今
町
本
丁

財
津
永
雄

状
１

封
筒
入
り
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３６５
－
０

［
袋
］「
大
正
十
四
年
十
一
月
末

阿
蘇
出
張
諸
払
ニ
係
ル

扣
類
」

（
大
正
１４
年
１１
月
）

―
袋

１

３６５
－
１

「
十
四
年
十
一
月

役
場
払
…
」（
諸
勘
定
書
上
げ
）

（
大
正
１４
年
１１
月
）

―
状

１

３６５
－
２

「
市
原
払

払
済
之
分
…
」（
元
利
金
勘
定
書
上
げ
）

―
―

状
１

３６５
－
３

「
蔵
原
分
…
」（
元
利
金
支
払
勘
定
書
上
げ
）

―
―

状
１

３６５
－
４

契
約
書
（
役
犬
原
東
道
目
木
の
田
畑
山
林
売
渡
し
に
つ

き
）

大
正
１４
年
１１
月
７
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
ほ
か
２
名
→

黒
川
村
役
犬
原

山
口
重
広

状
１

３６５
－
５

「
阿
蘇
行
雑
費
…
」（
諸
支
出
費
用
書
上
げ
）

―
―

状
１

３６５
－
６

領
収
証
（
大
正
１４
年
１２
月
地
所
売
買
関
係
金
領
収
に
つ

き
）

大
正
１５
年
６
月
９
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
→
黒
川
村
大

字
役
犬
原

山
口
重
広

状
２

下
書
き
書
類
１
通
含
む

３６５
－
７

借
用
証
書
（
金
２５
円
）

大
正
１３
年
９
月
９
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
→
蔵
原
千
年

状
１

大
正
１４
年
１１
月
支
払
い
済
み

３６５
－
８

領
収
証
（
下
書
き
）

―
→
熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄

状
１

３６５
－
９

借
用
証
書
（
金
７４
円
４０
銭
）

大
正
１３
年
１
月
２０
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
・
阿
蘇
郡
黒

川
村

立
山
伝
→
市
原
次
郎
平

状
１

大
正
１４
年
１２
月
２
日
返
金
済
み
３６５
－

８
に
同
梱

３６５
－
１０

「
大
正
十
四
年
十
一
月
支
払
分
…
」（
支
払
い
勘
定
書
上

げ
）

―
―

状
１

３６５
－
１１

借
用
証
書
（
金
４９００

円
）

大
正
１４
年
１１
月
３０
日

熊
本
市
京
町
本
丁

財
津
永
雄
ほ
か
１
名
→

黒
川
村
大
字
役
犬
原

山
口
重
弘
ほ
か
１
名

状
１

返
金
済
み
の
証
書

３６５
－
１２

「
千
五
百
円

四
百
円
…
」（
勘
定
金
額
書
上
げ
）

―
―

状
１

３６５
－
１３

「
手
付
金
千
五
百
円
ノ
内
…
」（
支
払
い
勘
定
書
上
げ
）

―
―

状
２
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